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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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お祭りの日が来たよ、と君が微笑ほほえむ。

今日も明日も明後日も、

王の栄光を讃たたえる祝祭の日は終わらない。

花は舞まい、歌は流れ、天に神なく、地に獣けものなし

いつしか民たみすら消え果てた。

それでも王がある限り、祝祭の日はまだ続く。










１　皇こう帝てい陛下の劇場









　ソラは色のない草原にいた。

　周囲はすべて灰色、腰こしまである草以外は何もない。

　見ているだけで心が荒すさむような殺風景な草原、どこまでも続く孤こ独どくの地。明けも暮れもしない灰色の空。ときたま吹ふき荒あれる無音の風。

　──これこそ、今のソラが見ているすべてだった。

　ひとりたたずむソラの周りを、すさまじい風が吹き荒れる。草がいっせいに倒たおれ、ソラの衣ころもと髪かみがはためき、上空では激流のごとく雲が流れゆく。

　しかし音は少しも立たず、ソラは白茶けた顔をしていた。

　まるきり何も考えても、思っても、感じてもいないような顔だ。

　実際、彼には心がないのだ。

「──さて。わたしは詩人、『何もない』もの。目の前にあるものを語り、讃え、愛めでて歩き、世界を流れるのが役目。さりとて今、わたしの目の前には『何もない』。『世界の王』との接続を解かれ、わたしは世界を語る言葉すら失いました。わたしの役目はここでおしまい。しかし世界はまだ続く」

　なぜでしょう？

　虚うつろに首をひねってソラは言う。

　ソラには本当にわからない。どうして役目を失った自分がまだ動いているのか？

　なぜ『世界の王』は不要となったソラを回収しようとしないのか？

　自分は廃はい棄きされたのだろうか？

　終わりのないはずの旅は終わったのだろうか？　終わりの後には何がある？

　漠ばく然ぜんとした問いに答えはない。

　ソラはこの世界の再生にたずさわった超ちよう越えつ者しや、『世界の王』によって造られた『不死者』だ。

『鳥の神』と呼ばれるものをその身に宿してはいるが、己おのれの意志はない。彼は『世界の王』の命に従い、世界にはびこる人間たちの言動を真似まねて動いているだけの人形なのである。

　ソラが『世界の王』に与あたえられた役目は、再生した世界を旅して人々の様子を見つめ、そのありさまを王に告げること。ところが『世界の王』は、ひょんなことからソラから目を離はなしてしまった。もはやソラは『世界の王』と交信する術すべを持たない。報告ができない。

「──どこかで、致ち命めい的てきな間ま違ちがいがあったのやもしれません。既き定ていの運命を切り裂さき、歪ゆがめてしまう流れがあったのかもしれない。……ならば、その致命的な間違いは、わたしの記き憶おくに刻まれているはず。わたしは何ひとつ、忘れることがないのですから」

　ソラはまるきり歌うような声で囁ささやき、過去の記憶を探さぐろうと目を伏ふせた。

　すると、突とつ然ぜんと不作法な声がかかる。

「おい、そこのばか」

「……ばか、というのはそもそも特定のひとりを指す言葉ではありませんよ」

　反射的に答えてしまい、ソラはのろのろと瞬まばたいた。

　気づけば、目の前にひとりの男が立っている。

　黒くろ髪かみに象ぞう牙げ色の肌はだ、深しん紅くの上着を羽織り、鋭するどすぎる灰色の瞳ひとみでじっとソラを見つめている。

　ソラはかすかに囁く。

「カナギ」

　名を呼ぶと、カナギは少し自じ嘲ちよう的に薄うすら笑った。

　風が吹く。古びた色合いの紅あかい上着が翻ひるがえる。

　そうだ、カナギはこの灰色の世界の中でも、なぜか色を持っていた。

　ソラは少しだけ首をかしげ、十歩ほどの距きよ離りを置いてたたずむカナギに声をかける。

「君、わたしの記憶の中のカナギですね？　一体どうしてそんな姿で出て来たんです。ここはわたしの見る夢の世界。もしくは、わたしの本当の視界。わたしには君たちとはまったく違う世界が見える。わたしの見る世界は殺さつ伐ばつかつ単純、暗示的で迂う遠えん、そして真実だけでできている。わたしはこの視界を語ることで、世界の真実を君たちに見せていました。──カナギ、君はこの視界では、銀色の光としか認にん識しきされないはずだ。なのにどうして……」

「黙だまれ、ばか。お前はいつまでもそんなことばっかり言ってるからばかなんだ」

　いつか聞いたような台詞せりふを言い、カナギは笑った。

　そしてカナギは手をさし伸のべる。ソラへと向けて、まっすぐに。

　来い、というのだ。

「カナギ、君はおかしい」

　ソラは途と方ほうに暮れてつぶやき、のろのろと前へ出る。抵てい抗こうはできなかった。なぜならカナギは、揺ゆらぎなく望んでいる。ソラが自分の手を取ることを望んでいる。

　ソラがカナギの手を取って、引きずられて、ひとらしくなっていくことを望んでいる。

　望まれれば叶かなえねばならない。それはソラの世界の法だ。

「けれど……カナギ。わたしはひとではありません。ひとでないものは、永遠にひとにはなれない。いくら望まれようとも、それだけは無理なのです」

　カナギに歩み寄りながら、ソラはさとす調子で言う。

　カナギはいつも通り、頑がん固こに突つっ立っていた。

　ソラは判断する。この状じよう況きようはおかしい。やはりおかしいのはカナギだ。ソラと世界の運命を歪めているのはカナギだ。しかし──

　だからといって、どうして逆らえるだろう？

　カナギはまだ望んでいる。

　カナギの手はソラに向かって伸べられている。

　心がないはずのソラは、人外の美び貌ぼうを困こん惑わくに染めて己の腕うでを持ち上げる。

　そうしてソラの指がカナギの手に触ふれようとした瞬しゆん間かん、銀色の閃せん光こうが辺りを染めた。


◆



「二度とわたしの目の前に姿を現すな、隠いん遁とんせよ！　大陸を出ろ！　供には爺じいのみを連れて行け！　出発は真冬だ、冬が貴様を裁く、それまで土つち牢ろうにこもって祈いのるのだ！」

　神経質な皇こう帝ていの叫さけびが、高い天てん井じように木こ霊だまする。

　ソラが短い夢から目覚めた場所は、神聖帝国ルースの帝都第六層、皇宮の一室である。

　謁えつ見けんの間とされたこの部屋は、これでもかというほどに重じゆう厚こう、かつ華か美びに飾かざられていた。

　磨みがかれた黒い石の床ゆかには幾いく重えにも毛皮が敷しかれ、高い天井には『鳥の神』と『世界の王』が初代の神聖皇帝に『法の書』を与えた場面が描えがかれている。

　息苦しいほどに豪ごう華かな部屋で、皇帝は背もたれが天井近くまである玉座にいた。

「──陛下」

　玉座の傍かたわらにいた軍服の男が、ソラの目覚めを知って皇帝に囁きかける。

　青年皇帝シギスムンドは慌あわてて身をよじり、振ふり返ってソラを眺ながめた。

　ソラがいるのは皇帝の背後。皇帝以外には見えない飾り布の裏で、片足を鎖くさりで重い金属製の椅い子すへと縛いましめられたまま座しているのだ。

「おお、目覚めたか、我が鳥よ！　聞いてくれ、今日はわたしが直接謁えつ見けんを許してやっているというのに、まったくの阿あ呆ほうばかりがやってくる！　しかしわたしは常に正しい判断で彼らに相対することができているぞ。それもこれも、あなたがいるからだ。わたしはみるみるより高位の神性を身につけている。どうかそこで見ていてくれ、次は大事な使者と会う！」

　せっせと熱弁をふるう神聖皇帝の後ろでは、泣き崩くずれた貴族を軍人たちが引きずり出すところだ。
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（また、誠実な意見を言いに来た家臣を遠ざけたところですか）

　ソラは虚うつろに微笑ほほえみ、考えるともなく考える。

　この大陸で最大の帝国の主、神聖皇帝シギスムンドは、側近の甘かん言げんと己の心の闇やみに負けて暴君と化しつつある。

　青年皇帝は救世の神である『鳥の神』と『世界の王』を倒たおして自身が神となる、という妄もう想そうにとりつかれ、神の都へ至る道である『不死者』、すなわちソラを手に入れた。

　そしてソラが不死者であるだけではなく、鳥の神を不死者の体に封ふうじこめた存在だと知ると、自分が新たな世界の王になったつもりで好き勝手を始めたのだ。

　皇帝は謁見の間に向き直ると、しごく鷹おう揚ように合図をした。

「ヴィヴァンティア公国の支配者にしてダンドリュー卿きようの息子むすこ、西方の使者、フォルジュ様！」

　親衛隊の呼び声を受け、いかにも貴族といった口ひげの男が玉座の前へ歩み出た。

　ヴィヴァンティア公、クロード・フォルジュ。

　帝国とは長い敵対関係にあった西方の使者を迎むかえるのは、神経質そうな若き皇帝と、謁見の間の左右にずらりと並ぶ黒い軍服の男女だ。

　ここのところ、皇宮からは色いろ鮮あざやかな色しき彩さいをまとった侍じ従じゆうたちが姿を消した。代わりに台頭したのが、この黒と銀の軍服を着た男女、すなわち『帝国親衛隊』の隊員たちだ。

　かつての身分、役職に拘かかわらず、皇帝や皇帝の側近自らが選んで任命した親衛隊の隊員たちは、残らず軍服の胸に牙きばを剝むく銀ぎん狼ろうの紋もん章しようを下げている。

　どこか殺伐とした出いで立ちの男女に囲まれ、ヴィヴァンティア公は宮きゆう廷てい風に頭を下げた。

「──神より黄金に輝かがやける法の書をたまわりました神聖なる帝国、『白い光の国』、ルースの皇帝陛下におきましては、ご機き嫌げんうるわしゅう」

　公の礼れい儀ぎ作法は完かん璧ぺきだ。しかし皇帝は、壮そう年ねんの公の地味な黒衣を見やって陰いん気きに答えた。

「機嫌はさしてうるわしゅうないが、それはお前もだろう。辛しん気きくさい格好だな？」

「は……まだ喪もに服しておりますゆえ」

　揶や揄ゆされた公がわずかに顔をこわばらせると、皇帝はつまらなさそうに鼻を鳴らす。

「ふむ。例のヴィーリ・ルッサでのことを根に持っているのか」

　ヴィーリ・ルッサは西方有数の大都市であり、皇帝自らが先の遠えん征せいで滅ほろぼした場所でもある。面めん倒どうくさそうな皇帝の言いように、ヴィヴァンティア公は一いつ瞬しゆん顔に怒いかりを浮うかべかける。

　しかし公は歯を食いしばって激情に耐たえ、その後一気にまくしたてた。

「陛下。西方諸国は哀かなしみに沈しずんでおります。それは戦いに敗れたからではない。法の書の解かい釈しやくの違ちがいから始まった争いは、我らに長い対立のときをもたらしました。しかし、争いつつも我々は互たがいへの敬意を忘れなかったはず。それは互いにやぶらぬ盟約があったからです！」

　一度だけ言葉を切り、公は皇帝をにらむ。続く声は皇帝を呪のろうがごとく地を這はった。

「……なぜ、ひととの戦いくさに『ヴァーヴィムの火』を使われました」

　魔ま法ほうは本来、ひとを守るため、ひとの天敵たる魔物に対たい抗こうするため使われるはずの力だ。

　ゆえに人々は、ひと同士の戦に使う魔法を厳しく制限してきた過去がある。

（しかし皇帝は盟約をやぶった。魔法技術で作った兵器──ヴァーヴィムの火でもって）

　ソラはゆるりと目を細め、皇帝の座る玉座の背面を眺める。

　皇帝がヴィーリ・ルッサ攻こう略りやくの際に使った『ヴァーヴィムの火』は、生体だけを焼き尽つくす特とく殊しゆな兵器だ。なるほど強力ではあったが、ひと同士の戦に特化した魔法技術の開発は魔法教会の根本精神と対立する。このような戦を続ける限り、皇帝は孤こ立りつするだろう。

　ひとも魔ま導どう師しも、遠からず皇こう帝ていを見限るだろう。

　ヴィヴァンティア公はなおも悲ひ壮そうな叫さけびをあげる。

「ヴィーリ・ルッサの土は死にました。このような戦を続ければ、ひとなどただちに滅びてしまいましょう！　わたしは西方だけでなく、全世界の代表として参ったのです、陛下！」

「このばか者めが！」

　唐とう突とつに、皇帝が沈ちん黙もくをやぶって立ち上がった。怒りで青ざめ、震ふるえながら公を罵ば倒とうする。

「──誰が！　誰が好きこのんで同どう胞ほうであるひとを殺す？　この愚おろか者！　わたしは泣く泣くヴィーリ・ルッサを焼いたのだ。なぜならあの地には、罪があった！」

「罪ですと？　それはいかような罪でしょう、幾いく代よもかけて築いた街を死の荒野に変えられねばならぬ、どんな罪がヴィーリ・ルッサとセリヴァン公にあったとおっしゃるので!?」

「いかような罪かは、知らん」

　あっさりと言われ、公はぽかんと口を半開きにした。何を言われたのかわからなかった。

　一方皇帝はさも当然であるように、片かた眉まゆをあげて公を見下ろす。

「知るわけがないであろう、そのような下々のこと。わたしは神、もしくは神以上の存在である。『神の気まぐれはひとの必然』という言葉を知らんのか。わたしの気まぐれは神の意志であるがゆえ、わたしが滅ぼす場所には滅ぼされるべき罪があるのだ。明解な話だな？」

　自信満々の皇帝の言葉に、ヴィヴァンティア公はなおもしばらく茫ぼう然ぜんとしていた。

　やがて公の顔には絶望の色が宿る。

　──皇帝は、気が触ふれた。

　そうとしか思えなかった。

　皇帝は大まじめだし、周囲に忠言をなす者はいない。これはもう、何を言っても無む駄だだ。

　皇帝は青ざめるヴィヴァンティア公を眺ながめていたが、やがて機嫌を直したらしい。にっこりと笑って玉座から降りてくると、公に歩み寄ってきさくに相手の肩かたを叩たたいてみせた。

「しかし、だ。実はわたしも、ヴィーリ・ルッサのことは心苦しく思っているのだ。確かにあの地では多くの者が死にすぎた。あの地には墓を建てよう。三五〇年代の詩人によれば、『永遠に消えぬのは激情の残り香が、すなわち苦にがみ』であるという。あの地を我らの忘れ難がたい苦みとし、すべてを過去にしようではないか。この一件で長年の禍か根こんは消えた。心を新たに、わたしの東方遠征に力を貸してくれるな？」

「東方ですと？　それは、わたしの……一存では」

　急に切り出された重大な提案に、ヴィヴァンティア公は本能的に逃にげをうとうとする。

　すると、出し抜ぬけに皇帝の目は狂きよう気きの光を帯びた。

「聞き違ちがったのだろうか。お前は西方の全権大使ではないのか？」

　脅おどすような低い声こわ音ねと、目の前で震える瞳ひとみに圧おされ、公はぎこちなくうなずく。

「は……、はい、我々西方諸国は、陛下のお力になることを、喜びとするでしょう」

「よく言った。ではとっとと帰れ、友よ。『遅おそく来て、早く帰るのがよい客』なのだ！」

　またもほがらかな笑え顔がおに戻もどり、皇帝はくるりと身を翻ひるがえした。

　会見はこれでおしまい、公は軍人に付き添そわれて部屋を出る。

　皇帝は玉座の後ろへまっすぐ歩み、ソラの傍かたわらへと膝ひざをついた。

「どうだ、我が鳥よ？　わたしは立派か？　わたしは神聖なる威い厳げんに満ちていたか？」

　引きつった笑いを浮かべ、皇帝はソラの膝にすがった。妙みように幼児じみた態度である。くるくると変わる表情、ひどい興奮。すべては極度の精神的な圧あつ迫ぱくと、孤こ独どくが生んだ不安定だ。

　ソラは穏おだやかに微笑ほほえんで言った。

「あなたの神性はもはや抑おさえようもなく、全身から放たれています。そのことは西方のご使者が充じゆう分ぶんに感じていたはず。わたしが何を言おうと言うまいと、あなたはすでに絶対です」

「それはそうだ。しかしわたしはお前の口から聞きたいのだ。わたしがいかに神こう々ごうしかったかを。どうだ？　その……お前から見れば、少しは悪いところもあったであろう？」

　いびつな笑えみを浮かべながらも、皇帝の目は不安に震える。助けてくれとでもいうように、ソラを見つめる。ソラは皇帝をひととき安心させるため、虚うつろに薄うすら笑った。

「ならば陛下、より完かん璧ぺきな存在となるために、先ほどのヴィヴァンティア公に何か持たせておやりなさい。彼は、あなたの怒りを受けるだけの価値のある男だったのだから」

「おお、そうだ！　確かに、確かに。彼はいい男なのだ、わたしがかんしゃくを起こしたように思われては困る。彼に帝てい国こくの爵しやく位いを与あたえよう！　おい、空あいている爵位はないか？」

「は……しかし、その、適当な爵位はすべて、親衛隊の者へわけあたえてしまいましたが」

　わずかにおびえを含ふくんだ親衛隊隊員の言葉に、皇帝は大きくうなずいた。

「では下級貴族を捕とらえて、財産と爵位を没ぼつ収しゆうする権利を彼に与えよう。これぞ神なる者のおおらかさだ」

　うっとりと言う皇帝は、限りない自信を取り戻したように見える。

　ソラは目を細めてつけたした。

「──神のおおらかさを示されるのであればお早めに。公は光魔ま法ほう教会に、陛下との取りなしを求めに行くやもしれません」

「光魔法教会だと？　あそこにはわたしの親衛隊がいる。魔導師どもの好きにはさせぬ」

　言って、皇帝は残ざん酷こくに瞳を光らせる。

　つまらない形だ、ソラは思った。

　ソラの目に映る皇帝は、ねじれた薄うすっぺらい紙し片へんそのものだ。輝かがやきもなければ個性もない。

（それでも、東方へたどり着くまでは玉座にいてもらわねば）

　東方には、ソラの求めるものがある。そこにたどり着くには皇帝の力が必要だった。

　どんなものを利用してでも、ソラは早く『世界の王』との接続を回復し、その命を聞かねばならない。そしてカナギが望むよう、生き残らなければならない。

　ただそのために、ソラはぼんやりと笑い続ける。
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　皇帝が気まぐれな謁えつ見けんを行っている宮きゆう殿でんから、帝てい都と中央の塔とうを挟はさんだ差し向かい。ふたつの塔を持つ白はく亜あの巨きよ大だい建築、光魔法教会本部内にも、不ふ穏おんな空気はよどんでいた。

（例の親衛隊とやら、まったくのばかの集まりですよ。光魔法教会の本部中どこにでもはびこり、『他ほかの魔導師と会うときは自分たちに知らせろ』などとぬかす！　高位の魔導師が、集会をするのにひとところに集まる必要などない。そんなことすら知らずに魔法教会を監かん視ししているつもりなのだから、いいかげんうんざりです）

　いらいらと考えながら、光魔導師の幹部、ヤウザは長い回かい廊ろうを歩いていた。

　ここを歩いていると視界の端はしが妙にぴりぴりする。回廊の所々がぼやけてさえ見える。

　この回廊は魔法力で造られた現実には存在しない場所、仮想の回廊なのである。

　意識だけになったヤウザは仮想の回廊を渡わたり、これも実在しない重い金属製の扉とびらを開けた。

「遅かったではないか、ヤウザ・カレカ」

　扉の向こうは装そう飾しよくのまったくない真四角な部屋で、もうすでに光魔法教会の幹部魔導師六人が輪を描えがいてたたずんでいる。彼らは誰もが光魔法教会の一角で瞑めい想そうし、意識だけをこの仮想の会議室へと飛ばしているという状態だ。

「申し訳ない。魔物の毒どく治ち療りように関する実験から手を離はなし難かったもので」

　言い訳をするヤウザに、他の魔導師はあまり注意を払はらわなかった。

　一番の老人であるラインゾルトが適当にうなずき、すぐに議論の続きを始めてしまう。

「──では、幹部全員がそろった時点で、もう一度最初から仕切り直そう。皇こう帝てい陛下は、我ら光魔法教会の力を削そごうとしておられる。戦勝式典の暴挙以来、何をどう言っても教会から兵を退ひこうとせん。すべての会議や決定に親衛隊とやらが口を出す。これは事実上の占せん領りようだ」

　ラインゾルトの発言に、魔導師たちは苦い表情でうなずき、口を開く。

「世間でも、光魔法教会はこそ泥どろすら防げない、との噂うわさがたっております。皇帝の手の者が噂を広めているのでしょう」

「ばからしい。国をあげての襲しゆう撃げきが『こそ泥』か？」

「いかにばからしかろうと、皇帝陛下は本気だ。帝国から魔法教会の力を取り除こうとしておられる。その筋の話では、戦勝式典でのふがいなさゆえ、次の神聖会議で我々の一部は罷ひ免めんされるという。あげく、皇帝陛下御自らが新しい光魔法教会の幹部を指名するとか」

　ラインゾルトの錆さびた声に、魔導師たちの顔色は厳しさを増した。

　ヤウザもまた、衝しよう撃げきを受けて立ちつくす。新しい幹部が来る？　ならば今まで自分が築いた地位は、苦労して定めた魔導師の軍務についての仕組みや、医い療りようの研究はどうなる？

　表面的にはまったく動どう揺ようを見せぬまま、ヤウザはラインゾルトに問う。

「新たに幹部として指名される者の名は、わかっているのですか」

「数名はな。誰もが皇帝の側近一族の者だ。魔法力は一いつ切さい持たぬ」

　いくつかのため息が室内に零こぼれた。魔法を使えない人間を光魔法教会の幹部にするなど、魔導師の中では革新派の光魔導師ですらも考えたことがない。

　壮そう年ねんの魔導師が吐はき捨てるように言った。

「皇帝陛下は我らの力を削ぎ、さらなるひと相手の戦いくさを計画されている。あげく不死者を我らから奪うばったのは、『神の都』に進軍するためとの話すらある。正気ではない」

　重い沈ちん黙もくが辺りを支配し、魔導師たちの視線が互たがいの間をさまよう。

　皆みなの思考が暗い方向へと傾かたむき、ついに誰かがつぶやいた。

「──廃はいするか」

　皇帝を殺す。

　邪じや魔まならば消してしまえという話だ。

　一いつ瞬しゆん甘かん美びに響ひびく言葉であったが、すぐに正気に戻もどった魔導師が反論する。

「ばかを言え。シギスムンド帝ていが即そく位いされたとき、皇位継けい承しようを争った方々は皆退けられた。今皇位を継ついでおかしくない血筋といえば、早い段階で皇位継承権を放ほう棄きして田舎いなかに引っこんだトロイヴァス公一族くらいのものだが……公には、すでに謀む反ほん計画の疑いがかかっている」

　皇帝を廃しても、後の展望がない、ということだ。

　議論が行ゆき詰づまったのを感じ取り、中空を眺ながめていたラインゾルトが深いため息を吐いた。

「……諸君。初心に戻ろうではないか。我々魔導師は、この世界と『ひと』という種を守ることを使命とする。教会を造ったのも、帝てい国こくを造ったのも、ただそのためではなかったか」

　不意に根源的な話をされ、魔導師たちはラインゾルトに注目した。

　老人はどこか遠いところに視線をすえて、覚かく悟ごを決めるようにゆっくりと話す。

「忘れてはならん。いかなる犠ぎ牲せいがあっても、よいのだ。誰が死んでも、国が滅ほろびてもよい。最後の最後、滅びのときを迎むかえたこの地の果てに夜明けが訪おとずれ、魔物ではなくひとの男女のひと組が生き残れば──それこそが、それだけが、我らの勝利なのだ」

　誰もが何かを言おうとし、言葉にできずに黙だまりこくった。

　豪ごう奢しやな巨きよ大だい建築に住み、強大な権力を手にしつつも、魔導師たちの思いは昔から変わらない。知ってしまった残ざん酷こくな真実を吞のみこみ、それでもひとの世を望み、ひとを助ける。それが魔導師である。魔物のはびこる荒あれ野に立った先祖のことを思い、魔導師たちは沈黙する。

　幹部連中を見み渡わたし、ラインゾルトは静かに言った。

「……シギスムンド帝は、今までの内政はよくやってこられた。民衆の評判もまだ悪くなってはおらぬ。陛下を廃して争乱の時代を招き、国力を落とすようなことがあっては来きたるべき滅びの日に耐たえきれぬやもしれん。ここはひとつ、陛下のもとでおとなしく時機を見ようではないか。権力を削けずられようと、今は堪たえ忍しのび、我らは『七しち賢けん人じん』を──ひいては世界を守るためにこそ動こう。多少の犠牲はいたしかたない。皇帝陛下はデクストラ様にご執しゆう心しんだ。ならば、おふたりに一いつ緒しよになっていただくのもよい」

「……一緒になる、というのは、婚こん姻いんということですか」

　聞き逃のがせないひと言に、ヤウザは思わず口を開いた。

　確かに皇帝は先の戦勝記念式典の際、異母妹であるデクストラに求きゆう婚こんした。

　しかしデクストラ本人は、その衝撃で半ば錯さく乱らん状態にある。

　そんな事情を知らないわけもないのに、ラインゾルトはうなずく。

「そうなるな」

　老人の落ち着きが妙みようにいらだたしく、ヤウザは少しだけ早口になって告げた。

「デクストラ様は耐えられません。あの方は孤こ独どくなお育ちゆえに、他人と接せつ触しよくできないのです。無理に触ふれれば、衝撃のあまり貧血と過呼吸を起こします。下手へたをすれば命が危あやうい」

「誰もがいずれ死ぬ。デクストラ様はそもそもお心の弱さゆえ、光魔ま法ほう教会の帝国政府への影えい響きよう力を削そいでおられた。それに……今の我らにはスィニストラ様がおられるではないか」

（まさか）

　ヤウザは我が耳を疑う。ラインゾルトは、デクストラに生いけ贄にえになれと言うのだろうか？

　不思議に動揺する心をヤウザがもてあましているうちに、辺りに少女の笑い声が届いた。

　魔ま導どう師したちがぎょっとして周囲を見渡すと、どこからともなくデクストラの声が囁ささやく。

『ふふ。面おも白しろい話をしているではないか、ラインゾルトよ』

「デクストラ様？　ここを『のぞいて』いらっしゃるのですか？」

『そうじゃ。我に隠かくれて内ない緒しよ話ばなしなど、できると思うなよ、この爺じじいども！』

　デクストラの声が急に不安定な叫さけびに変わったかと思うと、魔導師たちの造った仮想の会議室はにぎやかな音を立てて砕くだけ散った。
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「あ、は……はははは、愚おろか者、死に損ぞこない！　殺してやる、爺ども！」

　虚うつろな叫びに、何度も荒あらい呼吸が交じる。

　薄うす暗ぐらい寝しん室しつで巨大な寝台の上へ座りこんだデクストラは、まさしく死人の顔色で髪かみを振ふり乱していた。神経質に震ふるえながら目を見開き、デクストラはさらに魔法を使おうとして首から下げた護ご符ふの魔法石をかき抱いだく。

　傍かたわらのミリアンは姉のいたましい姿に耐えきれず、必死にデクストラを抱だきしめた。

「デクストラ……デクストラ！　やめて！　もう、みんな帰ったよ」

　ミリアンの体温を感じ取ると、デクストラはゆっくりと瞬まばたいた。

　眼帯で覆おおわれていない右目をミリアンに向け、少女は囁くように問う。

「ミリアン……本当？　本当にみんな、もう帰った？　我を殺そうとしている爺どもは死んだのか？　それで──どうしてミリアンはここにいるのじゃ？」

『右目』のデクストラと、『左目』のスィニストラが入り交じったような口調だ。どちらにせよ、あまりに心細く、不安定に揺ゆれる声だ。

　もう幾いく晩ばんもデクストラに付き添そっているミリアンは、零こぼれそうになる涙なみだを抑おさえて答える。

「私がここにいるのは、あなたが、泣くから」

「ミリアン」

　デクストラの瞳ひとみが震え、ふっと細い体から力が抜ぬける。

　ミリアンはデクストラが体を預けてくるのを感じ、すかさずぎゅっと抱き直した。

　本当に、なんてもろい体と心なのだろう。傍そばにいるだけで切なくて、やるせなくて、ミリアンはどうしたらいいのかわからなくなりそうだった。

　ミリアンの双ふた子ごの姉であるデクストラは、戦勝記念式典の日に皇こう帝ていに口づけられてから、ほとんど錯乱状態にある。ミリアンが傍にいれば比ひ較かく的てきまともだが、そうでなくてはろくに眠ねむることも食べることもできず、でたらめな魔法を使っては弱っていくばかりだ。

　ミリアンの肩かたにそっと頭を預けて、デクストラはもうろうと言う。

「魔導師ども、我を皇帝に差し出す気じゃ。そうとも、奴やつらはそういう輩やから。我は所しよ詮せん、遊ゆう戯ぎ盤ばん上じようの駒こま。でも、どうしよう──そんなことになったら、我はきっと死んでしまう」

　虚ろに発音された『死』という言葉が、ミリアンの胸に突つき刺ささる。

　ミリアンは胸に生まれた鋭するどい痛みを見せぬよう、なるべく優やさしい声を出す。

「デクストラ、大だい丈じよう夫ぶだよ。そんなことにはならないよ」

「……おぬしは知らぬのじゃ。あのとき我に触れた異母兄あに上うえの激情を。奴は我をことこと煮にて食ってしまうつもりじゃ。あれは、そういう欲望であった」

　デクストラの声は、いつもの自信を失ってか細い。

　問題の戦勝記念式典の日、ミリアンは光魔法教会本部の奥深くにいた。おかげで皇帝たちから身を隠すことはできたが、姉を助けられなかった後こう悔かいは残る。

（私……また、何もできてない）

　ミリアンは細い姉の体を抱いたまま、苦い心の痛みに身を任せる。

　すると、ずるりと体内の力が動く感覚があった。デクストラに触れた部分から、互たがいの力が混ざり合っていく。あまりに同種の力を持つミリアンとデクストラの間で、生命力が移動する。高いところから、低いところへ──すなわち、ミリアンのほうから、デクストラのほうへ。

（あ──何……？　引きずられて、る）

　背筋を寒気が這はいのぼり、ミリアンは声もなくあえいだ。

　寒い。体内の力がデクストラのほうへ流れこみ、ミリアンの体はひどく軽く、頼たよりなくふわふわしてしまう。

（怖こわい──カナギ）

　ミリアンは反射的にカナギの名を呼んだ。

　本当になんの意味があるわけでもなく、ただ身の危険を感じた瞬しゆん間かんに、カナギの名が浮うかんできたのだ。カナギ──あのまっすぐな瞳、無条件にさしのべられる腕うで。

　抱きしめてほしい。

　それだけできっと楽になる。触れてほしい。何かを言ってほしい、名前を、呼んで──

「ミリアン。おぬし、今カナギのことを考えておったな」

　突とつ然ぜんと冷れい徹てつな声を出され、ミリアンははっと目を見開いた。至近距きよ離りでデクストラの瞳が光っている。興奮に濡ぬれた瞳でデクストラはミリアンを見つめ、歪ゆがんだ笑えみを浮かべる。

「おぬしはあやつが好きなのだな？　我などよりも、よほど？」

「デクストラ……！　違ちがう、私、カナギのことは好き。だけど、デクストラのことも好きで、それは全然違う『好き』、で」

　懸けん命めいに主張しながら、ミリアンは胸の奥でぴりぴりと痛む罪悪感に気づいていた。

　デクストラは赤あか紫むらさき色いろの右目を細めて囁く。

「それはそう、違うであろうな。ふふふ、ミリアン……おぬしは不ふ憫びんじゃ。カナギとてただの男、どうせ我らの異母兄上と同じ。そなたを煮て食おうとしているだけの輩じゃぞ」

　デクストラはいきなりミリアンに抱きついていた腕をほどき、ミリアンの体を押しのけた。

「おぬしも、我の味方ではない。出ておいき」

「ま……待って、デクストラ、待って……！」

　弁明をしようと言葉を探すうち、ミリアンの全身をとてつもない圧力が襲おそった。

「……！」

　息が詰つまって、一瞬ミリアンの目の前が赤くなる。

　次に重い扉とびらが開く音が連続したかと思うと、ミリアンは勢いよく石の床ゆかへと投げ出された。

「痛……っ……！」

　壁かべに背をぶつけてどうにか止まり、ミリアンは小さくうめく。

　ミリアンは、ほんの数秒にも満たない時間で長い廊ろう下かを吹ふき飛ばされ、デクストラの私室へ通じる控ひかえ室へと放り出されたのだった。

（あ……駄だ目め、早く戻もどらなきゃ……デクストラ、私がいないと、駄目になる！）

　魔ま法ほうを食くらった衝しよう撃げきが去るに連れ、ミリアンの腕には姉の細い体の感かん触しよくがよみがえる。

　今のデクストラは本当に大変な状態にある。手を離はなしては駄目だ。

　守らなければ！

　ミリアンは飛び起きようとした。しかし膝ひざがあえなく崩くずれる。消しよう耗もうしきっているのだ。

　再び倒たおれかけたとき、ミリアンは不意に後ろから抱だきとめられた。

「あ……」

　体中が覚えのある匂においに包まれ、ミリアンは誰に抱かれたのかわかってしまった。

　途と端たんに体の芯しんが震ふるえる。じんわり体が熱くなる。むずがゆくて、いたたまれない。

　ミリアンは反射的に逃のがれようと身じろいだが、彼女を抱いた腕は離れない。

　むしろしっかりと少女の体を胸に抱かかえ、青年はミリアンに囁ささやいた。

「待て、今は」

　かすれを含ふくむ声、煙けむたい薬草と古い血、そうして不安なまでに華はなやかな花の香かおり。

　ミリアンを抱いたのはカナギだ。さっき、ミリアンが考えていたひとがここにいる。

　強い力でミリアンを束そく縛ばくしている。

　不快なはずの束縛が奇き妙みように心ここ地ちよくて、ますます膝が崩れそうだ。胸が痛い。

　ミリアンは何度か震えて呼吸をし、身をよじってカナギの顔を見上げようとする。

「カナギ──ずっと、ここにいた、の？　ご飯は？　眠ねむれた？　体、は──」

　まだ、大丈夫なの。

　最後まで問うことができず、ミリアンは泣きそうに言葉を吞のむ。

　見上げたカナギの顔は優しかった。ひどく青ざめてはいたけれど、なんだかとても綺き麗れいだ。その綺麗さが、ミリアンにはとても怖い。

　カナギは元々魔ま物ものの毒に冒おかされ、長く瀕ひん死しの体であった男だ。

　彼はいずれ近いうちに死ぬひとなのだと、ミリアンはよく知っていた。わかっていた。

　なのにミリアンの中でカナギの存在はいつしかひどく大きくなっていて、もう取り返しがつかない。

　先日の戦勝記念式典から瀕死になって帰ってきて以来、カナギの様子は少し変わった。

　一日の多くを眠って過ごし、起きている間はなるべくミリアンの傍そばにいてくれる。カナギの傍にいるのはミリアンもとても好きだし、それ自体は嬉うれしいことだ。

　だが、嬉しい以上に怖いのだ。少しでも目を離したらいなくなってしまいそうで、いつも心のどこかでカナギのことを考えている。

　こればかりはいくらデクストラに叱しかられようと、どうしようもないことだった。

　不安そうに袖そでをつかんでくるミリアンを抱いたまま、カナギは静かに苦く笑しようする。

「お前、こんなときまで俺の心配か？　自分がどんな顔色してるか知ってるか。真っ青だぞ」

「それ、は──デクストラに、力をわけてあげてた、から。デクストラ、何も食べられないし──私が、傍にいてあげないと」

　言ってはみたが、ミリアンもここ数日はデクストラにつきっきりで、ろくに飲み食いもしていない。大気の力と繫つながっていれば生存は可能とはいえ、疲ひ労ろうはひどかった。

　言葉を切って息を整えるミリアンを、今度はバラ色の髪かみの少年がのぞきこむ。

「……ミリアン、それで、デクストラ様は──大だい丈じよう夫ぶ、なんだよな？　少しは落ち着いた？」

「リュリュ」

　少年の名を呼び、ミリアンは少しだけ迷った。

　リュリュは穏おだやかな声を出してはいるが、瞳ひとみは怖こわいほどに真しん剣けんだ。彼はデクストラのことが本当に心配なのだ。デクストラ付き魔ま導どう師しのリュリュは、幼い頃ころからデクストラを一いち途ずに愛している。そんな彼でも、今のデクストラにはこれ以上近づけない。

　この控え室も本来はデクストラの護衛が控えているべき場所なのに、式典後のデクストラは親しく喋しやべったことのない者すべてをこの部屋から閉め出してしまった。今この控え室にいるのは、デクストラが『比ひ較かく的てき』信用しているミリアンとそのおまけのカナギ、お付き魔導師のリュリュと幹部の女魔導師がひとりだけ。

　ミリアンはためらったが、背後にカナギがいる安心感もあって、正直に告げた。

「デクストラは、段々弱っていってる、と思う。私も、急に『カナギのことを考えていただろう』って言われて、拒きよ否ひされて──」

「──ッ……！　カナギ！　すべてはてめぇのせいか！」

「それは違ちがう。デクストラが錯さく乱らんしてるだけだ」

　きっぱりとカナギに言われ、毛を逆立てていたリュリュは気勢を削そがれたらしい。

　光魔導師の制服を着た肩かたをがくりと落とし、恨うらみがましい瞳でカナギとミリアンをにらむ。

「カナギ……あんた、いよいよ死にかけてるからって開き直ってねぇ？　大体、いつまでミリアンとくっついてるつもり？　目の前でいちゃつかれると、正直目め障ざわりなんだけど!?」

　リュリュにどす黒い声を出され、カナギとミリアンは顔を見合わせた。

　なるほど、カナギはさっきからミリアンを抱きしめたままだ。ミリアンは決まり悪くリュリュとカナギを見比べる。カナギは少し考えこんでから、ミリアンに訊きいた。

「嫌いやか」

「…………あの、カナギは、こうしてると、体、楽？」

　懸けん命めいに訊き返されて、カナギはまた少し考える。

　デクストラはミリアンから世界の力をわけてもらうことができるというが、どうもカナギとミリアンにも同様の繫がりがあるらしい。ミリアンに触ふれていると、限界に近いカナギの体も少しは言うことをきいてくれる。

　しかしそれ以上に、カナギはミリアンの温度や鼓こ動どうに触れていたかった。

　過ぎ去ってしまうであろうぬくもりを、もう少しだけ抱きしめていたかった。

　半分だますようなことをしている。自覚しながら、カナギは小さくうなずく。

「大分、楽だ」

「じゃあ、嫌じゃない……そう、してて」
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　ミリアンは何かを堪こらえるようにぎゅっと目をつむり、うなずいた。

　あとは体を硬かたくしたまま、カナギの腕うでの中でじっとしている。

　あまりにがちがちに緊きん張ちようされてしまい、カナギは思わず苦笑した。

　ミリアンはまだ……というのか、もう、というのか、大好きなカナギに抱きしめられることを怖がっているらしい。

　カナギとしても、大切に思う相手に無理をさせたくはなかった。

　カナギは腕をほどいてミリアンの薄うす黄色い髪をくしゃくしゃとなでてやり、肩を抱だくようにして金糸織りを張った長なが椅い子すの端はしへ座らせた。

　そうして軽く手を握にぎってやると、途と端たんにミリアンの緊張がほどけるのがわかる。

　ミリアンは軽く息を吐はき、きゅっとカナギの手を握り返した。わずかにカナギへ身を寄せて、ミリアンは改めて室内を見み渡わたした。扉とびらの際きわに無表情でたたずむ女魔導師に視線をとめると、ミリアンはカナギを見上げる。

　ミリアンが何かを訴うつたえているのを察し、カナギは女魔導師を振ふり返った。

「──毛布はありませんか。あとは何か甘いものを。こいつ、ひどく消しよう耗もうしてます」

「用意させましょう」

　もとよりデクストラに近づくことができず、手持ちぶさただったであろう女魔導師はあっさりとうなずいた。

　女魔導師が姿を消し、控ひかえ室にいるのがカナギとミリアン、そしてリュリュの三人だけになったところで、ミリアンは声を潜ひそめて囁ささやく。

「あのね、カナギ。あと……リュリュも。さっき、私とデクストラで光魔ま法ほう教会の幹部の会議、のぞいたの。ここの魔導師たち、デクストラを皇こう帝ていのところへやろうとしてる」

　ミリアンの言葉に、カナギは厳しく眉まゆを寄せ、リュリュは目を瞠みはって叫さけんだ。

「はあ!?　何、それ！　デクストラ様が皇帝のところに行くって、つまり、その、け、けっ……！　うわああ、口に出すのもおぞましい！　死ね、滅ほろびろ！　わああああ！」

「結けつ婚こん、だろ。病人の前で騒さわぐな、リュリュ。だけど、魔導師どもがあの無む茶ちやな結婚話を吞のむっていうのは意外だな。いかにも教会権力が奪うばわれそうな話だぞ」

　瞬しゆん時じに錯乱するリュリュを言葉で一刀両断し、カナギはつぶやく。

　ミリアンはカナギの冷静さに安あん堵どした様子で、小さくうなずいた。

「魔導師たちは、権力より、『七しち賢けん人じん』とか、『世界』とか……そっちのほうが大事みたい。でも、デクストラはすごくおびえてて──きっと結婚になんて耐たえられないと思う」

「まあ、そうだろうな」

　今度のカナギの返事は思案げなものになった。リュリュは歯を食いしばって控え室の床ゆかをのたうちまわっていたが、やがて、がば、と真剣な顔をあげる。

「はい！　俺、デクストラ様と駆かけ落ちします！」

「瞬しゆん殺さつされるぞ。……デクストラに」

「いたたたたた！　畜ちく生しよう、そうなんだよ！　絶対殺されるよ！　今だってデクストラ様の寝しん室しつに入れるのはミリアンだけだっつーのに！　報むくわれてねー……、俺……。あれ？　でも、じゃあ、皇帝陛下だって殺されるよな？　どうやって皇帝陛下とデクストラ様が結婚すんだ？」

　ふと気づき、リュリュは希望に顔を輝かがやかせる。しかしカナギは目を細めた。

「魔導師どものことだ、どうにかする。皇帝だって魔導師殺しの騎き士しを作ってるって話だ」

　しばらく思案していると、カナギはミリアンの視線を感じる。

　見下ろせば、彼女の不安げな瞳ひとみと目があった。恐おそろしいほどに透とう明めいな赤あか紫むらさき色いろの瞳は、不安と期待を容よう赦しやなくカナギに向けてくる。

　どうにかしよう。カナギは素す直なおにそんな気持ちになった。

　どうにかしよう。デクストラはミリアンの家族だ。まだ生きて、存在している家族なのだ。

　ミリアンを抱きしめてくれる、ミリアンが抱きしめてやれる、愛いとしきひと。

　守ってやらなければならなかった。

「どうにか、しよう」

　声に出して言うと、ミリアンの表情がみるみる柔やわらかなものになった。

　まだわずかな不安を宿しながらも、ミリアンは強くうなずいて答える。

「どうにか、する。……カナギ、私、ヤウザと話してみようと思う。会議のときの魔ま導どう師したちの中で、デクストラの味方になってくれそうなのは──ヤウザだけだった」

「ヤウザだぁ!?　噓だろ、ミリアン？　あいつは正しよう真しん正しよう銘めい、本物の冷血変態！　あいつが誰かに同情するとか、味方になるとか、絶対にあり得ないって！」

　リュリュは抗こう議ぎの声をあげるが、カナギはヤウザに別の印象を持っていた。いかにも冷れい徹てつだが、理り屈くつを通せば話は通じる相手、というのがそれだ。ならば利用のしようはある。

「──よし。ヤウザとは俺が話そう」

　やがてカナギは意を決してうなずいた。


◆



　翌日、カナギが医い療りよう院に押しかけると、ヤウザの機き嫌げんは最悪だった。

　表情の浮うかばない顔でカナギを見つめ、冷徹に言い捨てる。

「──帰りなさい。墓場へ」

「出会い頭がしらにひとを死体扱あつかいか、お前。言っとくが、俺は健康だ」

　きっぱり言い返したカナギは、まともに立っているのもつらいので柱に背を預けている。

　顔色は死人のそれ、たまに脇わきを向いて咳せきこむと、口を押さえた布が血で真っ黒に染まる。

　医療院の助手たちが青ざめて一歩退ひく中、ヤウザだけは鉄面皮を保って立っていた。

「ほう。普ふ通つう健康体のひとは血を吐きはしないと思うのですがねえ？　それともその血はわたしの見ている幻げん覚かくですか？」

「むしろ隠かくし芸くらいに思ってくれ」

「思えません。笑えません。……カナギ、あなたは何をしに来たのです？　本来立っているだけで異常なのですよ。あなたはわたしの計算では、もう死んでいなくてはおかしい。元気に動かれると目障りなので、ただちに寝しん台だいに帰ってください。わたしは大変忙いそがしいのでねぇ」

「忙しいって言ったって……」

　カナギは苦く笑しようして調ちよう剤ざい室しつを見渡した。

　光魔法教会本部内にある帝てい国こく医療院調剤室は、壁かべ一面に貴石や薬草の類たぐいを持つ魔導師たちの画を描えがいた、宮きゆう殿でんの一室のような部屋だ。作りつけの棚たなには計測器の類や試薬、薬草、魔法石の瓶びんが並び、何本も並んだ長卓の間には多くの助手の姿がある。

　彼らは皆みな、辺りの品を荷造りするふりでヤウザとカナギを眺ながめていた。カナギは続ける。

「みんな、荷造り以外の仕事はしてないじゃないか。引っ越こしでもするのか？」

「あなたも梱こん包ぽうして寝台に送り返してさしあげましょうか、カナギ。いいですか、今だから告白しますが、わたしはあなたが心から嫌きらいなのですよ？　わたしの計算と理想から外れるものなど、わたしは本当に大嫌いだ。──いっそ早く死んでください」

　冷れい淡たんに言ったヤウザだが、言葉の最後には妙みような力がこもった。

　周りの助手たちが、ヤウザの異状に気づいてぎょっとする。たたずむヤウザの外見は、今も完かん璧ぺきに冷静だ。しかし、普ふ段だんならけして口にしない暴言を吐はいている。

（へぇ。ミリアンが言ったとおり、なんだかこいつも揺ゆらいでるみたいだな）

　ならば容赦なく押してみよう。

　カナギは柱にすがったまま、意地の悪い視線をヤウザに向ける。

「嫌いやなこった。俺はこれで、八〇歳まで生きる予定だしな。しかしあんた、一応医療院の長なんだろ？　それが『死ね』だとか、『計算と理想』だとか、よく言えたもんだ。これは俺からの忠告だけど、あんた治療者に向いてない。辞やめちまえよ」

　カナギにきっぱりと言われ、ヤウザの淡たん泊ぱくな顔には笑いが宿った。

　実に嫌な笑いだ。

　その瞬しゆん間かんに室温がいくらか下がった気がして、助手たちは全員凍こおりつく。

　カナギとヤウザはしばし無言で見つめ合った。

　火花が散りそうな壮絶なにらみ合いの後、カナギがひとの悪い笑いを浮かべて言う。

「そういやあんた、この間は俺に山ほど鎮ちん静せい剤ざい盛ってくれたよな？　あれ、俺よりデクストラにやったほうがいいんじゃないのか？　あの子、あのままじゃ死ぬぞ」

「ほう、わかったようなことをお言いですねえ、不ふ感かん症しようの薬くす師し殿どの。デクストラ様には、すでに充じゆう分ぶんな魔ま法ほうでの治療が施ほどこされておりますよ？」

「なんでもかんでも魔法、魔法か。だからあんたら駄だ目めなんだ。いいか？　ミリアンを見てる限り、魔法を使ってる状態ってのは神経を酷こく使ししすぎる。デクストラがちょっとしたことで錯さく乱らんするのは、魔法の使いすぎで元々神経がまいってるからだろ？　魔法での治療なんて逆効果に決まってる。子供でもわかるぞ」

「ご高説ありがとうございます。言い残したいことはそれだけですか、カナギ？」

　ヤウザはあくまで冷静な声を出す。カナギはわざと無ぶ遠えん慮りよに言った。

「せっかくだ、俺が薬草治療でデクストラをどうにかしてやる。あんたら、まじない程度になら薬草も使ってるんだろ。薬草の貯蔵庫はどこだ、見せてみろ」

　今度はヤウザの顔が明らかにこわばった。

　ヤウザにとっては『田舎いなかの薬師風ふ情ぜい』のカナギが、ヤウザの領域に土足で入ってこようとしているのだ。カナギを見返すヤウザの目は、みるみるすさまじい怒いかりを含ふくむ。

（よし、そうだ、怒れ。お前は怒りを抱かかえこみすぎて冷淡になってる類の人間だろ？　正直になれ。怒れよ）

　カナギは無言で笑い、ヤウザを挑ちよう発はつした。

　こうなったからには、ヤウザの怒りを利用して彼の隙すきにつけいる気である。

　しかし──しばらくすると、ヤウザは急に瞳ひとみを冷やした。

（……あれ？　なんだ、こいつ。いまいち挑発に乗りきらないな）

　カナギが瞬しばたたいている間にヤウザはすっかりと落ち着き、皮肉な冷れい笑しようを浮かべて言う。

「いいでしょう。それだけ言うならやってごらんなさい。ここの薬草庫には、大陸中の薬草があります。片田舎の技術がどれほどのものか、勝手に思い知るのも楽しいでしょうからね」

　あっさりとそう言い残し、ヤウザは調剤室の奥へと歩んでいく。

　カナギは少し決まり悪く思いながらも、助手たちが身を避よける間をぬってヤウザの後へ続いた。ヤウザのひょろりとした長身が次々と扉とびらを開け、渡わたり廊ろう下かを通り、別べつ棟むねへと入りこむ。

　調剤室があった棟より全体的に古くさい、埃ほこりの臭においがする建物の一室で、ヤウザが小さな木の扉を開く。カナギの体をふっと懐なつかしい匂においが包んだ。

「さ、こちらです。この量では、中身を把は握あくするだけでも長い時間がかかるでしょうが。死病を患わずらったあなたに、そんな時間はありますか？」

　ヤウザはいやみったらしく言ってカナギを振ふり返るが、カナギのほうはもうヤウザなど見てはいなかった。小さな扉をくぐって、もう一度呼吸をする。

　途と端たんにカナギの視界は鮮あざやかになった。

　様々な匂いがカナギに入りこんでくる。大気に満ちた乾かわいた草の匂い、ときに刺し激げきを伴ともなう様々な匂いを、カナギは数百の別個の薬草の匂いとしてかいだ。

　同時に、かつてその薬草の匂いをかいだときの記き憶おくがよみがえる。

　穴あな蔵ぐらのような東方の医い療りよう院。薬湯を煮にる炎ほのおと、根こん性じよう悪の師し匠しよう。

　東方の森。かつての自分の家。その庭。

　旅の途と中ちゆうで摘つんだ花。花を摘んだときの気持ち。──懐かしいもので体が満ちていく。

「ああ──いいな」

　心底からつぶやいて微笑ほほえみ、カナギはゆっくりと室内を歩き出す。

　穴蔵のような室内にぱっと見てわかる窓はないが、通気孔こうはとってあるのだろう、新しん鮮せんな空気が循じゆん環かんしているのがわかった。幾いく本もの棒が壁かべから壁にわたされ、そこに布に包まれ、あるいは紙をかけられて吊つるされた植物が延々と並ぶ。他ほかにもかごに盛られたり、瓶びんにつめられたり、麻あさ袋ぶくろに入ったりした薬用植物たちが、乾いた匂いを発して整然と鎮ちん座ざしていた。

　カナギは無数の薬草を、扉から漏もれるわずかな明かりと、匂いだけで確実に判別していく。

　本当に様々なものがあった。ヤウザが自じ慢まんするだけはある。

　薬草医療が添そえ物でしかない魔ま法ほう医療の拠きよ点てんにあって、この規模の薬草庫が存在するのはまさに奇き跡せきだ。カナギは久しぶりに知的な興奮で頭が痺しびれてくるのを感じる。

　その一方で、カナギの心の一部はひどく沈しずんでもきた。

　カナギが急に立ち止まったので、後からついてきたヤウザが声をかける。

「どうしたのです。もう降参ですか？」

「──いや。哀かなしい」

「……は？」

「……お前。貴重な薬草がこれだけあったら、どれだけの人間が楽になれると思う？」

　突つっ立ったカナギは真しん剣けんだった。真剣に、辺りをにらんでいる。

　ヤウザは少し戸と惑まどったのか、ひたすらに声を無感情にして言う。

「どれだけと言いましてもねぇ。そのような単純計算にはなんの意味もありませんが？」

「──計算？」

　カナギは引きつり笑い、勢いよく振り向いた。思わず息を吞のんだヤウザに、カナギは叫さけぶ。

「誰が計算しろって言った！　お前、本当に東方にも学んだのか？　どうしてこんなに貴重なもん、死蔵してんだ！　見ろ、これ。貴重な薬草だけど腐くさってる！　あっちは下手へたに拭ふいただろ？　有効な表面の皮が全部なくなってる、お前なぁ……！」

　皆みなまで言えず、カナギは歯を食いしばってうつむいた。

　ヤウザはいらいらとカナギを眺ながめていたが、少し視線をそらしてから早口に答えた。

「あなたの言うのは理想なのですよ、カナギ。あまりにも理想だ。力ある者のもとに物は集まる。研究のためには無駄も必要です。そして我々魔ま導どう師しの治ち療りようは、皇族、貴族を始め、力ある者のためにある。有う象ぞう無む象ぞうを何人救ったとて、世界は変わりませんよ」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんなヤウザの言いように、カナギは顔をあげる。

　ヤウザは一瞬身構えたが、カナギは怒ど声せいを吞みこんで低く言った。

「……ヨルノスがある。今回は、これがいいだろう」

「ヨルノス？　ああ、それですか。ヒュプノシアですよ。古くは媚び薬やくとして使われた、精神錯さく乱らん系の毒草です」

　自分とて薬草知識がないわけではない、と言いたげなヤウザに、カナギは淡たん々たんと言う。

「確かに。ただし、厳密に言えばこの草が持ってるのは精神錯乱を引き起こす幻げん覚かく作用、そうして幻覚を打ち消す鎮ちん静せい、睡すい眠みん作用の両方だ。このふたつは本来別々のものだが、技ぎ術じゆつがつたないとわけられない。実際、媚薬や毒薬として使うときには両方一いつ緒しよくたでいいんだ」

「なるほど？　それが確かなら、ふたつの効能の大本を分ぶん離りできれば面おも白しろいですねぇ」

「できる。東方では精神錯乱を起こした奴やつに服用させて瞑めい想そうさせる。効くぞ。魔導師に効くかどうかは、試ためすまで謎なぞだけどな。──どこか、作業ができるところを使っていいか？」

「……いいでしょう。こちらへ」

　意外なほどに快かい諾だくし、ヤウザはカナギを古い調ちよう剤ざい室しつへと案内する。

　ヤウザは最初、カナギの手て際ぎわを値ね踏ぶみするように眺めていたが、カナギの知識と手つきがしっかりしたものであるのを見み極きわめると、すぐに装置の組み立てに手を貸した。

　複雑な前処理の後にひとやまぶんの薬草を煮に詰つめ、その成分を薬品に移し、結けつ晶しよう化かさせるためにゆるゆると煮立てる。

　作業に入ってしまうとふたりの会話は極きよく端たんに少なくなり、気づけばカナギとヤウザは、ただの薬にたずさわる者同士として、ふたり椅い子すを並べて装置を眺めていた。

　ふとその状じよう況きようの奇き妙みようさに気づき、ふたりはちらと顔を見合わせる。

　とはいえ見つめ合っているわけにもいかないし、作業にはまだ長い時間がかかるし、仕方がないのでむっつりと目をそらす。──気まずい。

　先に耐たえられなくなったらしいヤウザのほうが、平へい坦たんな声で言う。

「……わたしにはわかりません。あなたはどうしてデクストラ様を救おうとするのです」

「あれはミリアンの家族だ。あと、病人だ」

　カナギの返事は単純だった。病の人間がいれば救う。斬きりかかってくる人間がいれば殺す。

　それがカナギの人生だ。気負わないカナギの答えを、ヤウザは鼻で笑った。

「お綺き麗れいな話ですね」

「そうか？　お前だって、なんだかんだで結構親切じゃないか。ミリアンが、お前はデクストラの味方だって言ってたけど。どうしてだ？」

「味方？　なぜミリアン様がそんなことをおっしゃるのやら。わたしにそのつもりはありません。ただ……そうですねぇ。──わたしは、もうすぐ軍務長の任を解かれるのです」

　あっさりと重大なことを言い、ヤウザは表情のない横顔で黙だまりこんだ。

　カナギは少し驚おどろき、ヤウザを見やる。ヤウザはカナギよりは年上だろうが、幹部魔導師にしては不自然なほどに若い。それだけ優ゆう秀しゆうだということだろうに、あっさり解任されるとは。

　ヤウザは硝子ガラスと金属となめし革がわの袋ふくろでできた装置を眺め、珍めずらしくゆっくりと語り出す。

「わたしはここまで、がむしゃらにやってきた。わたしには才能があります。努力もできる。自信もある。……しかし、捨て駒ごまなのです。政治上の問題で任を解かれる。次にわたしの役職に就つくのは、なんの魔ま法ほう知識もない貴族だ。軍務に関してはともかく、医い療りよう院をまともに取り仕切るとは思い難がたい。──薬草庫はもう閉めます。あなたが欲しいというなら、薬草をいくらか差し上げてもいいと思っていたところだったのでね。ちょうどよかったのです」

　ふと皮肉に目を細め、ヤウザは続ける。

「デクストラ様は、今まで懸けん命めいにやってこられました。傍はたから見れば悲ひ惨さんなほどの緊きん張ちようを強しいられながら、ひたすらに魔法力を高め、『神の都』とこの世界を監かん視ししておられた。それでも──そのデクストラ様さえ、ミリアン様が現れたせいで捨て駒になろうとしている。……あなたも、そのことはミリアン様から聞いているのでしょう？」

　カナギはヤウザの横顔を眺め、ゆるやかに瞬まばたいた。

「ヤウザ、あんた……」

「改めて言います。わたしはデクストラ様の味方ではない。ただ、確かにわたしは彼女を哀あわれみました。自分と同じ捨て駒になる彼女に同情しました。だからこそわたしはあなたに協力し、今ここにいるのです」

　きっぱりと言い切ったヤウザに、カナギはなんともやるせない気分になった。

　ヤウザはきっと優秀な男だ。優秀で、理性と、怒いかりと、理想をもった男だった。そして彼は自分が勝ち取ったすべてのものを失うときになって、やっと同情を学んだのだ。

　カナギは装置の小さな炎ほのおを眺めてつぶやく。

「お前が死んだって、世界は回る。──でも。でも、お前のいない世界はお前のいる世界とはきっと少しだけ違ちがう」

　些さ細さいなことで世界は変わる。小石ひとつで歴史が変わる。些細なことを誰かが悲しむ。これは確かなことだ。そう言ってやろうと思ったとき、カナギはどろりとした眠ねむ気けに襲おそわれた。

　カナギはそのまま少しまどろんでしまったのだが、次に起きたときもヤウザは憮ぶ然ぜんとして装置を見ていた。

　ただし、なぜかカナギの肩かたには毛布代わりの埃ほこりよけの布がかかっていた。
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　長々とかけた作業が終わった後、取り出された結晶はほんのわずかなものだった。

　貴重な結晶とはいえ、ヤウザもすぐにデクストラに吞のませようとはしない。結晶の効果を試すため、まずカナギ、次にヤウザ、最後にミリアンが服用することとした。

　結果は思った以上のもので、結晶はカナギにとっては単なる睡すい眠みん薬やくだったが、ヤウザは一定時間魔法を感知することが難しくなり、ミリアンに至ってはまるで第三の目を閉じたように、しばらくの間『覚かく醒せい位い魔ま導どう師しの視界』が消えてしまった。

　これならばデクストラの心を安らがせることができそうだ。

　そう皆みなが納なつ得とくしてデクストラの控ひかえ室に詰つめた、三日目の夕方。

　ミリアンはデクストラがほんのわずかな昏こん睡すい状態に入った隙すきに寝しん室しつへと忍しのびこみ、デクストラに結晶を服用させることに成功したのである。

「ミリアン、どうだった？　デクストラは……っ、と……」

「ありがとう……！　デクストラ、すごく安心して眠ねむった。きっとあの眠りなら大だい丈じよう夫ぶ、きっと元気になれる。ありがとう、カナギ！」

　デクストラの寝室を出たミリアンは、控え室にいたカナギに飛びついた。

　カナギも抱だき返し、ミリアンの頭をくしゃくしゃとなでる。ミリアンはしばらくそうしていたかったのだが、控え室の入り口辺りで響ひびいた声がふたりの邪じや魔まをした。

「ほほえましい光景を邪魔して大変申し訳ないのですが、時間がありません。カナギ、デクストラ様を運び出しますよ」

　控え室の扉とびらを背に、ヤウザが鋭するどく言う。

　今この控え室にいるのはカナギとミリアンの他ほかにはヤウザだけだ。

　リュリュはなぜかこの三日間ここによりつかない。

　あらかじめ申し合わせてあったとはいえ、ミリアンは不安な視線をヤウザに向けた。

「本当に──大丈夫？　デクストラ、危なくない？」

「危ないに決まっているでしょう。しかし、デクストラ様を守りたいのなら、眠らせるくらいでは駄だ目めです。騒さわぎがすべて収まるまで、姿をくらます以外に手はありません」

　きっぱりと言うヤウザを、ミリアンは改めて見つめた。

　表情の読みにくい顔だが、ミリアンを見つめ返してくる目に偽いつわりの気配はない。

　信じるしかなかった。ここにいては、デクストラのしあわせはない。

（私の番が、来たのかな）

　ミリアンは、ふとそんなことを考えた。

　途と端たんにどきりとして、ミリアンは自分の胸に手をあてた。

　不思議な、しかしとても強い予感がする。

　皇こう帝ていのことがなくても、総教主を続けるかぎりデクストラの命はもう長くない。あの心身の弱り方を見ていればよくわかる。デクストラ本人も、それを知って絶望しきっていた。

　でもミリアンは、まだデクストラに死んで欲しくはない。絶対に嫌いやだ。

　ならば──今こそが、交代のとき。

　ミリアンがデクストラを守る番だ。デクストラが自分の人生を生きる番だ。

　ミリアンがここにいさえすれば、デクストラはこの世のどこかでしあわせに生きられるかもしれない。今のミリアンには力があるのだ。ソラも言っていた。

　ミリアンには、その気になれば世界すら救える力があるのだと。

　ミリアンはぎゅっと拳こぶしを作って訊きく。

「デクストラは……どこへ行くの？」

「わたしの個人的な知り合いであるヴェルツラン辺境伯はくのもとへ身を寄せられるよう手配しました。時間がない、急いで。わたしは半はん端ぱは嫌なのですよ。救うなら完かん璧ぺきに救いたい」

　せかされたカナギは、ミリアンの肩に手を置いて確かめる。

「……いいな？」

「……うん」

　デクストラが居なくなる。また触ふれられなくなる。

　そう思うと心が痛くて息が詰まった。それでも、ミリアンは短くうなずいた。

　今は哀かなしくても、苦しくても、ミリアンにはデクストラの未来のほうが大切だ。

　ヤウザはうなずき返し、もう一度ミリアンに確かめる。

「デクストラ様がいなくなれば、必然的にあなたへの期待や風当たりも強くなる。あなたの未来は容易たやすいものではありません。わかっていますね？」

　ヤウザの言い方は厳しかったが、それだけに信用できる気がした。ミリアンは黙だまってうなずく。背負ってみせる。彼女を守るためなら、やりぬいてみせる。

「よろしい。では他の魔導師が感づく前に、早く！」

　ヤウザが声をかけ、カナギが寝室のデクストラを薄うすい敷しき布ふに包んで運び出す。

　カナギを手伝いながら、ヤウザはついてこようとするミリアンを制した。

「ミリアン様、あなたはここの窓から外を見ていらっしゃい。荷馬車に偽ぎ装そうした馬車が、わたしがデクストラ様のために用意したものです。──見送ってあげてください」

　心の痛みがどんどんと大きくなるのを唇くちびるを嚙かんで堪こらえ、ミリアンは深くうなずいた。

　ミリアンはデクストラの代わりにここにいて、デクストラが消えたことを隠かくすのが役目だ。

　誰かがやってきても、デクストラと同じ声で、気配で、ごまかすことができる。

　カナギとヤウザがデクストラを抱かかえて扉から消えると、ミリアンは窓に駆かけ寄る。

　鉄の飾かざり格ごう子しの間にはめられた色いろ硝子ガラスはけして平板ではなく、外をのぞくミリアンの視界は歪ゆがんだ。それでも目をこらして見つめていると、幾いく重えにも重なる小さなひさしのはるか向こう、光魔ま法ほう教会本部の裏手から延のびる細い道に幌ほろを張った荷馬車が現れた。

　夕ゆう闇やみの中、まっすぐに走っていく荷馬車には、ちかちかと魔法の気配が躍おどっている。

（あれ、確かにデクストラだ。あと──？　他にも何か、覚えのある……これって……まさか、リュリュ!?）

　思い当たってミリアンは息を吞のんだ。そう、教会を脱だつ出しゆつするデクストラの傍かたわらにある気配は、間ま違ちがいなくリュシアン・ロア・ディルヴィルのものだった。
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（うう……気持ち悪ぃ……）

　がたがたと激しく揺ゆれる荷馬車の上で、リュリュは真っ青な顔で体を縮めている。

　彼がいるのは荷馬車の片かた隅すみ、飲料水を入れている『はず』の樽たるの中だった。

（っつーか、ヤウザの阿あ呆ほうめ。デクストラ様を逃にがそうなんていう計画を、どーして俺抜ぬきで立てやがるんだ!?　俺が計画をかぎつけたからいいようなものの、俺をデクストラ様の護衛に任命しないなんて、そんなケチくさい根こん性じようだから糸目なんだよ、あの冷血変態！）

　勢いのいい悪態も、聞く人間がいなければそれまでである。リュリュの華きや奢しやな体は、樽の中であっちにぶつかり、こっちにぶつかり、正直なところ不快きわまりない。

（まあな……。ヤウザのばかとしちゃ、とにかく目立ちたくなかったってのはわかる。デクストラ様一筋なのがバレバレの俺がデクストラ様と一いつ緒しよに消えたんじゃ、なんだかいかにも──いかにも、駆け落ちみたいで──あああ、でも俺は、そんな噂うわさを立てられたかったっ！）

　ひとり樽の中で身もだえるリュリュを乗せ、馬車は街路をひた走る。

　護衛はいかにも平民然とした御ぎよ者しや台だいの魔ま導どう師しふたりと、デクストラを寝ねかせた衣装櫃びつのような寝しん台だいの脇わきにひとり。そして馬車の左右と後ろに、別々の馬に乗った者たちがつく。

　夜や盗とうなどから荷を守るには最低限の人員であり、けして目立つ一隊ではない。

　夕刻に帝てい都と第六層の光魔法教会本部を出た一行は、ただちに小螺ら旋せん道を通って第五層へと下りた。帝都外周を巡めぐる大螺旋道よりは大分距きよ離りを節約できるとはいえ、第三層へたどり着いたのは夜明け前だ。

　そして第三層の途と中ちゆうで、馬車は突とつ然ぜんと止められた。

「止まれ！　止まれ！」

　誰かが大声で叫さけんでいるのが、樽の中のリュリュにも聞こえる。

　馬車が止まり、辺りからばらばらと足音が近づいてくる。これはかなりの人数だ。

　盗とう賊ぞくか、と身構えるリュリュのもとに、近づいてきた男が御ぎよ者しやに話しかける声が届いた。

「……皇帝親衛隊第二七小隊隊長、オルド・ダリヤだ。貴様ら、どこから来た。荷は何だ」

「第六層、ビュレル夫人より、女物の衣服を運んでいます。通行証はこれで」

　高圧的な声に対し、御者席の魔導師が従順に答える。相手は親衛隊のようだ。

（それなら、ま、ヤウザのばかが用意した通行証でどうにかなるだろ）

　リュリュは樽の中で胸をなで下ろしたが、そううまくはいかなかった。

　親衛隊のオルドは御者が差し出した通行証を懐ふところに入れると、いきなり剣けんを抜いたのだ。

　ところが御者も軍務に慣れた魔導師である。あらかじめ相手が敵意を持っているのを察し、オルドの一いち撃げきを見事に避さける。

「……！　素人しろうとではない！　心してかかれ！」

　オルドの叫びに隊員たちが応こたえ、親衛隊はいっせいに荷馬車に群がった。

　朝あさ靄もやの中、護衛と親衛隊が斬きり結ぶ音が響ひびく。

　馬車の助手席に座った男は、すかさず服の下で魔法石の護ご符ふを握にぎって呪じゆ文もんを詠えい唱しようした。

「──の松明たいまつより零こぼれた火よ、我が手に宿りて今一度解放のときを見よ。光と熱よ、在れ！」

　呪文が完成した瞬しゆん間かん、御者と斬り結んでいたオルドの眼前で白い光が炸さく裂れつする。

　続いて猛もう烈れつな熱風が地からわき起こり、オルドはじめ親衛隊の男たちは足あし下もとをすくわれた。ふわりと体が浮うき、次の瞬間には大の男が木の葉のように吹ふき飛ぶ。

　親衛隊の男たちは次々に街路や辺りの家々に叩たたきつけられ、しかもさらに数秒後。

　親衛隊の男たちの黒い軍服はいっせいに発火したのだ！

「うあ、あち！　あぁあああっ！　こ、の……魔導師が！」

　オルドは炎ほのおにまかれつつもすさまじい表情で立ち上がり、泳ぐように荷馬車へ近づく。

　御者はすでに血に濡ぬれた剣でオルドを容よう赦しやなく斬り捨て、御者席によじのぼった。

「おい、あれ！」

　助手席の魔導師がいきなり叫ぶ。嫌いやな予感に、御者席の魔導師が振ふり向いた。

　辺りは火にまかれた親衛隊の男たちで不ふ吉きつに照らされている。

　ほとんどが戦せん闘とう不能となった親衛隊の男たちの間に、いつの間にやら戦装束の人物がいた。

　街路に立つにはあまりに不似合いな銀色の鎧よろいに、炎の影かげが映りこむ。

　これも親衛隊の一味だろうか。

　それにしても、なぜこのような町中で鎧を着こむのだ？

　護衛魔導師たちに不安が広がり、御者席の魔導師は低い声で呪文の詠唱を始める。

　しかし、その声は唐とう突とつに途と絶だえた。

　びしゃっ、と荷馬車の幌に血しぶきが散り、御者席の魔導師が低くうめいて倒たおれる。

（うわぁ、まずい！　親衛隊以外にも変なもんが来てる！　俺も外に出ない……と……!?）

　異状を察したリュリュは樽から出ようともがき、うまくいかずに樽ごと転がった。突然転がった樽に、荷馬車の中にいた魔導師がぎょっとして振り向く。

「……？　なんだ……？」

「どうした、魔導師。どっちを向いてる？」

　そのとき、揶や揄ゆを含ふくんだ低い声が荷台に響く。鎧の男だ。

　御者台の魔導師を片づけたのだろう、今度は幌の中をのぞきこんでくる。

「寄るな、下げ郎ろう！」

　護衛魔導師は叫び、魔法石の指輪をした手で荷台に触ふれる。同時に白い炎が床ゆかをなめた。

　あらかじめ描えがかれていた魔ま法ほう陣じんが姿を現し、周囲の大気が急激に動く。

　びりびりと大気が震ふるえたかと思うと、強烈な衝しよう撃げき波はが鎧姿の男に殺さつ到とうした。

　ところが、男に向かった大気は、あと一歩というところで硬こう質しつな音を立てて砕くだけてしまう。鎧の男は微び動どうだにせず、鉄てつ兜かぶとの下でゆるりと笑った、魔導師は目を剝むき、鎧の男は言う。

「お前たち、光魔法教会から来たのだろう？　まだ魔導騎き士しには慣れんのか。命取りだぞ」

　魔導騎士──皇こう帝ていが魔導師に対たい抗こうするために作った特とく殊しゆな兵士。かつて光魔導師の幹部を殺し、魔法教会本部にまで踏ふみこんできた天敵の名を聞き、魔導師は引きつった。

　魔導師が次の手を打つ前に、魔導騎士は手にした幅はば広ひろの両手剣を振り回す。

　風が鳴り、重い大剣は荷馬車の床へぶち当たった。

　めきめきという破は壊かい音と共に木こっ端ぱが飛ぶ。

　魔法の震えを帯びた剣の一撃で、荷馬車の荷台と車輪、車しや軸じくまでもが破壊される。

　荷台はかしぎ、積みこまれていた荷も、デクストラの身を潜ひそめている衣装櫃びつも、護衛魔導師の体も、リュリュの潜む樽たるも、すべてが魔導騎士のほうへ滑すべり落ちる。

　続いて連続して重い音が立ち──その後は少し静かになった。

　転がったリュリュの樽は、最後に何かにぶちあたった衝しよう撃げきで蓋ふたが外れる。

「あいて！　って、ててて……痛ぇ……！」

　樽から転がり出たリュリュは、頭を抱かかえてうめく。あちこちにぶつかった痛みに悪態をつきつつ目を開けて──リュリュは地に転がったまま硬こう直ちよくした。目の前に死体がある。

　デクストラの護衛として、荷台に乗っていた魔ま導どう師しだ。

　かっと無念の瞳ひとみを開いた魔導師の後ろに立つのは、大剣を手にした魔導騎士。

　護衛魔導師の作った血だまりに立つ魔導騎士を見上げ、リュリュはゆっくりと顔を歪ゆがめた。

「てめぇ……！」

「なんだ、貴様は。一応魔導師か？」

　樽から出てきた派手な容よう貌ぼうのリュリュに、魔導騎士はいぶかしげな声を出す。

　リュリュは飛び起き、片かた膝ひざをついて叫さけんだ。

「『華か麗れいな』魔導師って言え！　讃たたえよ魔法の粋すい！　光を縒よりて剣と成す。閃せん光こう降臨！」

　リュリュが恐おそろしく圧縮した魔法を唱えると、魔導騎士の眼前でぱっと白い光が炸裂する。

「ばかが！　そんなものが効くか！」

　魔導騎士は薄うつすら笑い、同時に鎧に仕込まれた魔法機械が鈍にぶい音を立てる。

　リュリュの生んだ光は魔法機械ですぐに打ち消された。

　しかし魔導騎士の視覚が回復したときには、リュリュの姿が消えている。

「何？　どこに消えた、小こ僧ぞう!?」

　叫んで振り返ろうとしたとき、魔導騎士の脇わき腹ばらに激痛が走った。

　魔導騎士は目を瞠みはって自分の体を見下ろす。バラ色の髪かみが見えた。

　そう、リュリュは一いつ瞬しゆんの魔法で魔導騎士の視界を奪うばい、相手に肉にく薄はくしていたのだ。

　リュリュがそこらで拾った剣けんを鎧の隙すき間まへ突つき刺さしたことを知り、魔導騎士が吠ほえる。

「ッ……ぁ、貴様ぁああ！」

　リュリュの剣は魔導騎士の脇腹に届いている。手負いの魔導騎士ががむしゃらに剣を振り回す。衝撃波がリュリュを襲おそい、彼の軽い体がはねとばされる。

「いっ……てぇ……！」

　石いし畳だたみに叩きつけられ、リュリュはしばし地に伏ふしてうめいた。

　魔導騎士はすぐさまリュリュへ歩み寄る。ところが、不意に誰かが魔導騎士のかかとを摑つかんだ。重装の騎き士しはたまらず転てん倒とうし、憤ふん怒ぬの形相で己おのれの足を見やる。

　かかとをがっしりと摑んでいるのは──死んだ魔導師だった。

　先ほど魔導騎士自身が一刀両断にした魔導師が、死に際ぎわの力を振り絞しぼってリュリュに加勢したのだ。リュリュはその隙に起き上がり、剣を拾い直して転んだ魔導騎士に飛びつく。

　そして今度は、魔導騎士の兜かぶとと鎧の隙間へ剣を突きこんだ。剣が魔導騎士の喉のどを貫く感かん触しよく。

　溺おぼれるような声を出して、魔導騎士は沈ちん黙もくする。

　リュリュは緊きん張ちようで青ざめ、ぜえぜえと荒あらい息を吐はいて辺りを見み渡わたした。

　白い霧きりの中、親衛隊と護衛魔導師たちの死体がぽつぽつと転がっている。

　生きて、立って歩くものの姿はなかった。敵も味方も、誰も生きてはいない。

「ああ……やだなぁ。美しくねーなあ」

　泣きそうにつぶやいて、リュリュはまろぶように転がった衣装櫃に歩み寄った。

　必死に櫃の蓋をこじ開けると、周囲の血ち臭しゆうに花の匂においが混じる。

　デクストラはまるで死体のように、薄うす紫むらさきの花に埋うもれていた。

　リュリュはデクストラの美しさにうたれ、思わず喉をつまらせる。泣きそうだった。

「……デクストラ様。あなただけは、相変わらず噓うそみたいに綺き麗れいだ」

　囁ささやきかけても返事はない。デクストラは薬で眠ねむっている。自分で逃にげてもくれない。

　リュリュがどうにかするしかなかった。

「どっかへ、逃げなきゃ。逃げましょう、デクストラ様。俺がどうにかします。どうにか」

　櫃からデクストラを出そうと奮ふん闘とうするリュリュにも、一体どこへ行ったらいいのかはわかっていない。

　しかし逃げなければならない。──できるかぎり、遠くへ。

　誰も手が届かない場所まで。








２　遊ゆう戯ぎ盤ばん上じようの子供たち









　デクストラが帝てい都とから消えた、少しばかり前のこと。

　秋のさなか、とある廃はい城じように明かりが灯ともった。帝都の北東、トロイヴァス公の領地の端はしに位置するその城は、まさしく世の果てに立つと言ってよい外観である。

　一面何も見えぬ草原の果て、大地は黒々とした崖がけになって終わり、灰色の海へと落ちていく。その絶ぜつ壁ぺきの上へ、古風な山城がぽつんとたたずんでいるのだ。

　吹ふきすさぶ海風にさらされて、屋根も落ち、柱も朽くち、墓標に似た石の廃はい墟きよはとてもひとの住めるところには見えない。住むのは海鳥と鳩はとばかり、春になれば石の間に花が咲さく。

　しかし巨きよ大だいな崖の内部には、未いまだ現役で使われている場所があった。

「お着きになりました！　無事、お着きになりました！」

　暗い海を眺ながめていた従者が、喜びの叫びをあげて振ふり返る。

　毛皮を肩かたにかけた上品な容貌の老人、トロイヴァス公は喜々としてうなずいた。

　廃城の建つ崖の下、深くえぐれた入り江えにたたずみ、公は心待ちにしていた人物を迎むかえる。

　小さな船着き場に粗そ末まつな小こ舟ぶねが着き、わらわらと駆かけ寄った従者たちに助けられてふたりの人物が下りてきた。ひとりがいち早く公の姿に気づき、両手を広げて親愛の情を示す。

「叔父おじ上うえ！　トロイヴァス公、ガストン・ベルジュ！　お久しぶりです」

「おお、無事で何よりだ！　ギスラン、貴き殿でんの叔父に元気な顔を見せておくれ！」

　裏のない微笑ほほえみを浮うかべる公の前に歩み出て、人ひと影かげはフードを落とす。現れたのは懐なつかしそうに笑う、快活な男の顔。ギスラン・バシュラールである。『大貴族にしてはやたらと貧相』で一部に有名な男だが、今は不思議とそんな印象を与あたえなかった。

　青年期を脱だつし、それなりの責任を担になうに足る落ち着きと鋭えい気きをにじませている。

　公はそんなバシュラールに満足したのだろう、心底嬉うれしそうにうなずき、彼の腕うでを軽く叩たたいて室内へ入るよううながした。

　崖の岩がん壁ぺきにとりつけられた扉とびらをくぐると、小さいながらも整備された螺ら旋せん階段に出る。

　ここは廃城の地下に造られた、トロイヴァス公の別べつ邸ていなのである。

「実に久しぶりだね、ギスラン卿きよう……いや、違ちがうな。フェルテラ伯はくと呼ばねばならないのだろう？　あの悪戯いたずらっ子が今や伯はく爵しやく様か！　ははは、まったくこの世の終わりだね」

「いやいや、俺ひとりで終わらせられるような世なら苦労しやしませんよ。トロイヴァス公こそお変わりなく。むしろ、前会ったときより若返っていやしませんか？」

「うまいね、ギスラン。さ、お菓か子しをあげよう」

　言って、公は懐ふところから薄うす紙がみに包んだ菓子を取り出す。バシュラールはあいまいに笑った。

「──叔父上、俺はこれでも三〇代も半ばになったんですが？」

「そうだね、確かに見る影かげもない。お菓子は嫌きらいになったか？　大人おとなはつまらないな」

　そうこう話しているうちに、ふたりは小部屋へと行き着く。

　岩をくりぬいて造られた部屋は寒々しいが、ごつごつとした壁かべには古く美しい織物がかけられ、配された家具も凝こった柄がら物ものの布を張った高価なものだ。

　小さな暖だん炉ろの火に照らされた人々もまた、重い金糸銀糸の刺し繡しゆうを入れた上着を着た、身分のありそうな壮そう年ねんから老ろう齢れいにさしかかる男たちであった。誰もがトロイヴァス公の親しん戚せき筋だ。

　バシュラールがやってきたのは、現皇こう帝ていの大叔父の家系でありながら唐とう突とつに謀む反ほんの疑いをかけられた、トロイヴァス公一族の秘密会議だったのだ。

「さあ、最後の客、フェルテラ伯爵ギスラン・バシュラールの到とう着ちやくだ。讃たたえたまえ、皆みな」

　公が芝しば居いがかった調子で言うと、親戚連中からわっと歓かん声せいがあがる。

「お久しぶりです。イエーリの奴やつが来てくれたんで、無事にここまでたどり着けました」

　笑って言い、バシュラールはちらと背後を見やる。そこには今も、家令のイエーリが影のようにたたずんでいた。公はその様子を見て、深くうなずく。

「イエーリはいい子だよ。本当に、いい子だ。大事にするのだよ、ギスラン」

「もちろんです。……もっとも叔父上、俺はイエーリ以上にあなたが大事ですよ」

　そう話をふったバシュラールに含ふくみを感じ、公は一度黙だまりこむ。

　バシュラールはじっと公を見つめていた。

　その瞳ひとみの鋭するどさと、何かを問うような色に、公は部屋を眺め渡わたしてから話し出した。

「ふむ。──ギスラン、お前は賢かしこい子だ。我々は三日前からここにこもり、討議を重ねてきた。議題は、我らにかけられた事実無根の謀反の嫌けん疑ぎについて、皇帝陛下へどのようにお答えすればよいのか。我々がどんな結論を出したか、お前には大体予測がついているだろう」

　確かに予測はついていた。バシュラールは軽く肩をすくめて言う。

「言ってよろしいんなら言いましょう。トロイヴァス公、あなたが直接神聖会議に赴おもむき、皇帝に申し開きをするってとこじゃあないですか？」

「そのとおり。よくできたね、ギスラン。皇帝がご乱心したという噂うわさはわたしも聞いた。けれど皇帝の周りにまともな計算ができる者がいれば、皇族であるわたしを簡単に殺せはしまい。国が乱れているのを外に吹ふい聴ちようするようなものだし、民たみも納なつ得とくしないだろう。幸いわたしは民には愛されている。命がけで皇帝を説得してみるつもりだよ」

　叔父の言い分は真っ当だった。ただし、真っ当すぎる。バシュラールは瞳を暗くする。

「そんなところだろうと思って、俺は急いで駆けつけたんです。……叔父上、帝てい都とに行っちゃいけません。あなたは殺されます」

「そうかね。……ギスラン、何を見てきたんだい、お前は」

　公はゆるく瞬まばたき、穏おだやかに問う。バシュラールは軽く息を吐ついて思いを巡めぐらせた。

　自分が巡じゆん査さ庁に捕とらわれてから、イエーリの助けで調べ上げた帝都の現状は絶望的なものだった。いくつもの不安げな視線を感じながら、バシュラールは一息に言う。

「皇帝のご乱心はぜいたくや放ほう蕩とうがよびよせたものではありません。ありゃ操あやつられてます。操ってんのは当然、ヴェルティア公一派です。あげくに稀き代たいの詐さ欺ぎ師しって言いますか、予言者って言いますか、そんなのまで巻きこんで、もはや宮きゆう廷ていは魔ま窟くつ。親衛隊を平民から大量に指名して金と権力を与えたもんで帝都の治安はがた落ち。あそこで今までの法や常識は通じません」

「なるほどね。……滅ほろびの気配を感じさせる話だ」

　公は妙みように平へい坦たんな声でつぶやく。

（まずいな。こりゃあやっぱり、覚かく悟ごを決めちまってる）

　バシュラールは苦く思った。バシュラールの知るトロイヴァス公は、文武両道に秀ひいでて穏やか、野心もなく、皇位争いからもすぐに手を引いたために生き残った謙けん虚きよなひとだ。だからこそ、老齢のこともあり、自分の命より名めい誉よを取ってしまうのではないかとの恐おそれがあった。

　バシュラールは灰青の瞳で公を見つめ、単刀直入に訊きいた。

「──叔父おじ上うえ。失礼ですが、あなたは死んでもいいと思っていらっしゃるでしょう？」

「おやおや、今日はずいぶんと容よう赦しやがないな。……まあ、そうだ。わたしが死ねば、その死は皇帝陛下の心を動かさずとも、事態は多少動かすだろう。陛下に反感を持つものが出る」

　はっきりとした言葉に、周りの親戚連中も沈ちん黙もくを守る。もうすでにこれは皆の総意なのだ。苦く渋じゆうに満みちた人々の顔が、それでも奇き妙みような希望をこめて自分を見ているのを知り、バシュラールは厳しく引き結んだ唇くちびるの端はしで笑った。

「で？　弔とむらい合がつ戦せんの大将は俺ですか？」

　とことん飾かざらないバシュラールの言葉に、周囲はますます何も言えなくなる。

　領地の大きさや戦力から言っても、個人の能力から言っても、トロイヴァス公亡き後はバシュラールが一族を仕切るしかない。親戚連中も、『バシュラールは道楽を終えさえすれば役に立つ』と勝手に思いこんでいたふしがある。

　公は否定せず、微笑ほほえみをはりつかせたまま囁ささやいた。

「ギスラン。お前はそのつもりで来たのだろう？」

「いいえ、叔父上。皇帝陛下の説得には、俺が行きます。俺はそのために来ました」

　あっさりと否定され、さすがの公も目を丸くした。見返すが、バシュラールは真顔だ。

「──ばかな」

　思わず出たであろう公の本音に、バシュラールは笑えみ崩くずれた。

　今までの貴族然とした態度を引っこめ、姿勢を崩して公の肩かたを抱かかえて顔を近づける。

「そうですよ、俺はばかです。でも、死にに行くわけじゃあありません。どうにかしてみせます。もうすぐ冬だ。冬の間は皇帝陛下といえど軍は出せないでしょう。この冬の間に、俺は事態を動かしてみせます。とにかく、ここで叔父上に死なれるのは困る。あのですね、俺には手て駒ごまが少ないんですよ。ひとつひとつを大事にしたい」

　気楽に語るバシュラールの声を聞くうちに、公の顔にはまた自然な微笑みが戻もどってきた。

「……不思議だな。お前は勝つ気なのだね？」

「あったりまえです。俺は勝つ勝負しか、したかぁないんです。叔父上も穏やかな顔はしてらっしゃるが、ひとを驚おどろかせるのが好きなひとだ。ここはひとつ、驚かせましょうや」

　周囲の親しん戚せき連中は、不安な視線を交わし始める。しかし公は穏やかにうなずいた。

「話そうじゃないか、ギスラン。お前の考えを聞こう。その後でお前は上へお行き」

「は？　上って言いますと？」

　バシュラールは怪訝けげんそうに低い天てん井じようを見上げる。

　この上には、崖がけの上の廃城があるだけだ。公は皆まで言わず、静かに笑う。

「お前が会いたいひとが来ているよ」


◆



　トロイヴァス公一族の秘密会議が終わったのは、もう真夜中といっていいときだった。

　バシュラールはひとり、草むらと化した廃城の中に立っている。

　──いや、正確に言えば、バシュラールはひとりではなかった。

　かつて城の母おも屋やであった廃はい墟きよの前、石いし塀べいの残ざん骸がいに腰こしかけて、ひとりの老婦人が闇やみに沈しずんだ海を眺ながめている。

　ひとに見つかるのを恐れて、廃城に明かりはない。しかし今夜は満月、辺りは白々と照らされていた。月光を受ける老婦人は不思議に美しかった。質素な黒い衣ころもも、皺しわのよった横顔も、彼女のまとう穏やかな気品を傷つけることはない。

　老婦人はバシュラールが少し距きよ離りを置いて立ったのを知り、静かに言う。

「──私は娘むすめ時代からずっと、この場所が好きでした。胸が締しめつけられるようで、けれどけして不快ではない。ひとの宿命である、滅びの運命を感じているのでしょうね」

「運命ねぇ。乙おと女めを気取ってもの思いにふけるのはかまいませんが、海に落ちちゃあ駄だ目めですよ、母上。あなたは案外おっちょこちょいなんだ」

　バシュラールは老いた母との距離を縮めず、[image: ]うまやの残骸に寄りかかって苦く笑しようした。

　母は年とし頃ごろの娘めいて顔をしかめ、バシュラールをにらむ。

「長い間帝てい都とを遊び歩いて、私に城主代理をさせておきながら。久しぶりに会った母に言う台詞せりふがそれですか？　お前は本当にかわいくない子だわね」

　トロイヴァス公の妹である母の憎にくまれ口は、バシュラールにはいつものことだった。子供時代はまじめに衝しよう撃げきを受けたこともあったが、今のバシュラールは母の姿を愛らしく思える。

　それが嬉うれしくて、バシュラールは少し笑う。笑って、静かに言う。

「母上。今まで城主代理を務めていただき、本当にありがとうございました。これで母上のご苦労は終わり……と申し上げたいとこですが、俺はちょっとまた、帝都に行ってきます」

　近所に散歩に行きます、というような口調だ。

　だがバシュラールの母親も、今バシュラールが帝都へ行くことの意味は重々承知していた。

　母は険しい顔で鼻を鳴らす。けれどその瞳ひとみだけは、薄うすく涙なみだの膜まくを張って光っている。

「気楽に言うのですね。本当にかわいくない。さあ、こっちへ来なさい。──顔を見せて」

「はぁ。母上似じゃなくて申し訳ないんですが」

　笑いながら歩み寄り、バシュラールは母親の傍かたわらへ腰かけた。

　母は背筋を伸のばしたまま、じっと息子むすこの顔を見つめて言う。

「似ていますよ。その、かわいくないところが」

　はは、と少しだけ笑って、バシュラールは答えなかった。

　バシュラールの母親は、夫をはっきりと愛し続けるひとだった。

　あんな田舎いなか者、と口では言いつつ、心から伯はく爵しやくとその息子たちを愛した。伯爵の死後も再さい婚こんはせず、ひたすらにバシュラールを支えてくれた。

　──間ま違ちがいを起こしたのは一度だけ。

　あの詩人がフェルテラ伯爵領に来たとき、彼女は詩人に心こころ惹ひかれた。

　長い間、バシュラールはそんな母親を許せなかった。

（あー……でも、そんな葛かつ藤とうも、もう終わったってこったな）

　バシュラールは母親を見つめながら、自分がいつの間にか彼女を許していることに気づく。

　おそらくは、詩人の──ソラのことを少しだけ許してから、バシュラールは変わったのだ。

　心穏おだやかに母親と視線を合わせるバシュラールに、母は少し哀かなしげな顔をした。

「本当に嫌いやな子。あなたはいつも、私が知らないところで勝手に大人おとなになる。私はいつも、あなたにいいことを言う機会がない。私はあなたに、母親らしいことをした覚えがひとつもありません。──なのにあなたは、確かにもう大人なのですね」

　三〇代も半ばになってやっと大人とは、いかにも遅おそい。それでも大人なのだと言われれば少しだけくすぐったく、バシュラールは素す直なおに笑って言った。

「そうですか。なんなんでしょうねぇ、大人とか、子供ってのは。ああ、でも──確かに、女に惚ほれましたよ」

　さらりと言うと、母は少し目を細めて笑い返した。

「あら。そのひと、無事に捕つかまえました？」

「いやぁ、見事に逃にげられちまって。これから追っかけるつもりです」

「そう？　お前のことだもの、きっと高望みをしたのでしょう？」

　見み透すかしたような母親の台詞が妙みように心ここ地ちよい。バシュラールは言う。

「……そうですねぇ。確かに、綺き麗れいなんです、すごく。激情に蓋ふたをした上に、危なっかしく──だけど背筋伸ばして、立ってる女です。俺に『惚れるな』って言い切りやがって」

　言葉にすれば、想おもうひとの姿が脳のう裏りによみがえった。

　危あやうく光りながらバシュラールを見つめてきた瞳。シュナルはきっと知らない、自分がどんなにもろく、同時に強く見えるのか。それを知っているのは、『一見無能』『大人で子供』という札をつけて彼女の傍そばに立っていたバシュラールだけだ。

　バシュラールがシュナルの生おい立ちに関してはまったくの部外者で、ただの私し怨えんで動く男だったからこそ、シュナルはバシュラールに自分の素に近い部分を見せたのだろう。

（ばかだねぇ、俺も。もうちょっと早く、他人を背負ってやる気になれりゃよかったのに）

　シュナルが色々なことを隠かくしているのは知っていた。知っていて、知らないふりをした。

　他人と距離をとるのが大人なのだと思っていた。

　けれど、一度も他人に近づかない人間が大人であるわけがない。

　自分はばかなふりをすることで、本当のばかをやるのを忘れていたような気がする。

　おそらく真っ当な人生というやつは、相当ばかばかしいものなのだ。

（カナギを見てりゃ、よくわかる。ありゃあ本当に真っ当な人生を生きてるが、本物のばかだもんなぁ……）

　しみじみしてしまったバシュラールの隣となりで、母親が静かに告げる。

「逃げられたのなら、もう一度捕まえに行くのがいいわ。初はつ恋こいの女はたたりますよ」

「……きついお言葉で。けど、今のはなかなか母親らしい台詞せりふなんじゃないですか？」

　崩くずれた笑いを浮うかべるバシュラールを眺め、母親はかすかに微笑ほほえんだ。

　笑って立ち上がり、重い裾すそを引きずって、母は月を背にバシュラールに向き直る。

「では、ここで親子の時間は終わり。一いつ切さいの心残りなく、私はあなたの母であるのをやめるとします。──ひざまずきなさい、フェルテラ伯はく、ギスラン・バシュラール卿きよう」

　母親の声が静かな威い厳げんを帯びたのを知り、バシュラールは素直に従った。

　廃はい墟きよの土に膝ひざをつくと、海風が一面の草を揺ゆらした。凛りんとした母の声が続ける。

「あなたには、この世とひとの子を愛し、剣けんと己おのが血をもって守る心がありますか。死して冷たい土の下に横たわるそのときまで、ひとに仇あだなすものと闘たたかえますか？」

　爵しやく位いを継つぐときに聞いたような台詞だ。

　それだけで、バシュラールは母が何かを託たくそうとしていることがわかった。

　わかったからこそ、顔だけをあげ、ごく正直に答える。

「正直、俺にはまだわかりません。俺は本当にこの世が好きなのかとか、人間を尊いと思うのかとか──さっぱりわからないんです。でも、俺にも好きなもんはある。俺は面おも白しろく生きるのが好きだ。面白く生きるためには、ひとが誇ほこりを保てるような世の中ってのが必要なんですよ。……俺はおそらく、俺の誇りを守るために世界とひとを愛し、守るでしょう」

　母親はあまり格好がいいとはいえないバシュラールの宣せん誓せいを聞き、苦笑混じりに石いし壁かべの裏へ忍しのばせておいた包みを取り出した。

　防水布をのけた下から出てきたのは、分厚い起毛の布地である。

　金糸銀糸で重く刺し繡しゆうし、きちんと折りたたんだ布を、母はバシュラールに差し出す。

「模も範はん的な答えではありませんが、あなたは元からそうだものね。さあ、バシュラール卿。これをお持ちなさい。私が伯はく爵しやく家けに嫁とつぐとき、もしものときに身を守るよう、渡わたされたものです。──あなたには、また別の使い道があるでしょう」

　両手で受け取った重い布地の感かん触しよくに、バシュラールはそれの正体を察した。

　心がざわめく。

　憂ゆう鬱うつになるのと同時に、奇き妙みように興奮してもいる。

　これはおそらく、幼い頃ころ領地の城で春を待ちわび、ついに明日は外へ出られるというときと同じ気持ちだ。

　バシュラールは布を開いた。古びた刺繡は上質の金糸銀糸でほどこされたゆえに、ほとんどすり切れてはいない。白い布地の真ん中に堂々と現れたのは、皇家の紋もん章しようである。

「こりゃあ……戦旗ですな」

　妙に落ち着いた声が出た。見上げた母親の顔も、妙に落ち着いて微笑んでいた。

　月の光が衣装の縁ふちに躍おどって、まるで女め神がみのようだった。母は囁ささやく。

「お行きなさい。迷うことがあろうとも、運命が指し示す道は常にひとつです」


◆



　その年の秋は豊作とは言えないまま深まり、帝てい国こく領の北では雪が舞い始める季節となった。バシュラールの元部下、ジェルトリュド・シュナルは帝てい都と第六層にいる。

「またこんなところにいるのか、シュナル」

　軽々しい声で呼ばれ、シュナルはちらと視線だけを動かす。

　石造りの地下室は炎ほのおで赤々と照らされ、ひどく暑かった。

　拷ごう問もんに使う火ひ箸ばしを灼やくために、平へい炉ろが燃えさかっているせいだ。

　悲鳴とうめきと、複雑な音が響ひびき渡る拷問室で、シュナルは長身を黒い軍服に包んで立つ。彼女の凛り々りしい美び貌ぼうはどこか青ざめ、表情は厳しくも虚うつろだ。

　華きや奢しやなパイプを唇くちびるから少しだけ離はなしたシュナルに、軽けい薄はくな笑えみを浮かべた男が歩み寄る。シュナルと同じ黒い軍服を着き崩くずして、長い金きん髪ぱつを背に垂らした男。

　彼は背後からシュナルに近づくと、拷問部屋の様子を一いち瞥べつして顔をしかめた。

「ひどい臭においだな。こんな重労働、君の仕事じゃないぞ。君はヴェルティア公のお気に入りだし、筋金入りの神じん狼ろう騎き士し団員だろう？　陛下のおそばにはべっていればいいのに」

「そうはいきませんわ、エラン卿。反逆者を捕とらえ、裁くのが私の仕事です」

「裁くも何も！　本気で言っているのかい？　僕らにできるのは、でたらめに人間を連れてきては、殺して財産を奪うばうことだけじゃないか」

　エランは笑い、わざとらしく額に手をあてて嘆なげくふりをする。

　シュナルは気にせず元のようにパイプをくわえ、眼前の拷問部屋の風景へ視線を戻もどした。

　エランの言うとおり、皇こう帝てい親衛隊の仕事は略りやく奪だつと殺さつ戮りくに彩いろどられている。皇帝は気まぐれで山ほどの親衛隊員を任命し、彼らに絶対的な忠誠を要求する代わりに、下級貴族や庶しよ民みんの金持ちを含ふくむ、あらゆる人々を裁く権利を与あたえた。

　結果、親衛隊の面々は街をねり歩いては皇帝の権けん威いを振ふりかざし、気に入らない人物、目についた人物を反逆者として捕らえてはその財産を没ぼつ収しゆうするのに熱心になったのだ。

　皇帝の親衛隊は未いまだ神聖会議の承しよう認にんを受けていないが、それを批判する者もいない。親衛隊の暴挙を阻そ止しするべき法務機関のうち、帝国政府の法院と巡じゆん査さ庁は親衛隊に組みこまれ、光魔ま法ほう教会の法務部は親衛隊によって押さえこまれているのが現状だ。

「だとしても、私は私の仕事に忠実にありたく思います。──エラン卿、今の発言、反逆者ととられても仕方のないものですわよ」

　冷れい徹てつに言われ、エランはゆるく笑う。

「ばかを言うな。僕が反逆者のわけがない。僕はモルガン様の甥おいっ子だ」

　そう言って、エランはシュナルの肩かたになれなれしく手を置いた。

　拷問係がちらと視線を投げてきたのがわかったが、シュナルはエランの好きなようにさせることにした。エランがモルガンの甥なのは本当だし、親衛隊の中では地位がある。

　以前のシュナルなら相手にもしなかったであろうにやけた男だが、今は耐たえ難がたいほどではない。

（そう。耐え難いことなんて何もないわ）

　シュナルは瞳ひとみに映る光景を無感動に受け入れながら思う。

　バシュラールの下で、光魔法教会の法務官として働いていたときには、こんな意味のない拷問になど耐えられなかった。私腹を肥やすためだけの略奪があれば、どうにかして真相を暴あばいた。しかし状じよう況きようは変わったのだ。

（共感しなければなんでもできる。逆らえないのなら想像しないこと。私にはそれができる。ずっとそうやって生きてきたもの）

　シュナルは幼い頃からモルガンの目の届く場所で生きてきた。

　それはつまり、彼女の支配欲と若い女への嫉しつ妬とを常に我が身に受けることでもあった。

　そんな生活でシュナルが学んだのは、逆らえない相手に対してはひたすらに思考停止をすること、それだけだ。人形になっていれば何も恐おそろしくはない。

　ただ、バシュラールの下にいたときだけは、あまりに勝手に生きる彼を助けるため、シュナルは色々なことを考えなくてはならなかった。その癖くせがまだ少しだけ残っているのがつらい。

　無表情に煙草たばこをふかすシュナルを見て、エランは顔をしかめた。

「強い煙草をやっているんだな。肌はだに悪いぞ？」

「臭い消しですわ。エラン卿きようも、こんなところにいると臭いが移りますわよ」

「まったくだ。用事をすませてさっさと退散しよう。シュナル、モルガン様から命令が来てる。光魔法教会潜せん入にゆう時じの君の上司……なんて名だっけ？　トロイヴァス公一族の伯はく爵しやくだ」

　吐と息いきを感じるほどの耳元で囁かれ、シュナルは冷えた視線をエランへ向ける。

「──バシュラール様？」

「そうそう。それが帝都に来るそうだ。遅おくれに遅れた神聖会議に出席して、謀む反ほんの弁明をするってことらしい。そんなことになっては多かれ少なかれ、奴やつらに味方する会議貴族が出るだろう。それは正直面めん倒どうだ。──会議前に伯爵を殺せ、それがモルガン様の命令だ。とはいえ、元上司相手じゃ色々やりにくいこともあるだろうから、なんなら僕も手伝いを……」

「必要ありません」

　きっぱりと答え、シュナルは強くパイプを握にぎる。

　その指に光る鳩はとを刻んだ指輪を見て、エランがため息混じりに指で弾はじいた。

「……そう言うと思った。つまらないな。もっと頼たよってくれてもいいのに。あげくこんな地味な指輪をして。今度僕がもっとまともなのを贈おくろう。いいね？」

「嬉うれしく思いますわ、閣下」

　感情のこもらないシュナルの声に、エランはくつくつと笑って彼女の髪かみをなでた。

　気色の悪い感かん触しよくを遠くに感じながら、シュナルは心が浮うき立つのを感じている。

　バシュラールに会える。

　もう二度と会うことはないと思ったのに、再会の機会がこんなに早く巡めぐってくるなんて。

　出会ったら殺すしかない、それでも、シュナルはバシュラールに会いたかった。


◆



　毎年多くの有力貴族を集めて開かれる神聖会議は、神聖帝てい国こくルースの最高意思決定機関である。重大な政治上、宗教上の議題を取り扱あつかうこの会議の開かい催さいは秋と決まっていたが、今年はもはや冬にさしかかろうとする時期にずれこんだ。

　それもこれも、帝都の治安の乱れと皇帝の奇き行こうのせいだ。

　もう今年は会議が開かれないのか、と誰もが思った頃ころに突とつ然ぜんの告知があり、会議貴族たちは慌あわてて馬車やソリを仕立てるはめになった。

　そしてここにひとり、一風変わった方法で帝都に到とう着ちやくした男が居る。

「鍛冶かじ屋やの小達人位か。手を見せてみろ」

　帝都第一層、運河のはしけ付近で、役人がバシュラールに声をかける。

　薄うす汚よごれた外がい套とうを羽織ったバシュラールは、まめのできた手を差し出した。彼は貨物船の底部へ潜ひそみ、無事に帝都へ戻もどって来たのだ。今の身分は鍛冶屋の職人である。

　役人は、どう見ても貴族の手ではないバシュラールの手と、どう見ても貴族らしくなく日焼けした顔と、完かん璧ぺきにこしらえられた偽にせの身分証明書を確かく認にんして大きくうなずく。

「よし、では第三層までの出入りを許可する。一シルヴィ払はらえ。職人街は第二層だ。達人位があれば、どこでも雇やとってはくれるだろう。今は色々人手不足でな」

「はあ。ありがたいこって」

　懐ふところからいくらかの硬こう貨かを取り出して支し払はらい、証明書に印をもらって、バシュラールはすたすたと運河べりを離はなれようとする。すると雑多な人混みから、小こ柄がらな男が寄ってきた。

「おい、あんた、帝都は初めてか？　案内してやるよ。初心者は迷うぜ！」

「ん？　案内人か？　帝都にはそういうのがいるってのは聞いてるぜ。でもま、ぼられても困るしな。最初はひとりでやってみるわ」

　バシュラールは苦く笑しよう混じりに言い、外套のフードを深くかぶって路地裏に入った。

「おいおい、そりゃ無理だって！　あんた……」

　案内人は慌てて路地をのぞきこんだが、もうそこにバシュラールの姿はない。

「ははぁ……さっそくどっかへ迷いこんだか。それとも、意外と帝都なれしてんのかな？」

　もちろん真実は後者である。

　バシュラールは案内人顔負けの知識で帝都の路地裏をすり抜ぬけ、職人たちの住む第二層へとたどり着いた。そしてまったくの一職人として工こう房ぼうの扉とびらを叩たたいて回る。

　治安の悪化で街はどことなく荒すさんでいたが、鍛冶屋はどこも仕事に追われててんてこ舞まいの様子であった。バシュラールは首しゆ尾び良よく新興の工房に雇われ、寝しん台だいだけで一いつ杯ぱいになる狭せまい一室を与あたえられて、やっと安あん堵どの息を吐つく。

「それにしてもなんだね、どんな趣しゆ味みも、いつ役立つかはわからねぇもんだ」

　最低限にしぼった荷を寝台の上へ放り、バシュラールはひとりごちた。

　鍛冶仕事は幼い頃から城の鍛冶屋に入り浸びたって覚えた得意技だ。達人位も完全な噓うそではない。バシュラールは故郷の城に、領地の鍛冶屋にもらった本物の証明書を持っている。

（ここまではうまくいった。とにかく神聖会議には無事に出席しなきゃならねえ。会議で死し刑けいになるのも困るが、その前に謀ぼう殺さつされるのはますます困る。会議開催ぎりぎりまでここにこうして潜むのが、まあ最良の方法だろ。宿屋に泊とまれば足がつく。あとは鍛冶仕事の合間にあちこちと接せつ触しよくできればありがてぇが、どこの工房も忙いそがしそうだな。鍛冶屋が忙しいのは戦いくさの前と決まってら。……物ぶつ騒そうだねぇ）

　外套と上着を脱ぬいだだけで硬かたい寝台に身を横たえ、バシュラールは低い天てん井じようをにらんだ。

　寝台は狭いが、あまり背の高くないバシュラールは窮きゆう屈くつにも思わない。光魔ま法ほう教会法務部の法務官として捜そう査さをしていたときは、もっと劣れつ悪あくな環かん境きようの場所に潜んだこともある。

　とりあえずは一職人としてここに身を潜め、情報を集めながら会議を待とう。

　決めた途と端たんに眠ねむ気けが襲おそってきた。隣となりの部屋で同じような職人が身じろぐ音、壁かべの向こうの道をたまに行きすぎるひとの足音が聞こえる。

　平和な気配の中でバシュラールが眠りに落ちようとした、まさにそのとき。

　不ふ穏おんな響ひびきが耳を打った。

　はた、と目を見開き、バシュラールは小さな窓を覆おおった板戸を細く開ける。

（──複数の馬の足音がする。それにこりゃあ……軍馬だな）

　鍛冶屋の工房から漏もれる明かりで、路地裏は薄うす明あかるく照らされている。角にちらりと見えたのは、馬に乗った一団だ。親衛隊の巡じゆん回かいか、と思ったとき、バシュラールの居る工房の扉が叩かれたのがわかった。

　バシュラールが壁に耳をつけると、親衛隊と工房の親方の会話がとぎれとぎれに耳に届く。

「──……だ。新しく入った……がいるな？」

「……いますがね。一体なんの……──です？　この奥ですよ」

（うわ、まずい。奴やつら、入ってくるぞ。まさか俺の正体がばれたわけじゃねぇと思うが）

　逃にげるか、とも一いつ瞬しゆん思うが、ここで逃げればやましいことがあるのがばれてしまう。一度手に入れた職人の立場を失うのも惜おしかった。

　バシュラールはしらをきることに決め、ごそごそと掛かけ布ふの下へ潜もぐりこむ。

　間をおかず、小さな部屋の扉が開いた。

「よう。すまんが、親衛隊の方々がご用だそうだ。顔出してくんな」

「あー？　そりゃまた一体なんのご用で？」

　親方の声に、バシュラールは眠そうに答える。

　そこへ固い靴くつ音おとを立てて入ってきた人物が、かすかに笑った。

「あら、大当たり。お久しぶりですわね、バシュラール様」

「……おいおい……よりによって、今は一番聞きたくねぇ声だなあ」

　まさかの聞き慣れた声に、バシュラールは大いに引きつった。慎しん重ちように掛布を取り、のろのろと半身を起こす。薄うす暗くらがりで目をこらすと、扉のところへ立っているのは数人の親衛隊で、ひとり一歩前に出ているのが涼すずやかな声の主。

　見み間ま違ちがえようもない、シュナルだ。

　すでに優美な片手剣けんを抜剣し、色の悪い唇くちびるに薄うすい笑みを浮うかべて立っている。

　悪あく霊りようのごとき立ち姿に、バシュラールはこんなときでも心が痛んだ。シュナルは言う。

「バシュラール様のことです。こっそり帝てい都とへ戻ってくるならば、貴族にも下層の知り合いにも頼たのまず、このような手段をとるだろうと思っておりました。手を打っておいてよかったわ。あなたは本当は誰も信用しない方ですものね」

「さすがだぜ、シュナル。お前さんが敵じゃあ、何をやるにも分が悪い。あっさり降参するから、ちょっと優やさしくしてやっちゃくれねえか。毒々しいのも綺き麗れいだが、お前さんは案外かわいくしてるのも似合うんだ」

「相変わらず心にもないことをおっしゃるのがお得意ですのね。けれど無む駄だ口ぐちはもう結構。お会いできて嬉うれしかったですわ」

　毒のある微笑ほほえみを浮かべ、シュナルは踏ふみこむ。

　それを合図に背後の親衛隊も狭い場所でぎこちなく抜剣した。

　バシュラールはすぐさま背にしていた板戸を開け、小さな窓から屋根の上へと飛び出す。

　飛び出したところはゆるい傾けい斜しやのついた石いし瓦がわらの屋根で、バシュラールは勢いあまっていくらかずり落ちかけた。

「おわ、と、ととと！」

「……！　出たぞ！　矢を射かけろ！」
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　路地に潜ひそんでいた親衛隊の仲間が、屋根の上にバシュラールの姿を見つけて叫さけぶ。

　矢が空を切る音が連続し、バシュラールは必死に屋根の上を駆かけた。

「ッ、たく……！　勘かん弁べんしろ、俺はびっくり人間じゃねーんだよ！」

　何に悪態を吐いているのか、よろめきながら屋根を渡わたり、バシュラールはすぐ隣の窓から同じ工房の隣の部屋へ転がりこむ。

「うわ、わわ！　なんだ、何がどうしたんだ！」

　寝しん台だいに横になっていた職人が騒さわぐのを無視して、バシュラールは窓の板戸にかんぬきをかける。次に扉とびらへ駆け寄ると、懐ふところから取り出した金属製の筒つつを糸に繫つないだものを、扉の取っ手にぐるぐると巻きつけた。自作の魔法機械である。

「お騒がせしてすまねえが、美人に追われててなあ……っと！」

　バシュラールが言い終える前に、扉が外から強く引かれた。取っ手ががたがたと動き、振しん動どうが糸を伝って金属筒に伝わると、筒は回転を始める。筒は可か聴ちよう領域ぎりぎりの高い音を奏でたかと思うと、魔法が発動して扉全体にどん、と激しい衝しよう撃げきが走った。

「うわぁッ！」

　扉の外で、吹ふき飛ばされた男の太い悲鳴があがる。

　バシュラールはすぐに次の敵にそなえて扉と板戸を見比べたが、しばらくは沈ちん黙もくが続いた。

「……なーんか、嫌いやな予感がするな……」

　バシュラールがつぶやいた、そのとき。

　窓辺ですさまじい破は砕さい音が響く。バシュラールと職人が振ふり返ってみれば、戦用かと思われる鉄の矢が板戸を突つき破り、寝台の上に刺ささって震ふるえていた。そして、矢が板戸に空けた穴から何かが投げこまれる。導火線のついた拳こぶしほどの球体──ヴァーヴィムの火だ。

「伏ふせろ！」

　顔色を変えたバシュラールの叫びが消える前に、ヴァーヴィムの火が発火した。

　鈍にぶい音をたて、部屋が炎ほのおに包まれる。

　火は瞬またたく間に廊ろう下かを走り、わずかに遅おくれてすべての窓から炎が零こぼれた。

　工こう房ぼう全体に火が回り、あちこちで短い悲鳴があがってすぐに消える。

　シュナルは路地に出て、燃える工房を眺ながめていた。

　工房の出入り口にはすべて部下を配置してある。バシュラールの逃げ場はない。

「ヴァーヴィムの火は生体だけを焼き尽つくす。すべて燃もえ尽きたら、証しよう拠この品のひとつふたつでも持ち帰ればいいでしょう。……何も残らないかもしれないけれど」

　シュナルはつぶやいた。何も残らないなら、そのほうがシュナルにはありがたい。せめて燃える炎を記き憶おくに残しておこうとでも言うように、シュナルは燃える工房を凝ぎよう視ししている。

　そして、工房のある一画が全焼した一五日後。

　ついに開かれた神聖会議に、バシュラールは姿を見せなかった。


◆



「それでは、次に神に弓引く者の処分について告げる！」

　神聖会議当日。

　長い会議も、もう昼の休きゆう憩けいを挟はさんでからしばらくたっている。会議貴族たちは多くが倦うんでいたが、親衛隊の言葉に緊きん張ちようが走った。皇こう帝ていが誰かを気まぐれに裁こうとしている。

　前々からの噂うわさで、誰が裁かれるかは多くの者にとって予測がついていた。

　着き飾かざった貴族たちは、円形の議場の最さい奥おうに座す皇帝を見上げた。壮そう麗れいな階段状建築の上に玉座を置き、背後の台座にアンズのような大きさの貴石を山ほどつけた金色の本を掲かかげて、皇帝は暗く沈黙している。

　代わりに会議を進めているのは、皇帝の周りを固めた側近連中だ。

　モルガンの合図で、親衛隊がまた声をあげる。

「かねてより、神聖皇帝シギスムンド陛下は慈じ愛あいと法をもって万ばん民みんにあたってこられた。諸君は諸君なりに、民たみは民なりに、陛下の愛にお応こたえせねばならぬ。その信しん頼らいを裏切り、諸君らの中に陛下に弓引くものがあるとの知らせが入ったことは、まことに嘆なげかわしい。これは神への冒ぼう瀆とくである。──弁明があれば声をあげよ。トロイヴァス公、ガストン・ベルジュ！」

　追つい及きゆうの声は議場に響ひびくが、答えるものはない。

　貴族連中が冷や汗あせ混じりに、空席となったトロイヴァス公の席を見やる。

　トロイヴァス公本人はもちろん、代わりに出席するはずだったバシュラールの姿もない。こうなると、あえて危険を冒おかして弁護を試みるものもいない。

　皇族であるトロイヴァス公までもが処分されるのなら、一体次は誰だろう。貴族たちは戦せん々せん恐きよう々きようとするのみである。落ち着かない沈黙の中、帝てい都と中央にある千年樹の塔とうで巨きよ大だいな鐘かねがいっせいに鳴りだした。重苦しい運命を告げるかのような鐘の音にのせて、男物の正装をまとったモルガン・シャイエがよく通る声で叫ぶ。

「沈黙をもって弁明の意思なしととる。トロイヴァス公の爵しやく位いと領地、全財産は、このときより皇帝陛下に返へん還かんされる。トロイヴァス公の計画に荷か担たんした者があれば申し出よ！　厳しくとがめ立てはしない」

　モルガンに注目した多くの貴族たちに、いささか怪訝けげんそうな表情が見え隠かくれする。

　皇帝への反逆は大罪。直接計画に荷担していなかろうと、親類縁えん者じや、知人友人まで皆みな殺ごろしは普ふ通つうの処断だ。それを厳しくとがめ立てしないとは、どういうことだ？

　疑問に答えるよう、今度は若き皇帝が静かに語り出す。

「寛かん大だいすぎる措そ置ちは善ではない。むしろ悪を生む温おん床しようだと、わたしの祖先はそう言った。しかしわたしはあえて過去の言葉に背こう。なぜなら、わたしたちにはなおもまだ強大な敵が残っているからだ。そう、東方という悪あく霊りようが！」

　凛りんとした言いように、しかし貴族たちは耳を疑った。

　東方だと？　あの、『戦たたかうだけ無む駄だ』で有名な東方？　おおむね良好な外交関係を築き上げている、広大な秘境ではないか。貴族の思いはよそに、皇帝の瞳ひとみは段々と光を増した。

「わたしは神の僕しもべであり、法と秩ちつ序じよの僕だ。ならばこそ、『鳥の神』を受け入れず、『法の書』を軽かろんじてきた、あの森の種族こそがわたしの敵である。あの暗黒の森を切り開かずして、帝国の栄光はない！　まったき『法』の支配はない！　先祖が長く望みながら、ついになしえなかった東方遠えん征せいを、わたしは行いたいと思う」

　語るうち、皇帝が興奮してくるのが議場の面々にも肌はだで感じられた。

　皇帝は本気だ。周りを取り囲むモルガン始め側近たちも、皇帝の言葉に感心した風を装っている。感かん涙るいさえ流してみせるものもいる。

　確かに宗教的な立場から言えば、帝国の東方遠征は必然だ。しかし神が実在するとされるこの世界での宗教は、現実的かつ土着の性質を色いろ濃こく持つものなのだ。現実を吞のみこんで宗教論だけが先走り、戦にまでなるという事態は未いまだかつてない。貴族たちはぽかんとしている。

　皇帝は長い毛皮を引きずって玉座から立ち上がり、強く拳こぶしを握にぎって叫さけんだ。

「東方には長く魔ま物ものが出なかったという。しかしついにミズネ・タカミネは魔物によって滅ほろびた。これは前まえ触ぶれだ。世界は東方からほころび、滅びのときを迎むかえようとしている！　今こそ動かねばならぬ。戦のときだ。わたしはこの冬のうちに東方を焼く！　『世界に秩序を』！」

　側近たちはおお、と声をあげたが、議場一いつ杯ぱいの貴族からあがる声はまばらだ。

　有力貴族のひとりが勇気を振ふり絞しぼり、わずかに顔をあげて発言する。

「……陛下、真冬の戦など、前例がございません。我々にも話し合いの機会をいただきたい」

　貴族同士の考えをまとめたい、というのだ。

　今までの慣習からすれば妥だ当とうな提案だったが、皇帝はすっと青ざめて吐はき捨すてる。

「却きやつ下かだ。お前も後ろ暗いところがあるのだな？　聞き出してやる。川辺でむち打て」

　啞あ然ぜんとした老貴族が速すみやかに連れて行かれると、もはや反対の声もあがらなかった。

　皇帝は細く息を吐いて玉座に崩くずれ落ち、代わりにモルガンが一歩前へ出て、戦費の分配についてを朗々と読み上げ始める。

　次々と明らかになる無む茶ちやな要求に、議場には無言の悲鳴が満ちる。

　皇帝はひとが変わったかのようにぼんやりとそれを見つめ、つぶやいた。

「──いささか疲つかれたな。アニエスに、会いたい」


◆



「まったくとんでもないことをしてくれたな、ヤウザ・カレカ」

　光魔ま法ほう教会の幹部魔ま導どう師しの集まる仮想会議室で、老魔導師のラインゾルトが重い声を出す。

　ヤウザは沈ちん黙もくを守った。ヤウザがデクストラを教会から逃にがしたことは、すぐに発覚したのだ。だが他ほかの魔導師たちがそれを知ったときには、もはやデクストラの行方ゆくえは追えない状態になっていた。ラインゾルトは続ける。

「デクストラ様を逃がした馬車は、帝都第三層にて親衛隊に略りやく奪だつされきった姿で発見された。デクストラ様のお姿はなかったが、護衛は全員死体で見つかったそうだ。襲しゆう撃げき者しやには魔導騎き士しがいたとの噂うわさもある。おそらくは、ここを監かん視ししていた親衛隊がデクストラ様の脱だつ出しゆつに気づき、魔導騎士が追っ手に加わったのであろう。この殺された護衛というのはおぬしの部下か？──ヤウザ。せめて、少しは哀かなしい顔でもしたらどうだ」

「哀しい顔で死者はよみがえりません。また、護衛が全員死んだわけでもありません」

「……どういう意味だ」

　半ばうんざりとした調子でラインゾルトが問う。ヤウザは背を正して答えた。

「正式に任じたわけではありませんが、ディルヴィルがついていったはずです」

　ヤウザの告げたリュリュの名に、失笑とも淡あわい怒いかりともつかない雰ふん囲い気きが生まれる。

　ひとりの魔導師が皆みなの気持ちを代表するように言う。

「あの綺き麗れいなだけの役立たずがか？」

「あれもわたしの部下です」

　冷たく言って沈黙するヤウザに、ラインゾルトは深いため息を吐いた。

「よいか、ヤウザ。おぬしは若い。任を解かれるとなって自じ暴ぼう自じ棄きになったのやもしれんが、その考えは浅いぞ。デクストラ様にはまだ、果たしていただくべきお役目があったのだ」

「──その『お役目』というのは、異母兄あに上うえのご機き嫌げん取りのことか？」

　急に響ひびいたデクストラの声に、七人の幹部魔導師は息を吞んで振り向いた。

　ぱりぱりと音を立てる仮想会議室の隅すみに、たたずんでいる少女がいる。

　薄うす黄色い髪かみに、不思議なほど透すき通った赤あか紫むらさき色いろの瞳。少年じみた瘦そう身しんは、しかしデクストラの華か美びな白い衣装ではなく、黒に銀の刺し繡しゆうをした衣に包まれている。ミリアンだった。

　ラインゾルトは落らく胆たんとも安あん堵どともつかない気持ちで背筋を正し、ミリアンに言う。

「スィニストラ様──もとい、ミリアン・カレスティア様。ここにいらっしゃるとは思わず、ご無礼を。侵しん入にゆうの瞬しゆん間かんにはわたしも気づきませんでした。魔法の腕うでをあげられましたな」

「本当？　本当に私の魔法、上手になった？　デクストラとなら、どっちがうまい？……デクストラの真似まねは、どう？　だまされた？」

　いきなり普ふ段だんの言いように戻もどられ、ラインゾルトは複雑な表情になって答える。

「魔法に関しましては、デクストラ様に一日の長がございます。ミリアン様は覚かく醒せいしてより丸一年も経たちませぬゆえ。しかし、才能はデクストラ様と同じ。お体とお心が強いぶん、成長は大変めざましいものがございます。……真似に関しましては、完全にだまされました」

「そう。なら、私、魔法をもっと学ぶ。デクストラよりもうまくなる。そして私が、デクストラの『続き』を生きます」

　きっぱりと言い切ったミリアンに、ラインゾルトは一いつ瞬しゆん言葉を失した。

　他の魔導師たちも驚おどろき、戸と惑まどい、次に不安を覚える。

　ミリアンの視線は強いが、あまりに無む垢くだ。本当にこの少女は自分の発言の意味を理解しているのだろうか？　沈黙の中、ミリアンはヤウザを見て言う。

「ヤウザがデクストラを逃がしたのは、私が頼たのんだからです。私は、あなたたちを困らせたいわけじゃない。世界を危なくしたくもない。ただ、私はどうしてもデクストラが好き。……デクストラは、ここにいたら、きっともうすぐ死んでしまったから」

　まっすぐに言われて答えようをなくした魔導師たちに、ミリアンはまっすぐに問う。

「『七しち賢けん人じんの玉座』に組みこまれると、心がなくなってしまうというのは、本当？」

　唐とう突とつに光魔法教会の秘密に切りこまれ、魔導師が口ごもる。

「それは……」

「本当です、スィニストラ様」

　ヤウザが冷たい声で言った。冷たいが、真しん摯しな声だった。

　ミリアンは目を伏ふせ、もう一度ラインゾルトを見上げる。

「……心がなくなるのは困る──けど。がんばったら、どうにかなりませんか？」

　ラインゾルトはミリアンを見下ろし、彼女の透とう明めいな瞳ひとみに見入った。無む邪じや気きだ、まるで幼児だ、そう思っていた少女の瞳の奥に、何かひやりとするようなものが見えた。

　ぞっとするような覚かく悟ごの色だった。

　戦せん闘とう種族エル＝ウルキアに育てられたミリアンの強さ。それは彼女が見た生死の数による。デクストラとはまったく別の場所で、ミリアンも常に命のやりとりをして生きてきたのだ。

　これは、ただの子供とは違ちがう。ひょっとしたら、何かを成し遂とげるかもしれない。

　直感したラインゾルトは、奇き妙みような感動すら覚え、ゆっくりと言う。

「……我々も、日々『がんばって』、『七賢人』の改良に努めておりますし、表向き任を解かれようと『七賢人』には関かかわり続ける覚悟ゆえ……どうにかなる、やもしれません。はっきりと、お約束はできないのですが」

「じゃあ、私もがんばります」

　ミリアンは少し笑って、ラインゾルトの手をそっと握にぎった。

「私を、助けてください」

　目を合わせての囁ささやきに、ラインゾルトは己おのれの錆さびた心が震ふるえるのを感じた。

　うら若い少女が命をかけてまで何かをやろうとしている。心から協力を願われ、老いた身を捧ささげない理由があるだろうか。ラインゾルトは淡い満足感と共にひざまずき、頭こうべを垂れた。

　ミリアンはラインゾルトの肩かたに軽く触ふれ、ひとりずつ他の魔導師の手も取って回る。

　難しい顔をしていた魔導師たちも、実際にミリアンに手を取られ、助けてほしい、と真摯な言葉をかけられると、不思議と素す直なおにうなずくしかなくなった。

　それは魔ま法ほうのような、だがけして魔法では強しいることのできない心の動きだ。

　七人の魔ま導どう師したちはどこか心穏おだやかになって頭を垂れ、ラインゾルトが言う。

「ミリアン様、その決意は大変尊いもの。我ら全員、ご覚悟を言こと祝ほぎます……！」

　続けようとして、ラインゾルトは神経の端はしにひっかかる異常を感じた。

　ミリアンを含ふくめ、他の魔導師も顔をあげる。光魔法教会本部に何かが起こっていた。

　女魔導師が仮想会議室の片かた隅すみへ歩み寄り、転がっていた小さな鈴すずを拾い上げた。涼すずやかな音を立てるそれを耳に寄せると、仮想会議室の外からの連れん絡らくが女魔導師の耳に飛びこむ。

　女魔導師は顔色を変えて皆みなを見み渡わたした。

「急の知らせです。神聖会議が終わりました。会議では親衛隊の承しよう認にん、貴族の権限の制限、東方遠えん征せいの決定の他、皇こう帝ていに限って身内との婚こん姻いんが許される、との決定がなされた様子。──皇帝陛下は、デクストラ様にお会いしたいと仰おおせで、こちらへ向かっていらっしゃいます」

　とんでもない──しかしある程度予測されていた決定の数々に、魔導師たちは苦い顔を合わせる。それにしても、皇帝はまだデクストラが逃にげたことを知らないのだろうか。

　魔導師たちの複雑な視線を受けて、ミリアンは小さくうなずいた。

「私が、皇帝と会います。大だい丈じよう夫ぶ、私、デクストラと同じ顔だもの」

　言ってから、ミリアンは急に少し不安な顔になって付け加えた。

「……私が皇帝に会うこと、カナギには内ない緒しよにして。きっと、反対するから」
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　当のカナギは、その頃ころ浅い眠ねむりに身をゆだねていた。

　デクストラを逃がしたことがばれ、ミリアンやヤウザと別れて自室へ追い立てられたところで体の限界がきたのだろう。またもふつりと意識が途と絶だえてしまったのだ。

（まずいな。まだ死ぬと困るんだ。戻もどらないと）

　半ば夢の世界にたゆたいながら、カナギは途と方ほうに暮れている。

　毒によって朽くちかけた体は思うようにならず、苦痛から解放された意識はすぐにほどけてしまいたがる。こんなとき、カナギはいつもソラの夢を見る。

「……君、わたしの記き憶おくの中のカナギですね？　一体どうしてそんな姿で出て来たんです」

　白々した夢の中、なおさら白いソラの影かげが視界をよぎり、またろくでもないことを言う。

　カナギは実にうんざりして返した。

「黙だまれ、ばか。お前はいつまでもそんなことばっかり言ってるからばかなんだ。いいか、ばか。聞いとけ、ばか。最初はバシュラール、次に皇帝陛下って、お前、捕つかまる相手が悪すぎるんだよ！　嫌いやがらせか？　俺は勢いよく死にかけてるし、どうやって取り戻せっていうんだ！」

　叫さけんでみても、夢の中のソラは返事をしない。

　せっかくなので、カナギはここぞとばかり文句を言い連ねることにした。

「大体普ふ通つうはご乱心の皇帝陛下にさらわれました、って言ったら悲ひ惨さんな状じよう況きようを想像するんだけどな、お前に関してだけはそういうふうに頭が働かん。お前、絶対ばか話とかしてるだろ？　で、誰もつきあってくれなくて、ものすごく微び妙みような立場になってるだろ!?　いいか、お前には絶対に俺が必要なんだ。どんなばか話にもつきあって頭はたいてやるから、お前はとっとと戻ってこい！　不死者なんだろ？　なんだかすごい技でも使って戻って来いよ！」

　夢の中でも悪態を吐ついていると、不意に錆びた声がした。

「カナギ・サンスイ。死んだのか？」

　驚おどろいて目を見開くと、視界に見知った顔がにじんだ。

　厳しい容よう貌ぼうの壮そう年ねんの男。見み間ま違ちがえようもない青い瞳。東方会議の議長だった。

「いえ、まだ……です、が……。議長、どうしてここへ？　お怪け我がはもう、いいんですか」

　寝しん台だいから下りようとしたカナギを手で制し、議長は枕まくら元もとの椅い子すにかけた。

　大きなてのひらで、戦勝記念式典の際に矢を射られた己の肩を叩たたいてみせる。

「お前と違って、わたしは健康でな。もうむずがゆいくらいだ。近日中に東方へと発たつ」

「そうですか」

　カナギは複雑な気分で答えた。

　戦勝記念式典の際、カナギは東方から帝てい国こく軍を退かせるための交こう渉しようにやってきていた東方会議議長を暗殺から救った。そのときの立ち回りで疲ひ弊へいしたカナギは、事件の決着直後に昏こん倒とうしてしまい、以降を伝聞でしか知らない。

　議長も光魔法教会が保護したと聞いてはいたが、カナギは東方人種に恨うらまれている身である。借りていた剣けんは人づてに返したものの、直接議長に会いには行けなかった。

　しばらくぶりに会う議長は、案外きさくな笑えみを浮うかべて続ける。

「寝ねていたのなら知らんだろうが、先ほどの神聖会議で、皇帝は東方遠征を決めた。──しかし魔導師どもは、この戦いくさに反対らしい。確かに得るものは少ない戦だ。なるべく被ひ害がいを出さずに決着させようと、魔導師どもはわたしに交渉役を求めてきたぞ。東方と皇帝の間を調整するためなら、護衛をつけて東方へと脱だつ出しゆつさせてやると言うのだ。こちらに断る理由はない」

　帝国と東方が戦になる。

　その事実はいたくカナギを傷つけたが、議長の落ち着いた言いようは救いだった。

　このひとが帰ればどうにかなる。そう思える。カナギは言葉少なに頭を下げる。

「……道中のご無事をお祈いのりいたします」

「一いつ緒しよに来るか」

「は!?」

　いきなりのことに顔をあげたカナギに、議長は眉まゆをひそめた。

「素すっ頓とん狂きような声を出すな。どうにも軽々しい男だな。一緒に来るか、と訊きいている」

「しかし──俺は、東方遠征のきっかけを作ったような人間で……」

「確かにそうだ。だが、帰りたくはないのか」

　しどろもどろの言葉を断たち切られ、カナギは呆ぼう然ぜんとした。

　帰れる。東方に帰れる。議長と共に、しかも護衛つきだ。

　危険はある、しかし急に故郷が現実味を帯びてカナギの脳のう裏りによみがえる。

　あの深くて恐おそろしい森、水の匂におい、刃やいばも入らぬ石いし壁かべ、もの柔やわらかに喋しやべる人々、空の色すら帝てい都ととは違ちがう。帰りたい。気持ちが先にあふれてしまい、カナギは言った。

「……帰りたいです」

　言ってしまってから胸が苦しくなる。どの口が言った台詞せりふだ。自分に東方を愛する資格などもはやないはずなのに。青ざめるカナギに気づいているのかどうか。議長は言う。

「そうだろう。わたしもこちらの医い療りよう院は性にあわん。達人位の薬くす師しが供の旅は魅み力りよく的だ。この際、お前の罪についてはしばし目をつむろう。東方へ帰れ」

　あまりに強く優やさしい言いように、カナギは言葉をなくした。

　強がることもできず、困り果て、どうにかひと言だけ絞しぼり出す。

「……なぜです」

　なぜこのひとは、こんなにも寛かん容ようなのだろう。

　議長は以前、はっきりカナギのことを許さないと言っていたのだ。

　カナギの問いに議長はうなずき、椅子に立てかけていた東方剣をつかんで持ち上げる。

「わたしはただひとりの人間として、お前に剣を託たくした。お前は剣で応こたえた。東方会議議長としてのわたしは、けしてお前を許さん。しかしひとりのひととしてはお前に礼をせねばならん。お前を裁くのはわたしではなく、東方の土だ。東方の森を見ろ。土と水の匂いをかげ。そして己の心に罪のありかを問うがいい。お前の心に後ろ暗いところがあれば、お前は故郷を死に場所にして果てるだろう。お前にはそれくらいの気き概がいはある。違うか？」

　問われても、カナギには答えようがなかった。

　気き恥はずかしいような、胸むな苦ぐるしいような気分を抑えこみ、カナギはどうにか言葉を選ぶ。

「議長……ありがたいお言葉です。でも、俺はそんなろくな人間じゃありません。そんな気概なんかない。ただ、死ねないから生きてただけなんです。ただそれだけなんです。俺は……あなたが言うような人間じゃない。あなたが言うのは理想です。あなたの理想です。だけど、今は──俺の理想、でもあります」

　言ってしまってからカナギは強く目を閉じた。

　体と心が震ふるえている。今いま更さら理想を語る自分を心から恥じている。

　しかし、この気持ちは目の前のひとが与あたえてくれたものだ。まだ理想を語ってもいいのだと、なぜか議長は言ってくれている気がする。カナギはどうにか目を開けた。

　議長はまっすぐ見つめてくる。

　カナギもどうにか見返し、言った。

「……俺はあなたの言うように生きたい。あそこに、帰りたい」

　議長はしっかりとうなずく。笑いはせず、すぐに席を立った。

「──よし。ならば決まりだ、用意ができ次し第だい発つぞ。時間が経たてば経つほど、帝都を脱出できる可能性は低くなる」

　言われて、カナギはソラとミリアンのことが強く気になりだす。

　あのふたりは、容易たやすく帝都を離はなれられる立場ではない。

　カナギは寝しん台だいから下りながら、歯切れ悪く切り出す。

「──すみません、その前に……その、ここまで一緒に来た仲間がいまして」

「ほう、その状じよう況きようで仲間を作ったか。ならば今後の身の振ふり方は仲間ともよく相談しろ」

「ありがとうございます……その。色々問題はありますが、いい奴やつらです。……多分」

　カナギは柄がらでもなくもごもごと言いながら扉とびらへと歩み寄ったところで、扉の向こうの気配に気づいた。誰かが扉の外にいる。

　危険なものは感じ取れなかったため、カナギは議長を手の合図で止め、そっと扉を開いた。

　廊ろう下かにたたずんでいたのはヤウザだ。

　ほっとして出てこようとしたカナギを、ヤウザは無表情に押し戻もどす。

「外に出ないでください、カナギ」

「ヤウザ、デクストラのことはもういいのか？　ミリアンはどこにいる？　話があるんだ」

「……彼女は皇こう帝ていと会う準備をしています。デクストラ様の身代わりですよ。皇帝一行はもうすぐ到とう着ちやくする。出くわしては面めん倒どうです。部屋にいてください。議長、あなたも自室へ」

　急な話に、カナギは一いつ瞬しゆん何がどうなったのかわからない。

　しかしすぐに皇帝がデクストラに求きゆう婚こんしていたことを思い出した。

（ミリアンがデクストラの身代わりとして皇帝に会うってことは、また皇帝に迫せまられるか……いや、そうじゃないだろ、十中八九それ以上の状況になるってことだ！）

　正しく事態を認にん識しきした途と端たん、頭に血がのぼり、カナギはとてつもない悪性のめまいに襲おそわれた。ひどい顔色で壁かべにすがり、カナギは必死に言う。

「ちょっと待て、ヤウザ！　俺は聞いてないぞ!?　なんだ、その身代わりってのは！」

「聞いていないのはミリアン様自らが、あなたには言うなと口止めなさったからですよ。あなたの様子を見て、ミリアン様の判断は正解だったとしみじみと思いますねぇ」

　ヤウザは冷れい徹てつな中にも呆あきれを見せながら言い、議長は少し面おも白しろそうにカナギを見る。

「カナギ、お前の仲間というのは女か？」

「違います！」

　カナギが嚙かみつくように否定すると、議長はちょっと気の毒そうな顔になった。

「……男か？」

「それも違います！」

　なんだかよくわからない様子の議長をよそに、ヤウザは肩かたをすくめる。

「諦あきらめなさい。ここは男らしく、ミリアン様に任せて待つしかありませんよ」


◆



「ようこそおいでになりました、我らが誇ほこり、神聖皇帝陛下」

　重苦しいほどに静かな夜だった。

　筆頭魔ま導どう師し、ラインゾルトが角かく灯とう片手に深く頭を下げる。彼の背後ではぽつぽつと明かりを灯ともした光魔ま法ほう教会本部の双そう塔とうが、闇やみに白々とその威い容ようを見せている。

　静せい寂じやくにはときたま馬のいななきが交じった。

「ごたくはいい。アニエスはどこだ」

　邪じや険けんに言う皇帝には、いかにも場ば違ちがいな重装の騎き士しが連つれ添そう。

　奇き怪かいな鎧よろいをまとった対魔導師部隊、魔導騎士であった。かつて幹部魔導師を魔導騎士に殺されたこともあるラインゾルトだが、ここでは嫌いやな顔ひとつしない。

「──ご案内いたします。皇帝陛下、おそれながら、デクストラ様はお体にいささか不調を抱かかえておられます。今も眠ねむっておられますことを、どうぞ寛かん大だいなお心でお許しくださいませ」

　案内に立つラインゾルトの言葉に、親衛隊たちは視線を交かわした。

　魔導師たちがデクストラを薬か魔法でわざと眠らせ、皇帝の気を削そごうとしたのかと疑っているのだ。しかし皇帝本人は何も言わず、ただぎらついた目で歩調を速める。

　目の前で次々に扉が開かれ、皇帝は式典のときよりもさらに奥へと招かれる。

　つるバラの留め金が愛らしい扉の前まで来たところで、魔導騎士の隊長らしき男がうやうやしく皇帝に声をかける。

「おそれながら、皇帝陛下。もしものことがあってはなりません。無ぶ粋すいとは承知で、わたしを中へお連れくださいますよう」

「もしもだと？　まさかアニエスがわたしを害するとでもいうのか？　ばかな。いちいちお前の愚おろかな考えをわたしの耳に入れるな、思考時間の無む駄だだ！」

　皇帝は吐はき捨すて、魔導騎士は深く腰こしを折って黙だまりこむ。

　沈ちん黙もくの中、女魔導師が扉をなでた。鍵かぎをいじる様子もなかったが、つるバラの扉はゆっくりときしみを立てて内側へと開く。すべて開くまで待ちきれず、皇帝は室内へと踏ふみ入った。

「アニエス」

　囁ささやく皇帝の声は震ふるえている。

　円形の室内は壁一面に飛び立つ鳥の文様が刻まれ、天てん井じようから幾いく重えにも紗しやがかけられていた。雲のように視界を遮さえぎる紗をはねのけ、はねのけて中央へ近づいていくと、やがて天てん蓋がいつきの円い寝台へ行き着く。

　枕まくら元もとの香こう炉ろが甘く重い煙けむりを零こぼす、その下に目当ての少女は眠っていた。

　白い飾かざり編みと重い金の装そう飾しよく品ひんで飾られた少女──デクストラ。

　皇帝は感かん涙るいすら浮うかべて寝台の端はしに膝ひざをかける。

「アニエス──やっと会えた。やっとお前を助けてあげられる。かわいそうに……魔導師どもに眠らされているのだろう？　お前は無知で愚かだから、そうやってかごの鳥のように飼われているのだ。お前を助けられるのは、世界にこのわたしだけだよ」

　興奮を隠かくさずに囁き、皇帝は少女の頭の脇わきへ手をついた。柔やわらかな敷しき布ふが沈しずみ、少女が薄うすく目を開く。希け有うな赤あか紫むらさき色いろの瞳ひとみが、ゆらりと揺ゆれて皇帝の姿を映す。
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「異母兄あに上うえ」

　囁き返す声も、確かに皇帝の知るデクストラのものだ。

　皇帝は神経質に引きつった笑いを浮かべ、少女の頰ほおをなでた。

「おお……わたしの声が魔ま導どう師しどもの悪あく辣らつな技を打ち破ったのだな。もう安心していいよ」

　皇こう帝ていの声は不安定に揺れながら甘くなり、彼の唇くちびるが少女の額に触ふれる。次に柔らかな頰に。最後に少女の細い顎あごを震える指でなぞり、唇に口づけようとしたとき、少女がつぶやいた。

「待って」

　小さな声だったが、皇帝はぎょっとしたように体を起こし、少女を見つめる。

　皇帝の瞳には、また狂きよう気きに似た怒いかりが宿り始める。

「なぜだ？　なぜわたしに命令する？」

　怒ど気きをこめた声に、少女は瞬まばたいた。ゆっくりと寝しん台だいの上で体を起こし、皇帝を見上げる。

「命令──ではない。訊ききたいだけじゃ。なぜ、そういうことをする？……普ふ通つう、兄妹きようだいというのは、こういうことはしないと思うのだが」

　無む邪じや気きな言葉に、皇帝はいらいらと答える。

「お前はそれだから愚かなのだ。なぜ神に近い皇帝が、普通である必要があるのだ？」

「それは、多分……普通のほうがしあわせだからだと思う」

　小首をかしげて言われ、皇帝は思わず目を瞠みはった。

　啞あ然ぜんとし、何度か言葉を失ってから、身を乗り出して叫さけぶ。

「しあわせ？　お前がしあわせを語るのか？　まさかお前は今、しあわせだというのか!?」

「……我は、それなりにいつもしあわせじゃ」

　少女は少し考えてからいい、深くうなずく。その態度に噓うその気配など少しもなかった。

　皇帝はひどく青ざめ、勢いよく少女の両りよう肩かたをつかむと吠ほえるように続けた。

「だまされている！　だまされているぞ、アニエス。あの魔導師どもめ！　奴やつらはお前の心まで壊こわしてしまったのだ。よいか、お前がしあわせなわけがないだろう！　純血のシェルヴェン家は魔法力を強めるためだけに、家か畜ちくのごときかけあわせを繰くり返す一族！　あげくにお前の母は、夫と引き離はなされてわたしの父に供され、お前を生んだ後に暗殺されたのだぞ!?」

　皇帝の話に、やっと少女の瞳が不安に揺れる。

　皇帝は逆に少しだけ安あん堵どし、自らの台詞せりふに酔よいながら語り出す。

「お前はわたしと同じなのだ、アニエス。お前の気持ちがわかるのは、広い世界にわたしだけだ。わたしたちは同じ孤こ独どくを持っている！　わたしの母は政略結けつ婚こんで父と一いつ緒しよになり、すぐに父の気まぐれで遠ざけられた。田舎いなか町に追いやられ、日々の糧かてにも困る生活を送らされて凍とう死ししたのだ。あげく、適当な後こう継けい者しやがいなくなれば、突とつ然ぜん帝都から使者がやってきて、わたしが次の皇帝なのだと言う！」

　そこまで語って、皇帝は一息吐いた。彼の瞳には、怒りと等量の恐きよう怖ふが混じっている。

　いや、むしろ恐怖のほうが根深いものであった。耐たえ難がたい恐怖に耐えるため、皇帝は怒っているのだ。皇帝は過去の幻げん影えいに囚とらわれたまま叫ぶ。

「帝てい都とへ連れて来られ、わたしが最初に見せられたのは皇位継けい承しよう争いに敗れた者の処しよ刑けいだ！　毎日、毎日処刑ばかり！　以来眠れば処刑の夢ばかり見る。血まみれの顔で親族たちが現れ、次はお前だとわたしを呪のろう！　そうだ、わたしには魔法力もなく、皇帝でありながら世界の真実を知ることもない。ただの若造だ。少しでも状じよう況きようが変われば廃はいされるだろう。そんなわたしが、この魔ま窟くつでどうやって生き延びていけばいいと思う？」

「……わからない」

「知ることだ、アニエス。わたしはお前のように無知ではいられない！　ひたすらに知ることだ。多くを、少しでも多くを！　ひとの知はいずれ魔法に勝まさる！」

　叫びすぎて息切れを起こし、皇帝はしばらく呼吸を整えた。

　少女を見下ろせば、彼女は薄黄色いまつげを伏ふせて何かを憂うれうような風ふ情ぜいだ。

　少女の様子に同情心でもわいたのか、皇帝は少しだけ語調を柔らかにする。

「一緒になろう、アニエス。法を変えたんだ。一緒になれる。お前を守ってやれる。わたしは世界も変える。まずは皇位を狙ねらう邪じや悪あくな者どもを片づけ、その後わたしは神となるのだ。神になれば怖こわいものは何もない。死者の夢も去り、誰もわたしを傷つけられはしないだろう」

　やっと皇帝が黙だまると、少女はそっと視線をあげた。

　彼女の瞳には、もうさっきの不安はない。少女は皇帝を眺ながめ、ぽつりと言う。

「……死んだひとの夢を見るのは、死んだひとが生乾きだからなのじゃ」

「生なま乾がわき……？」

　妙みように生々しい単語に、皇帝は虚きよを突つかれたようだった。

　うまく返答ができずに皇帝が硬こう直ちよくしているうちに、少女はこくりとうなずく。

「うむ。ひとを殺したときは、なるべく埋まい葬そうしなければならぬ。それができぬときは、心で埋葬せねばならぬ。どうやるかというと、まず眠ねむる前のひとときに、心に墓地を思い浮かべる。そうして土を掘ほる。掘って、掘って、死人をきちんと埋うめる。死人の名を知っているなら、墓標に刻む。すべて心の中でやる。それを、死んだひとが夢に出なくなるまで続けるのじゃ。やがて死んだひとが夢に出てこなくなったら、死んだひとが乾いた、と我は思う」

　たどたどしい言葉の羅ら列れつだった。しかし、皇帝には何も言い返すことができなかった。まるで家庭料理の調理法のように、妙な実感のある教えだ。

　皇帝は改めて少女を見つめる。部屋は暗い。明かりといえば、枕まくら元もとで燃える燭しよく台だいひとつ。揺ゆらぐ光に照らされる少女は、確かに見知った顔だ。いや、記き憶おくの中の顔より少しばかり健康そうになった気もする。何より、瞳ひとみの光が違ちがう。静かに、はっきりと輝かがやいている。

「アニエス、いや、お前、は……？」

「我はたくさんひとを殺したが、皆みな、埋葬したぞ」

　少女が言い、皇帝は今度こそ言葉をなくした。

　そういえば、青年皇帝はひとを傷つけたことはあっても、自ら人殺しをしたことはない。

　少女はまた小さく首をかしげ、少し考えてから、軽く両手を開いた。

「おぬしには、怖いものが多いのじゃな。……触さわってよいか？」

「……許す」

　半ば無意識に皇帝が答えると、少女は寝台の上をいざり寄り、ぎゅっと皇帝の体に抱だきついた。皇帝はこれにも反応できず、呆ぼう然ぜんと中空を見つめている。

「兄上」

　胸のあたりで少女が囁ささやく。囁かれた胸のところから、不思議に温かいものが皇こう帝ていの中に広がっていく。痛むように染しみる温かみに耐えきれず、皇帝は少女を見下ろした。

　すると少女も顔をあげ、皇帝を安堵させるような声で言う。

「一緒に眠ろう。目が覚めれば、きっと少しは怖くなくなる」


◆



　カナギにとってはまんじりともできない夜が明けた。

　ミリアンと皇帝が会っている。しかも、ミリアンはデクストラのふりをして。

　考えるだにじっとしてはいられなかった。カナギとしては扉とびらを蹴け破やぶってミリアンの襟えり首くびをつかんで引きずり出したいところだが、それを実行に移せるほど事情は単純ではない。

　実際、やろうと思っても不可能でもあったろう。皇帝は山ほど護衛を連れてきていたし、光魔導師たちもカナギとミリアンの存在を皇帝側に知らせないよう躍やつ起きだ。

（大体、これはミリアン自身が決めたことだ）

　光魔法教会の正面を見張れる部屋で、カナギは沈ちん鬱うつに考える。

　ミリアンはあるところは純じゆん粋すい無む垢くだが、あるところは恐おそろしく割り切れた少女だ。

　やると決めたことは、どうにかしてやり遂とげる。他人がどうこう口を挟はさめる余地などない。

　わかってはいても、カナギは不安だった。あっさり突っ走ったあげくに、ふと自分の知らない場所でとんでもない目に遭あっていそうな彼女が心配でたまらない。

　できることならついて歩きたいし、危険な目には遭わせたくないし、もちろん他ほかの男に触ふれさせるなどもってのほかだ。

（親か、俺は……！）

　重い頭を窓まど枠わくに載のせ、カナギは悶もん々もんとしていた。

　薄うすく開いた板戸の隙すき間まからは、朝の大気がゆるゆると流れこんでくる。ふと、大気に新たな音が交じったのがわかり、カナギは視線を鋭するどくして体を起こした。

　板戸の隙間から目をこらすと、ちょうど教会の正面玄げん関かんが開いたところだ。

　まだ夜が明けて間もなく、辺りには静せい寂じやくが満ちている。

　そんな中、青年皇帝は穏おだやかな足取りで教会本部を歩み出た。

　堂々とした皇帝を見た途と端たん、カナギの胸に鋭い痛みが走る。憎にくしみに似た、もっと純粋な痛み。皇帝を見ているだけでつらかったが、視線をそらすのもしゃくでにらみつけた。

　そんなカナギの視線など感じもせずに、皇帝は魔導騎士に守られて馬車へと戻る。そして馬車の扉が開かれたとき、カナギは初めて、馬車が皇帝専用のものではないことに気づいた。

　馬車の奥に、もう誰かが乗っている。

　遠目にも白々と浮うかび上がるような、不思議な人ひと影かげ。

（──ソラか！）

　直感して、カナギは思わず身を乗り出した。

　白い人影は、馬車から皇帝を出で迎むかえるように手を伸のべている。あの揺れる白は、見慣れた詩人の衣ころもだ。肩かたまでのまっすぐな白はく髪はつだ。確かにソラだった。

（あいつ……皇帝に奪うばわれて、閉じこめられてるんじゃなかったのか!?）

　遠目に見る限り、ソラはいつもの調子だった。皇帝はソラを見るなりわずかに足を速める。馬車に乗りながら、皇帝とソラは談だん笑しようといってもいいような様子で言葉を交かわす。

　ソラは閉じこめられているどころか、拘こう束そくされている様子もなかった。

（なんだ、これ……一体、どういうことだ）

　事態が飲みこめず、カナギは呆あつ気けにとられていた。

　にわかにソラは虚きよ言げんが得意だったことを思い出す。

　ソラは虚言で皇帝を操あやつっているのだろうか？　それとも──ひょっとして。

（噓うそ吐つかれてたのは、俺たち……なのか？）

　初めてそんな疑いが胸に去来し、カナギは我知らず、胴どう衣いの胸むな元もとを強く握にぎりこんだ。

　カナギが見つめる馬車の中では、ソラが静かに皇帝に問うている。

「デクストラ様との逢おう瀬せはいかがでしたか、皇帝陛下」

「デクストラ？　あれが？……ふむ。まあよい、満足した。すばらしく安あん眠みんできたぞ」

　一いつ瞬しゆんは皮肉な笑えみを見せたが、皇帝は穏やかに言った。ビロオド張りの椅い子すに体を沈しずめる皇帝にいつもの不安定さがないのを認め、ソラは意味のない笑いを唇くちびるにのせる。

「なるほど？　陛下のお心を和なごませることができたとは、デクストラ様は確かに皇こう妃ひにふさわしい御お方かたなのでしょう」

「そうだな。それが確かく認にんできて本当によかった。やはり婚こん礼れいは急がぬようにしよう。できるかぎり盛大なものにしたい。東方遠えん征せいの戦勝祝いと同時が、劇的でよいのではないか？」

「東方遠征の後には、陛下は神として完成されているはずです。その後の婚礼は世界の再誕を祝うものとなりましょう。陛下は皇妃様と共に、三度目の世界建築をなさるのです」

　ソラの言葉に、皇帝は満足そうに微笑ほほえんだ。馬車がなるべく静かに動き出す。それでもわずかな揺ゆれを感じたときに、皇帝はちらとソラの足を見やった。

「足はまだ治らぬのだな。モルガンはひどいことをする」

「さて。鳥の羽を切るよりはマシでしょう」

　薄うつすら笑ったソラの両足には白い包帯が巻かれている。

　皇帝たちはソラを逃にがさないため、下手へたに拘束するより簡単で確実な手段を取ったのだ。

　特に痛みを感じているふうでもないソラは、それでも馬車が教会本部から立ち去る間際に一度だけ、何かを探すように本部のほうへと視線をさまよわせた。








３　ねじれの位置









　帝てい都と第一層の大通り。ラングレーとその部下は群衆の中をまっすぐに歩いていた。

　いつもひとでごったがえす場所だが、今は誰もがラングレーたちを避さけて歩く。

　彼らが親衛隊の黒い軍服を着ているからだ。

「……親衛隊なら、全員が『財産の接収』に夢中だと思ってるんでしょうね、彼ら」

　以前からラングレーに付き従ってきた部下が、ぼそりとつぶやく。

　ラングレーは部下にも周囲にも視線をやらず、灰色の髪かみを背に躍おどらせて歩き続けた。

「問題はなかろう。財産の接収は、我々に与あたえられた正式な任務だ。ルーチェ、すまんが、先に支部への報告をすませて来てくれ。わたしはこのまま本部に向かう」

「……はい」

　容よう赦しやのない上官の答えに、部下はつらそうに目を伏ふせて立ち去る。

　ラングレーはひとり、自分を見るなり路地裏や家々へ逃げるように消える人々の間を無言で歩いた。ラングレーたちは元巡じゆん査さ庁の軍人だが、ソラ──もとい不死者を手に入れる、という特とく殊しゆな任務に成功したことを評価され、皇こう帝てい親衛隊へと組みこまれていた。

　きまじめなラングレーは略りやく奪だつで私腹を肥やそうなどとはしないが、民衆にそんなことはわからない。遠く高い塔とうから零こぼれる人工の明かりで、巨きよ大だい建築の中に築かれた街はのっぺりと平面的に見える。灰色の大通りがラングレーの視線の先でゆるく弧こを描えがく。

　薄うす暗くらがりの曲がり角でひとりの職人が立ち止まり、軽く手を上げたのが見えた。

「いよう、グレちゃん」

　妙みように聞き覚えのある声に、ラングレーの表情は少しこわばったようだった。

　しかし声はひと言も発さず、ラングレーは足早に職人の傍かたわらを通り過ぎて路地へと入る。

　帝都の路地は建物の間を抜ぬけ、中庭を通り、立体に交差して果てなく続く。複雑怪かい奇きな街を足早に歩き、廃はい棄きされた日用品がうずたかく積まれた路地の行き止まりまで来たところで、ラングレーはやっと振ふり向く。

　案の定、振り向いたところにはバシュラールがいた。

「よ。長々と知らんふりするんじゃねえよ。俺の尾び行こうがうますぎるのかと思っちまったぜ」

　ついてきたバシュラールはにこにこと言うが、ラングレーはこめかみに血管を浮うかせた。

「バシュラール卿きよう、貴き殿でんはなぜまだこんなところをうろついている！　貴殿を見つけ次し第だい殺すよう、我々は本部より厳命を受けているのだぞ！」

　ラングレーがバシュラールの襟えりをつかんで引きずり寄せると、バシュラールの顔色がすっと青ざめた。血の気のない顔を歪ゆがめ、それでもバシュラールはふざけてみせる。

「ッ……よせよせ。最近の俺は繊せん細さいでなぁ。ご令れい嬢じようを扱あつかうよーに扱ってほしい。お願い」

　しなを作られる気色悪さは一いつ切さい無視し、ラングレーはじっとバシュラールを見つめた。

　バシュラールの不調が演技ではないとわかると、手を貸して壊こわれた椅子の端はしへと座らせる。

「──ひどくやられたようだな」

　バシュラールは腰こしを下ろして一息吐つき、いかにも職人風の上着をひらつかせてみせた。

「まあな。つってもヴァーヴィムの火を投げこまれて、生きてるだけでもめっけもんだぜ。これ。これのおかげ。お前さんの上着を手本にして、冷れい却きやく系の魔ま法ほう陣じんと、人間ひとりぶんと同じ振しん動どうを仕こんだもんだ。ヴァーヴィムの火は確実に生体だけを焼くから、生体の出す振動を相そう殺さいしちまえば火は行き場を失う。あとは冷やしときゃ、炎ほのおなんざ怖こわくなかろうと思ったんだがなぁ。はは、建物の新しい梁はりが燃えて屋根が落ちたんで、危あやうくつぶされるとこだった」

　ラングレーは注意深くバシュラールの話を聞いていたが、途と中ちゆうでわずかに片かた眉まゆをあげた。

「──わたしの記き憶おくが確かなら、貴殿にわたしの上着を見せたことはないはずだが？」

「悪ぃ、前にシュナルに頼たのんで無断で借りた。すげぇ趣しゆ味みの悪い魔法陣の刺し繡しゆう入りのやつな」

　顔色悪くひとも悪い調子で言われたラングレーは顔を引きつらせ、一応小声で叫さけぶ。

「あれは魔導騎士のれっきとした戦せん闘とう服だ！　わたしの趣味は一いつ片ぺんたりとも入っておらん！」

「うん、服装の趣味おかしいもんな、お前さん。だからこそ制服のある職業以外につけねぇんだもんな。しかし親衛隊だけは感心しねぇ。お前さんも部下も不幸になるばっかりだぞ」

　ふざけた台詞せりふに親衛隊への批判が交じる。ラングレーの視線がすっと冷えた。

「──バシュラール卿。貴殿、なんのつもりでわたしに接せつ触しよくした。理由によっては、斬きる」

　バシュラールが見れば、ラングレーの手て袋ぶくろをした手は剣けんの柄つかへとかかっている。実に冷れい徹てつな意思を宿した利きき手だ。迷いなく、機能的で──でも少しだけ情深い。

　バシュラールは、その情に賭かける気だった。

　染しみいるような殺気を感じながら、バシュラールはぽつりと言う。

「なあ、グレちゃん。親衛隊なんぞ辞やめて、俺と一いつ緒しよにやらねえか」

　途と端たんに空気が凍こおった。

　反逆者として追われているバシュラールが、ラングレーを誘さそう先はただひとつ。反乱だ。

　あまりにも冷徹な瞳ひとみがバシュラールをねめつけ、低い声がつぶやく。

「──大逆罪だな、バシュラール卿」

「知ってるぜ？」

　短く言って、バシュラールは笑った。投げ出すように、まったくの無防備だ。

　なんとなく、それでもラングレーは斬らない、と思った。

　もしくは、斬られてもいい、と思った。

　斬られても仕方がないくらい、バシュラールは無む茶ちやを言っているのだ。

　妙にすがすがしい顔で見上げられ、ラングレーはうなるような声を出した。

「では、わたしがどのような思いで自分の隊を親衛隊に編入させたかは、知っているか？」

「知らねえなぁ。お前さんの部隊については、いつでも重要機密扱いだった。カエキリアで再会するまでは、どこにいるかもさっぱり知らなかったくらいだぜ」

「──わたしが貴殿と再会したのは、わたしの部隊が廃棄されたからだ。でなくば、一生会うことはなかった」

　ラングレーの顔は青ざめていた。暗い過去をなぞるため、ラングレーは早口で囁ささやく。

「光魔ま法ほう教会学部を出た後、騎き士し団に入ったわたしは、いくつかの隊を経験した後、魔導騎士の候補者に選ばれた。対魔導師の戦闘に特化したまったく新しい騎士だ。苦難はあったが、成果はすばらしかった。特殊な訓練を重ねたわたしの隊は、誰もが完全に対魔法戦せん闘とうを習得したのだ。一隊だけで魔導師の拠きよ点てんのひとつやふたつは壊かい滅めつさせる力がある。わたしはこの部隊の隊長に任命された。しかし──結局正式採用されたのは、あの不格好な鎧よろいの重装部隊だ！」

　噂うわさとしては聞いていた話に、バシュラールはわずかに唇くちびるを歪めた。

「なるほどねぇ。そんで、正式採用された重装部隊の鎧ってぇのは、特とく殊しゆな訓練なしでも着られるのか？」

「そうだ。鎧さえあれば、魔導騎士部隊を量産できることが評価された」

「ははぁ。いくら量産できたって、不慣れな奴やつが扱うせいでばんばん鎧が壊れて、きっとすげぇ金がかかるぞー。お前さんたちみたいな精せい鋭えい部隊をちこっと作っといたほうが、よっぽど効率的な使い方ができるんだがなぁ。ま、どこにも無能な上司はいるってこった」

　バシュラールに気楽に微笑ほほえまれ、ラングレーは一いつ瞬しゆん黙だまりこんだ。

　もう一度喋しやべり出したときには、ラングレーの声こわ音ねは大分落ち着いている。

「──軍部はそうは思わなかったということだ。我々は宙に浮いた部隊となった。下手に能力だけは持っているがゆえに手放せないが、正規部隊と一緒に使うこともできん。機会さえあれば上層部は我々を廃棄しようと動き、与あたえられる任務は常に危険で困難なものになった」

「……だろうな。そんで、お前さんは部下をどうにか救ってやろうと、貧びん乏ぼうくじ引きまくりながらも部隊を引きずってきたわけだ。で、たどり着いたところが今の地位ってとこか」

　バシュラールがつぶやくと、今度こそラングレーの返事はなかった。

　図星だったのだろう。バシュラールはため息を吐く。

「なあ、ラングレー。なかなか泣かせる話だが、このままじゃ本当に泣くはめになるぜ。こっちに来いよ。体制がひっくり返ったら親衛隊なんぞ解体だ。下手すりゃ殺される」

　言って、バシュラールはラングレーを見た。

　ラングレーもバシュラールを見ていた。

　バシュラールが何を思い、何を言おうとしているのか、真しん剣けんに見定めようとしていた。

　このラングレーのまっすぐさを、昔のバシュラールは心配にも、もどかしくも思った。

　だが、今はどうすればいいのかがよくわかる。

　自分が背負ってやればいいのだ。

　ラングレーに足りない性格の悪さを、自分が補ってやればいい。

　理性と計算と傲ごう慢まんといいかげんさをもって、ラングレーに命じてやればいい。

　不器用さのために自じ滅めつさせるには惜おしい相手だった。

　有能だし、面おも白しろいし、それに、友人なのだ。バシュラールは笑って口を開く。

「俺は自分がどんな状じよう況きようでも面白く生きられる人間だと思ってた。でもなんだか、違ちがうみたいなんだな。冗じよう談だん言って笑いあうには、最低限の生活と、自由に喋れる身分と、他人を面白がらせたいって気き概がいがいるみてぇだ。ところが世界はそういうもんをなくそう、なくそうと転がってってる。つまらねぇよ。──だから、ひっくり返すことに決めた。俺は、俺の思う面白い世界を取り返す。……一緒にやろうぜ、ラングレー卿きよう。俺の作る世界に、まじめさとか、誇ほこりとかいうもんを付け加えてくれ」

　かつてない自然な調子で語るバシュラールに、ラングレーは一度驚おどろき、次に安あん堵どし、最後に何か怒いかりを感じたようだった。

　ラングレーは強く歯を食いしばったが、葛かつ藤とうの末に叫さけびを吐はき出す。

「貴き殿でんは……なぜそういうことを、もっと早くに言わなかったのだ！　家に恵めぐまれ！　才能にも恵まれておきながらの放ほう蕩とう三ざん昧まい！　貴殿が最初からその自覚を持っていれば救われたものがどれだけある!?　わたしがどんな思いで、今まで貴殿を見ていたと思っている！」

　そこまで言って感かん極きわまったのだろう。ラングレーは声を詰つめ、顔を逸そらす。

　剣けんの柄つかにかかった手は、ほとんど泣くように震ふるえている。バシュラールは何度か瞬しばたたいた。

（なんだ。こいつ……そんなに本気で俺のことが好きだったのか？）

　急にラングレーの友情が身近に思えて、バシュラールは決まりが悪くなってしまった。

　くすぐったくていたたまれない気持ちを我が慢まんして、バシュラールは頭をかく。

　バシュラールは今まで、誰に好かれようが嫌きらわれようが気にせず好き勝手に生きてきた。だからこそ、ラングレーのまっすぐなまじめさに憧あこがれてもいた。

　こんな自分に、ラングレーの真しん摯しな友情を受け取るだけの価値はない。

（ないけど、もう好かれちまってんなら……これから大人物にでもなるしかねぇな）

　ため息と共に決めて、バシュラールはきっぱりと頭を下げた。

「今までの俺は本物の阿あ呆ほうだった。……すまん」

　下げた頭の上でラングレーがひどく戸と惑まどっている気配がする。

　ここで頭をあげたら、恥はずかしがり屋のラングレーのことだ。ひどくつらい思いをするのだろう。バシュラールは初めて、心からラングレーを思いやってしばらく待った。

　そろそろいいか、と顔をあげたときには、ラングレーはバシュラールに背を向けている。

「去いね。今日のことは忘れてやる。せめてもの友情の証あかしだ」

　そう言い残し、ラングレーは路地の薄うす闇やみへと消えていく。

　バシュラールは無言で見送った。姿が見えなくなったところで小さく息を吐くと、その拍ひよう子しに体中が痛み、冷や汗あせがたらりとこめかみを流れる。

　追いかける体力もなし、その時機でもなしと見て、バシュラールはひとりごちる。

「しょうがねえ。ここまでだな。……いったんあの女ひとのとこに戻もどるか」


◆



「ギスラン・バシュラールが生きている？」

　怪訝けげんそうに言い、モルガン・シャイエが振ふり向く。

　扉とびらの際に立ったシュナルは、背を正して答えた。

「はい。証しよう拠こはありませんが、そのような気がするのです」

　内容に反してはっきりとしたシュナルの言いように、モルガンはうっすらと笑った。

　ここは宮きゆう殿でん内のモルガンの私室だ。黒っぽい家具の数々は一見地味だが、表面にはすべて暗い色の貴石や高価な色つき大理石がはめこまれ、繊せん細さいな画を描えがき出している。

　モルガンは鮮あざやかな水色に赤あか紫むらさき色いろの花が咲さく、派手な夜着の裾すそを引きずってシュナルに歩み寄った。無表情に立つシュナルを面白そうに眺ながめ、老女は訊たずねる。

「女の直感、ということ？　とはいえ、恋こい心ごころは直感を狂くるわせるもの。お前は自分の望みを口にしているだけなのではない？」

　恋、と口に出されて、シュナルの背筋になんとも嫌いやなものが這はいのぼった。

　予測はしていたが、モルガンはシュナルがバシュラールに惚ほれたのに感づいていたのだ。

　耐たえ難がたい不快をねじふせようと努力しながら、シュナルは一応の理り屈くつを口にする。

「バシュラール様は魔ま法ほう技術には詳くわしい方。以前はヴァーヴィムの火の偽にせ物ものを作っていたこともあります。バシュラール様が本物のヴァーヴィムの火を手に入れたことがあるとするなら、対たい抗こう策を練っていた可能性は高いのではないかと思い至りました」

　モルガンは至近距きよ離りからシュナルの顔をのぞきこんでいたが、彼女の台詞せりふを聞いて笑えみ崩くずれた。くつくつと笑いながら小さな円えん卓たくへと歩み、硝子ガラスの酒器から深しん紅くの酒を盃さかずきに注ぐ。

「そうね。私も、お前が自分の手でバシュラール卿にとどめを刺さすのを期待していたのに。ヴァーヴィムの火を使うなんて、逃にげたわね」

　からかうように言われ、シュナルはますます瞳ひとみを暗くした。

　確かにシュナルは逃げたのかもしれない。ヴァーヴィムの火を使えば、バシュラールの死体を見ずにすむとは思った。しかし実際焼け跡あとから何も発見されなかったのを知ると、シュナルはひどい焦しよう燥そう感かんに襲おそわれたのだ。

　これではなんの解決にもならない。これでは何も終わらない。

　どうにかして彼の死を確信しなくてはならなかった。

　そうでなくては、このじわじわと灼やかれるような苦しみは消えないだろう。

「ヴェルティア公。どうぞ私に、元フェルテラ伯はくギスラン・バシュラール卿きようと、その残党を掃そう討とうする役目をお与あたえください」

　深々と一礼したシュナルを眺め、モルガンは盃を唇くちびるに寄せて素そっ気なく言う。

「いいでしょう。自ら言い出したからには、必ずやり遂とげなさい。三日以内に必要なものをまとめて私に請せい求きゆうすること。いいわね？」

「ありがとうございます。万ばん難なんを排はいしてやり遂げます」

　シュナルの声には思わず本気の喜色が混じった。モルガンは酒で唇を濡ぬらしてつけたす。

「ただし、あなたひとりでは心こころ許もとないと思う者もいるでしょう。補ほ佐さにエラン卿をつけます。あの子、お前にご執しゆう心しんのようなのよ」

　エラン卿の名を聞いて、シュナルの顔色は変わったらしい。

　途と端たんにモルガンが楽しそうに微笑ほほえみ、シュナルの傍かたわらへやってきた。

「──ひとつ教えてあげましょう。おばあちゃんからの忠告です。酔ようのなら、恋ではなく忠誠に酔いなさい。覚かく醒せいをもたらす煙草たばこより、酩めい酊ていをもたらす神の水をたしなみなさい。皇こう帝てい陛下を信ずるのです。それがお前にとって唯ゆい一いつのしあわせへ至る道」

　鼻歌じみた囁ささやきと共に、モルガンは愛あい玩がん動物にするよう、シュナルの輪りん郭かくを指でなぞった。次にモルガンがシュナルの顎あごを取り、唇に盃を押しつけてきたので、シュナルは特に抵てい抗こうすることなくその中身を吞のみこんだ。

　火酒だ。強きよう烈れつな刺し激げきに喉のどが灼やけ、わずかな間をあけて頭の芯しんがじんわりと痺しびれる。

　忌いまわしい酒毒が思考までもを冒おかす前に、シュナルはどうにか口を開いた。

「ひとつ……お訊ききしてもよろしいですか」

「何？」

「なぜ、東方遠えん征せいなどということを企くわだてられました」

　そうとだけ訊けば、モルガンは問いの真意を知るはずだ。

　皇帝を操あやつっているのはモルガン自身。常に高い地位と権力を求めてきたモルガンが、果てに望んだことがうまみのない東方遠征だとは思えない。

　シュナルの問いに、モルガンは盃に残った火酒を燭しよく台だいの明かりに透すかす。

「お前が欲しいのは、お前が一番納なつ得とくできる甘い答え？　それとも苦く素っ気ない真実？」

「甘いものは食べつけませんわ。あなたは常に私に苦みを教えてくださいました」

「そうだったかしら。苦みは毒の味に似ていると言うけれど、慣れればただの美味ですよ。そして人間、どんなものにも慣れるもの。──いらっしゃい」

　モルガンは戯ざれ言ごとを言いながら思案していたが、やがて小さく笑ってうなずいた。

　盃を卓たくへ戻し、代わりに手て燭しよくを取り上げた老女は、シュナルを招いて私室の奥へと進む。

　人払いされた私室は幾いくつも続き、三つ目の部屋には礼拝のための小さな扉があった。これを開くと細い通路となり、暗い廊ろう下かはシュナルが一度も見たことのない小部屋に繫つながっていた。

　いくつかの扉で囲まれた円形の部屋の中央に、大理石で造った円卓がある。

　卓の上に載のっていたのは木製の小箱。ここはこの箱を保管するためだけの部屋なのだ。

　手燭で照らしてみると、年季の入った小箱は幾いく重えにも鎖くさりや魔法文字の入った帯で縛いましめられている。どこかまがまがしい雰ふん囲い気きをまとう箱に近づき、モルガンはシュナルを顎でうながす。

　開けてみろ、というのだ。

　シュナルは本能的に嫌な予感を覚えたが、モルガンに逆らうことはできない。もう骨の芯まで染しみているのだ。彼女に逆らってはいけない。そんなことは不可能だ。

　シュナルはぎこちなく前へ出て、箱へと手をかけた。指が蓋ふたに触ふれた途端、ぎょっとして手を引きかける。

　箱は、温かく微び弱じやくな震ふるえを帯びていた。

　まるで生きているかのような震え。

　胸がむかついた。さっき吞まされた酒が全身の血を浸おかしているような気がする。体に力が入らない。まともな思考がつむげない。すべての力が萎なえていく感じだ。──怖こわい。

「──ッ……」

　それでもどうにか震える指に力をこめ、シュナルは小箱を開け放った。

　すぐさまむっとするような腐ふ臭しゆうが零こぼれ、小部屋を満たす。箱の中の『それ』と視線があう。

「ご覧。すてきでしょう？」

　モルガンの声が妙みように遠く聞こえる。モルガンが箱の中の『それ』を取り出す。『それ』は仮面だ。半分は白く、半分は原始的な模様の入った暗灰色で、両眼には赤い石がはまっている。これは闇やみ魔ま法ほう教会本部から世に放たれてしまった呪のろわれた器物、ウゴルの仮面だ。

　モルガンたち皇帝勢力が、ソラと共に光魔法教会本部から奪うばったものだった。

「モルガン様──これ、は……」

　シュナルはほとんど崩くずれ落ちそうになりながら、どうにか問う。

　モルガンは節くれ立った手で仮面をうやうやしく掲かかげ、優やさしく言う。

「私はね、神を産むのですよ。子供を産まない代わりに、あの皇帝陛下を神にして、神の母となる。そのためにはこの『彼』すらも利用したわ。『彼』のことは、昔から強力な魔ま導どう師しなのだと聞いていたからね。下層の部下を通じて接せつ触しよくしたとき、『彼』はひとが神になるには東方が必要だと言ったわ。そして、このたび陛下のために手に入れたあの不死者も同じことを言う。ならばためらう理由はないでしょう？　東方遠征は冬の間に始まります。西方との戦いくさで編成した騎き士し団をまだ解体していないもの、可能よ。そして春には、陛下は神になる」

　老女の手が愛いとおしげに仮面をなでる。やめて、とシュナルは叫さけびたかった。

　ひどくまがまがしいものが目の前にある。そのまがまがしさに吞みこまれたものが目の前にいる。シュナルはモルガンのことをずっと憎にくんではきたが、憎しみと恐おそれは少しだけ違ちがう。

　今のシュナルは本気でモルガンを、ウゴルの仮面を恐れている。

「よく見て。彼の目を見て。ここに世界の真実がありますよ」

　モルガンの声がして、シュナルは反射的に従ってしまう。

　即そく座ざにウゴルの瞳ひとみが視界一いつ杯ぱいに広がった。赤い。赤い渦うずだ。血か、夕暮れか、煮にえ立った火酒なのか、赤がひたすらに渦を巻き、シュナルは強烈なめまいを覚える。

「あ……ぁ」

　極限まで強まっためまいが強烈な快感にすりかわろうとした、そのとき。

　急に目の前の赤が消え去った。いきなり視界が鮮せん明めいになる。

　シュナルは目を見開き、冷や汗あせをしたたらせて目の前のものを凝ぎよう視しする。

　ウゴルの仮面は、いつの間にかモルガンの手から離はなれていた。

　今仮面を持っているのは、あまりにも白い手。そして涼すずやかな声がする。

「真実。なるほど、これを真実というのは容易たやすい。けれどこれは所しよ詮せん、有限の命ある者ならば誰しも陥おちいる、思考の行き止まりにすぎません」

　男声とも女声ともつかない音楽的な声を聞いていると、それだけで周りの大気が澄すんでくるようだ。シュナルは頭の中の赤い霧きりが晴れるのを感じ、やっと荒あらい息を吐つく。

　部屋の暗がりから現れた白い人ひと影かげ──ソラは、ウゴルの仮面を手にして囁ささやいた。

「君たちの行き止まり、すなわち滅ほろびと死」

　微笑ほほえむソラは穏おだやかで、仮面を手にしていてもまったくいつもと変わらない。

　むしろ仮面のほうが、ソラの手の中ではおとなしくなっているようだった。

　赤い石の瞳を虚うつろにした仮面を憎にく々にくしげに見つめ、モルガンは言う。

「──お前。もう足は治ったの？」

　モルガンの視線はソラの足あし下もとに落ちていた。ソラの足には相変わらず包帯が巻かれていたが、彼は両足でしっかりと立っている。この小部屋にも、どこかの扉とびらから自力で現れたのだろう。

　ソラはわずかに目を細め、ゆるやかに笑ってみせる。

「ついさっき、歩くには不自由ないくらいになりました。この仮面、あなたのところにあったのですね。ヴェルティア公。何やら悪夢を見ませんか？」

　琥こ珀はく色いろの視線を向けられ、モルガンは腕うでを組んだ。

　それが無意識的な防ぼう御ぎよ姿勢だと、モルガン自身は気づいていない。

「どうかしら。ひとにとっては悪夢でも、私にとっては甘かん美びなものだわ」

　薄うすら笑わらってモルガンは言うが、ソラが壮そう絶ぜつな美び貌ぼうを耳元に近づけてくると、我知らず体をこわばらせた。ソラは甘すぎる声で囁く。

「なるほど、君はひとではない。君はとうに吞のまれている。金色の蛇へびに」

　耳をくすぐる戯ざれ言ごとは、モルガンの心をわしづかむ。甘いはずの言葉が血を冷やす。モルガンは恐きよう怖ふに凍こおりついていた。

　何も言えないモルガンの脇わきをすり抜ぬけ、ソラはシュナルに近づいた。

　シュナルの横を通り過ぎるとき、ソラはシュナルにも囁く。

「お気をつけて。君はまだこちらへ来るべきではないでしょう。熱情に焼かれようとも、重く冷たい金の石がひとつ、君の芯しんにあって君を守ります。生きることです」

　耳たぶにそよ風のような言葉が触れたかと思うと、ソラは円えん卓たくへ仮面を戻もどし、そのままシュナルの背後にある扉を開けて消え去った。後には漠ばく然ぜんとした恐怖の余よ韻いんが残される。

　茫ぼう然ぜんと突つっ立つシュナルの背後で、モルガンが不安定に震ふるえる声で囁いた。

「……化け物め。いっそ首以外をすべて切り落としてやる……！」

　シュナルは振ふり返らない。振り返ることができない。この宮きゆう殿でんには恐ろしいものがいる。

　魔ま物ものより、悪あく霊りようよりも恐ろしい何かが。


◆



　皇こう帝ていがミリアンと会った三日後の夜は、帝都をさえざえとした大気が覆おおっていた。

　いつもはどんよりとした空を頂く帝都第六層だが、今夜はうるさいほどの星が輝かがやいている。

　星の声が大きい夜ですね、我々は声を潜ひそめましょう。さもなくば、大事な声を聞き逃のがす。

　──詩人が傍かたわらにいたのなら、そんなことを言ったかもしれない。

　しかしソラは皇帝と共に去ったまま。

　カナギはひとり、光魔法教会医い療りよう院の調ちよう剤ざい室しつにいる。

（明日の夕刻までにはまだ間があるが──全部は処理しきれないな）

　星降る窓辺に蠟ろう燭そくを灯ともし、長卓に広げたのは各種の丸薬である。カナギはここに、旅に必要な薬を思いつくだけ用意していた。東方へ旅立つ、東方会議議長のためだ。

　──わたしは明日、夕刻にここを発たつ。共に来るか、それまでに決めろ

　議長はカナギにそう言って、自分の東方剣の対になる剣をカナギに預けていった。共に東方へ帰るなら、道中持っていろという。帝都へ残るなら、議長が出発するときに返せという。

　カナギは丸薬を薄うすい葉から作った紙で包む作業を中断し、椅い子すに立てかけていた議長の剣を手に取った。

　この間預けられた剣と同じ工こう房ぼうで作られた、まったく同じ型の剣。

　しっくりと手に馴な染じみ、鞘さやから抜くときも小気味よい音しか立てない。

　剣を半ば抜いて、刀身をのぞきこんだ。刀身にはカナギの顔が映っている。憔しよう悴すいした顔だ。死相は色いろ濃こい。それでも、瞳ひとみは静かな決意と、何かを渇かつ望ぼうする色をしていた。

（俺は、帰りたがってる。帰って、東方のために何かしたいと思ってる。それは確かなことだ。ひっかかってることがあるとすれば──）

　カナギは食い入るように刀身を見つめていたが、ふとひとの気配を感じて顔をあげた。

　調剤室の向こう側、薬草園から続く扉のところに、黒い衣ころもを着た少女が立っている。

「──カナギ」

　どこか必死の声こわ音ねで囁くのは、魔ま導どう師しの衣をまとったミリアンだ。

　その姿を見て、声を聞くと、カナギの胸はひどくうずいた。

「ミリアン」

　カナギは反射的にミリアンの名だけを呼び、剣を置いて立ち上がった。

　その後、どうしたらいいのかがカナギにはわからない。ミリアンが皇帝と会ってから、カナギはミリアンと会うことができなかった。単に時機を逃し続けただけなのだが、本当は気まずさのあまり、自分から避さけていたのかもしれない。

　それでも数日ぶりにミリアンの姿を見られたのは嬉うれしかったが、同時に罪悪感が毒のように体に回る。ためらいがちに歩み寄ってくるミリアンに、カナギは静かに声をかけた。

「もう、デクストラの格好はしないのか」

「このほうが、私らしいから。それに、デクストラは、まだどこかで元気にしてるって……私、わかるし」

「──でも、お前はデクストラの身代わりになるんだな」

　カナギはひたすらに淡たん々たんと、責めるようでもからかうようでもなく言った。

　ミリアンは歩を止める。薄うす暗ぐらい調剤室では、ミリアンの表情はよく見えない。

　代わりにミリアンの声が震えて、彼女の動どう揺ようを示す。

「私は、デクストラじゃない」

「そうだな」

　カナギは素そっ気なく言って黙だまりこむ。ひょっとすると、自分は怒おこっているのか。不意にカナギはそんなことを思った。ミリアンがカナギに内ない緒しよで、勝手に皇帝と会ったから？

　だからといってどうしてカナギが怒る理由になるだろう。

　ミリアンはカナギのものではないのに。

　ミリアンは見た目ほど幼い精神の持ち主でもないし、体術にも優すぐれ、学問の吞みこみもいい。何より厳しい生おい立ちから、世界の真理を学んでいる。彼女は自分で自分の人生を選べる人間だった。カナギが口を出す余地など、本当は最初からなかったのだ。

　突つっ立つカナギの視線の先で、ミリアンは拳こぶしを作ったようだった。

　ミリアンはカナギを見つめ、真しん剣けんに、ひと言ずつ刻むように言う。

「私は──デクストラにはなれない、けど。総教主を、やってみる」

「そうか」

　妙みようにあっさりとした声が出た。カナギはミリアンを見ていた。

　デクストラを逃にがしたときから、ある程度予測していた結論だ。

　ミリアンはここに残る。自分が誘さそっても、もう逃げ出しはしないだろう。

（殺すか）

　急にそんな考えが浮うかんだ。

　──カナギの剣は、少し手を伸のばせば届くところにある。

　カナギとミリアンなら、剣の腕うではカナギのほうが上だ。驚おどろいているうちに殺せるだろう。

　今殺してしまえば、彼女の人生はここで終わり。

　カナギは手の届かない場所で苦しむミリアンを思う必要がなくなる。

　鼓こ動どうが大きく打った。カナギは頭の端はしがじんわりと熱くなり、熱くなった場所で自分の声が何事かをがなり立てているのを聞いた。耐たえられない、と訴うつたえる声を聞いた。

　耐えられない？　一体何が耐えられないんだ。もちろんミリアンが直面するであろう苦しみに耐えられないのだ。カナギは深く呼吸をする。

　デクストラを思い出せ！

　ミリアンとまったく同じものであったはずのデクストラを、死の臭においしかしない人形に仕立て上げるほどの苦痛が『光魔ま法ほう教会総教主』という役目にはついてくる。総教主の任に就けば、ミリアンにはありとあらゆる欲望と闇やみが襲おそいかかるだろう。彼女は孤こ独どくの中で苦痛と狂きよう気きと向き合うだろう。

　そんなことには耐えられない。とうてい無理だ。

　無理なら断たち切るしかない。ここで終わらせるしかない。

　──どうも変なことを考えている。思考が思うようにいかなくなっている。優やさしさとか思いやりとか、一いつ般ぱん的に善とされるものが縮こまり、頭の端で怒ど鳴なっている声にかき消されている。どうしたらいいんだろう。この気分はなんだろう。いたたまれない。

「……カナギは、東方へ帰る、の？」

　カナギの心中は知らないのだろう。ミリアンがたどたどしく訊きく。

「そうなるな。俺は議長を護衛して、東方へ帰る。皇こう帝ていの東方遠えん征せいを先回りして、交こう渉しようの卓たくを用意しなきゃならない。……故郷への、せめてもの罪つみ滅ほろぼしだ」

　やけに冷静な声が出た。言いながら、カナギは自分と剣けんとの距きよ離りを測っている。半歩左へ行って、手を伸ばせば届く。ミリアンの震ふるえる問いが続く。

「ソラ、は？　カナギが名前を呼んであげないと、駄だ目めなんじゃないの……？」

「確かに。でも帝てい都とじゃ警備が厳しくて、もう手を出せない。魔導師たちの話によると、皇帝は東方遠征のときにソラを連れて出るつもりらしい。そのときが一番接せつ触しよくしやすいんじゃないか──ってのが魔導師たちの意見だ。俺もまあ、そう思う。議長を無事東方に送り届けてから、ソラとの接触を試みるのが理想だな。明日の夕暮れには帝都を発つことになる」

「…………殺していい？」

「…………は!?」

　唐とう突とつなミリアンの台詞せりふに、カナギは耳を疑った。

　心を読まれたのか、と思って背筋が寒くなる。しかしミリアンは、泣くように続けた。

「あ……違ちが、う……本当、だけど、違う……あの、ね、カナギ。私、世界が好き、で、家族が好き、で、だから、総教主をやりたい。でも、そうするとカナギについて行けなくて、カナギは病弱で、私の知らないところで、きっといつも死にかけてて……そう思ったら、苦しい。息ができない、眠ねむれない、立ってるのも座ってるのも苦しくて、ならいっそ、殺そうか、って思って──でも、嫌いやだよね、そんなの」

　言い終えて、涙なみだを堪こらえる気配があった。

　カナギはぽかんとして聞いていたが、じわりと心がほぐれていくのも感じた。

　自分とまったく同じ思いを、ミリアンが語っている。

　ただそれだけのことで、みるみる恐きよう怖ふ感かんが薄うすれ、穏おだやかな愛情があふれてきた。温かなものが全身を巡めぐり、ゆっくりと体温があがる。いつの間にやら殺意は消えてしまった。

　彼女が愛いとおしかった。

　自分より、世界より、かつて価値があるとされたありとあらゆるものより、彼女が愛しい。

　自然に、カナギは苦く笑しようしていた。

「嫌……じゃない、けど……困るな」

「困る……？」

　ミリアンが戸と惑まどいながら顔をあげる。カナギはゆるやかな歩調で彼女に近づき、少し身をかがめて、ミリアンの手をとった。びくり、と震えた小さな手を、なるべく丁てい寧ねいに両手で包む。

　ミリアンの手はけして無力ではないが、なんて小さいのだろう。

　こんな小さな体で、よくもここまで生き延びてきたものだ。それ自体が奇き蹟せきのようなものだった。カナギはなんだか無む性しように感謝したい気分になった。誰かに感謝したい。誰か、という誰かが思いつかないから、とりあえず神様でいい。ありがとう、神様。奇蹟なんてないと思っていたが、今は彼女がここにあることがありがたい。

　ミリアンはいつでもカナギを救ってくれる。そのまっすぐな言葉で、心で、行動で。

　陰いん惨さんな殺意さえもミリアンの口から出れば、ただの愛の言葉になりはてた。

　ミリアンの手をそっと握って、カナギは言った。

「きっと俺は、お前に殺されるのは嫌じゃない。でも、俺のこと殺した後のお前が心配だ。……だから、殺さないでくれ。がんばって生きて帰ってくるから」

「本当？　カナギはこれから故郷に帰るのに。ここに、帰ってくるの？」

　今ミリアンは驚きに目を瞠みはっているのだろう。カナギは笑う。笑って言う。

「そうだな」

　ミリアンが何かを言おうとして、代わりに大きくうなずく。カナギの手を握にぎり返す。

　一いつ瞬しゆんカナギはミリアンを抱だきしめようかと思ったが、やめた。あまりにもったいなかった。

　ミリアンから何も奪うばいたくない。わずかな体温を感じるだけで充じゆう分ぶんだ。

　カナギはしあわせだった。自分の犯おかした罪を思えば、罪悪感もわき上がる。

　それでも今だけはしあわせでいようとも思う。帰ってくると言ってはみたが、カナギが実際に帝都へ戻れる可能性などないに等しい。おそらくカナギは死ぬだろう。敵に倒たおされずとも、自分が招いた魔ま物ものの毒がカナギを殺すだろう。

（そのときは、ミリアンのところに訃ふ報ほうなんて届かないといいな）

　カナギは切実に願う。

　自分は何も持っていっては駄目だ。彼女から何ひとつ奪っては駄目だ。

　どうか、けして、自分の死すらも彼女の心を傷つけませんように！








４　赤く小さな道しるべ









　皇帝の東方遠征は真冬に始まることとなった。

　非常識な戦いくさの用意に大おお騒さわぎとなった帝てい都とから、カナギたち東方会議議長一行が脱だつ出しゆつしたのは東方遠征の一ヶ月ほど前。

　一行の目的は、皇帝の先回りをして東方へ帰り、東方と帝国の間をとりもつことだ。とはいえ秘密の旅は簡単にははかどらない。

「──あれだな。東方への道にあるという、最後の光魔ま法ほう教会の支部は」

　帝都から裏うら街かい道どうを通って馬で二〇日。

　丘おかの頂上で議長が見つけたのは、険しい崖がけの下に建つ小さな石造りの教会である。

　地平線までもが見み渡わたせる荒こう野やに、教会は大洋の小こ舟ぶねのように立っていた。

　議長一行はほっとした色を隠かくさずにうなずきあい、馬の足を速めて教会へと向かう。

「おお──ようこそ、ようこそおいでくださいました。帝都から事情は聞いております！」

　一行が近づくと、教会からは壮そう年ねんの魔ま導どう師しが飛び出してきた。

　普ふ段だんはこの帝都から遠く離はなれた辺境の地で光魔法教会の掲かかげる『法』を広め、近きん隣りんの人々を助ける役割を受け持っている者だ。

「さ、さ。中へどうぞ！　寒かったでしょう。もうすぐ雪が降り出しますよ。そんな寒さです。帝都の寒さも身に染しみるといいますが、ここの寒さはまたひと味違います──どうぞ」

　魔導師の導きでカナギたち一行は馬を繫つなぎ、こぢんまりとした教会内へと入る。

　二階建ての教会の一階部分はほとんどが広間であった。この石造りの広間で、魔導師は近隣の民たみに『法』を語り、相談にのり、簡単な犯罪を裁き、札を売り、治ち療りようをする。

　素そ朴ぼくな民のための場所にどやどやと踏ふみ入った一行は、赤々と燃える暖だん炉ろの前で冷え切った外がい套とうを脱ぬぎ去った。そうしてあらわになる顔は、どれも帝国の民のそれではない。

　まずは東方会議の議長。角張った顔に安あん堵どの色を湛たたえ、暖炉に寄って大きな手をかざす。

　次に議長の従者であろう、東方人種の若者がひとり。

　さらに隣となりに立って外套を脱いだのがカナギだった。元は象ぞう牙げ色の肌はだは、寒さと過か酷こくな旅路に疲つかれ、灰色とも青いともつかない色となっている。

　温まって人ひと心ごこ地ちついた議長が、カナギを振ふり返って声をかけた。

「……なかなか厳しい道のりだったな。カナギは無事か？　横になるか」

「──いえ、大だい丈じよう夫ぶです。まだ」

　言葉少なに答え、カナギは壁かべ際ぎわに座りこむ。実際のところは大丈夫どころではなかった。馬に揺ゆられての長旅はただでさえ疲れる。このような荒野を、しかも寒風吹ふきすさぶ中で行くとなれば、いかに健常な若者でも疲ひ労ろう困こん憊ぱいするのが普ふ通つうであった。

　元より瀕ひん死しのカナギの全身はずっしりと重く、しかし芯しんはふわふわとして心こころ許もとない。

　そんなカナギの横顔を、東方人種の従者はちらりと憎にく々にくしげに見やった。

　東方の都市ひとつを魔物の毒に沈しずめたカナギは、東方の民にとっては許し難がたい存在だ。ましてや、この従者は元から東方会議議長についてきた者の生き残りである。

　東方へ帰る旅にカナギが同行するとなれば、心中複雑になるのは当然であった。

「それではみなさん、わたしはすぐに茶を用意しますので」

　教会の魔導師は微び妙みような雰ふん囲い気きを察し、そそくさと広間の隣の台所へと姿を消す。

　その隙すきに他ほかの面々も外套を脱いだ。すると、今度暖炉の炎ほのおに照らされたのは浅黒い顔だ。

　長身に黒衣をまとい、浅黒い顔に黒い髪かみを垂らす男たち。

　──戦せん闘とう種族、エル＝ウルキアである。

　北部大陸の南方に住み、傭よう兵へい稼か業ぎようで生計をたてる誇ほこり高い者どもだ。

　東方会議議長を東方まで送り届けるため、光魔法教会本部が護衛として雇やとったのは、このエル＝ウルキアたちだったのだ。いかな政変で光魔法教会の現幹部が力を失おうと、一度契けい約やくしたエル＝ウルキアたちだけはけして裏切らないだろうとの判断である。

　エルたちは互たがいに視線と気配で対話し、勝手に広間に敷しかれた絨じゆう毯たんの上へ車座を作る。

　残る東方人種三人の間には、難しい空気が流れた。ぎりりとカナギをにらむ従者が口を開く前に、魔導師が木製の盆ぼんへ人数分の不ふ揃ぞろいな杯さかずきを載のせて帰ってきた。

「さあ、どうぞ。田舎いなかとはいえ、本部からのお客とあればできるかぎりのことをいたします。お疲れでしょう？　ここまでは教会をたどる裏街道ですが、これより先は教会さえも途と絶だえます。季節も冬、道行きは厳しくなりましょう。せめてここでゆっくりとなさってください」

　ひとの良さそうな壮年の魔導師は、微笑ほほえんで言いながら茶の杯を配って歩く。

　一番身分の高そうな議長には軽く頭を下げて、魔導師は天てん井じようを見上げた。

「さて、お休みになる場所ですが。二階に普段わたしが休む部屋があります。むさくるしいところですのでおひと方しか休めませんが、それでよろしければどうぞお使いくださいませ」

　魔導師の申し出を聞いた議長は、迷わずカナギを見やって言う。

「ふむ。カナギ、まともな寝しん台だいがあるらしいぞ。使え」

「は──俺がですか？　なぜです」

　受け取った茶に唇くちびるを寄せていたカナギは、驚おどろいて顔をあげた。議長はにやりと笑って言う。

「それはもちろん、お前が病弱だからだ。まともな寝台で眠ねむって、せめて少しは回復しろ。これからの旅も長いぞ。いざとなればソリででも牽ひいてやるがな」

　他の人間に言われれば激げき怒どする台詞せりふだったが、なぜか議長には腹が立たなかった。

　カナギは杯を手に、目を伏ふせて自分の体を感じる。血が腐くさりはじめてからは、自分の体調のよしあしすらもはっきりとわからない。わからないなら、心のままに答えよう。

　カナギは視線だけをあげて議長に答えた。

「ありがとうございます。でも、どんなところでも眠れる癖くせはついてます。ここで寝ねますよ」

「そうか？　ならばいい」

　しつこく勧すすめることはせず、議長は視線をそらす。そのまま魔導師とこれからの旅について語り始める議長を横目に、従者の男がカナギのほうへと足早に歩み寄ってきた。

　ぴりぴりする敵意が肌を刺さしたが、カナギは座りこんだまま待つ。

　従者はそんなカナギの目前で立ち止まり、憎々しげに囁ささやいた。

「カナギ・サンスイ。いいか、勘かん違ちがいするな。貴様の申し出は当然のことなのだぞ」

「申し出というと、寝台を断ったことですか？　確かに当然のことです」

　本心から返したカナギに、従者は心底怒いかりを感じたようだった。声を潜ひそめたまま叫さけぶ。

「貴様は俺たちをばかにしているのか！　それで禁欲的なつもりか!?　いいかげんにしろ！　忘れるな、思い知れ、貴様はけして己おのれの罪から逃のがれることはできないのだ！」

　確かにそうだった。当たり前のことだ。

　カナギは逆にきょとんとしたが、まずいことを言わないように黙だまりこくっていた。あまり衝しよう撃げきを受けた風でもないカナギに、従者は本気で呪のろい殺したいとでもいうような視線を投げて身を翻ひるがえし、議長のもとへと去っていく。

（……それでも殴なぐろうとしないのが偉えらいな）

　殴りたいなら殴られようと思っていたが、従者はカナギに直接手を出したことはない。

　立派なものだと思った。議長の前だというのもあるだろうが、殺しても憎にくみ足りない相手と旅をするのは辛つらかろう。

　もっと相手を満足させる態度もあるのだろうが、カナギは正直であることしかできない。

（とりあえず、鎮ちん静せい系の薬でも処方するか。……いや、吞のまないな、あいつは）

　カナギは内心でため息を吐ついて荷を引き寄せ、一行のために疲れを癒いやす丸薬を探し始めた。


◆



　粗そ末まつな教会に、夜は速すみやかにやってくる。

　カナギたちが着いたのはまだ日のある頃ころだったが、簡単な食事をすませ、沸わかした湯で体をぬぐっているうちに天には星が輝かがやきだした。後は眠るだけだ。

　カナギは広間の暖だん炉ろ近くで、綿入れの掛かけ布ふにくるまって転がっていた。

　疲れ果てた体は床ゆかに触ふれた時点で眠りに落ち、意識が戻もどったのは真夜中を過ぎた時刻だ。

　ぱち、と暖炉で炎の弾はじける音がする。

　カナギは緩かん慢まんに瞬まばたいた。視界が濁にごっている。意識が重く、はっきりとものが考えられない。

（ああ、よくないな）

　なんとなく思ったときに、嫌いやな咳せきが出た。何度か体を折って咳せきこんでいるうちに、鼻の奥へかぐわしい匂においが届く。花の匂いだ。カナギの腐った血が、花の香かおりを発している。

　口元を押さえたてのひらが血で濡ぬれていくのがわかった。血が妙みように冷たい。

　カナギはきつく眉まゆ根ねを寄せ、息を潜めて、咳が収まるのを待つ。

（駄だ目めだ、駄目だ、まだだ──まだ、頼たのむ……）

　必死で念じていると、ふと心臓のあたりが温まる。すると、それをきっかけに淡あわい温かみがすっと全身に回り、気分が少しはマシになった。

　ゆっくりと目を開ける。──よかった、辺りが見える。

　小さくされた暖炉の火が、石造りの壁にかけられた織物を照らしている。織物に描えがかれた図は、世界崩ほう壊かい後の魔ま導どう師したちの偉い業ぎよう。そして荒こう野やに立ち上がった帝てい都との図。

　古くすり切れた織物の前には、エル＝ウルキアたちがうずくまるような姿勢で自身の外がい套とうにくるまっていた。そのうちのひとりが、緩慢に動いている。

　彼は何やら、床の絨毯の上へ細く粉をまいているようだった。

（なんの粉だろう、あれ。多分、灰か何かだな）

「……死を、封ふうじたのだ」

　カナギの視線を感じたのか、エル＝ウルキアの男は低い声で言った。

　話し始めに擦さつ過か音の混じる、南方語混じりの共通語だ。

　カナギは男の言ったことの意味がわからず、のろりと瞬く。

「封じ……た？　今のが、か」

「そうだ。灰には死者を遠ざける力がある。お前から、死が移ってこないようにした。お前には、死の色が濃こい。お前は、たくさん殺し、たくさん死を見た。死は互たがいを呼び合う」

「確かに──そうかもな」

　反論する気にもなれず、カナギはつぶやく。確かにカナギは多くの死を見て、何度も死を感じた。もはや死にまともな恐きよう怖ふも抱いだかない。健常な他人が一いつ緒しよにいて、気持ちの良い相手ではないだろう。沈ちん黙もくしたカナギを、エル＝ウルキアの男はしばらく見つめていたようだ。

　不意にまた男が声をかけてくる。

「お前、何か持っているな」

「は？　何かって？」

　カナギが薄うすく目を開けると、男は自分の胸を軽く叩たたいてみせる。

「心臓のところに」

「あ……ああ……これ、か」

　思い至って、カナギは首からかけていた細い鎖くさりをたぐった。胴どう着ぎの下から引きずり出された鎖の先には、ほんの小さな、血の粒つぶのような赤い石を使った飾かざりがついている。

　よく見れば耳みみ飾かざりだとわかるはずだ。

　出がけにミリアンから受け取ったものだった。有力な魔ま法ほう石を渡わたす、というのを断ったら、代わりにずっとつけていた耳飾りの片方をくれた。エルの男はちらと耳飾りを見て言う。

「女か」

「……そうだな」

　カナギは決まり悪く、諦あきらめ半分でうなずいたが、帰ってきた言葉は意外なものだった。

「それから、よいものがお前に流れこんでいる」

「……そりゃ、ないだろう。これ、別に魔法石でもなんでもないんだ。ただの飾りだぞ」

「魔法は悪あしき力だ。あれは世界を歪ゆがめる。だが、それはよい力を持っている」

　魔法を容いれぬ種族、エル＝ウルキアの男は頑がん固こに言う。

　カナギはため息を吐き、かすかに笑った。

「そうだと、いいな」

　エル＝ウルキアの男に何が見えているのかは知らない。でも確かに、何かよいものが伝わってくるような気もする。ミリアンの耳飾りの赤は、彼女自身の赤あか紫むらさき色いろの瞳ひとみを思わせる。

　そういえば昔、故郷の恋こい人びと、シオミにもらったのは金属製の三日月の飾りだった。あれも今思えば、たおやかでもろく、ときに鋭するどい、シオミそのもののような飾りだった。

　カナギは飾りをもとのように押しこみ、黙りこんだ。

　しばらくは言葉が途と絶だえ、ぱちり、と暖炉の火だけがつぶやく。

　外を吹ふきすさぶ風の音以外、大きな音など何も立たない場所だった。

　床ゆかに頭をつけて横たわるカナギには、この小さな教会で起こるすべてのことが伝わってくる。カナギが再び浅い眠ねむりに落ちようとしたとき。

　どこかでかんぬきを開ける気配があった。

　カナギは目を見開き、ちらりと辺りを見み渡わたす。

　さっき喋しやべっていたエル＝ウルキアの男も、首こうべを回めぐらせて辺りを警けい戒かいしていた。広間で寝ねているのは相変わらず、エル＝ウルキアの一団とカナギだけ。扉とびらにも異状はない。

　ならばかんぬきが開いたのは、隣となりの台所だ。

（台所で寝てるのは、ここの教会の魔導師だな。ただの用足しの外出ならいい、が……）

　カナギとエル＝ウルキアの男は、互いに目配せして剣けんを取り、台所への扉の両側にはりつく。台所に危険な気配がないことを確かく認にんし、カナギは扉を開けようとした。

　扉は開かない。台所側からつっかい棒がしてあるのだ。これは明らかに怪あやしい。

　カナギたちの様子に、他ほかのエル＝ウルキアたちもごそごそと起き出してくる。

　扉にはりついたエル＝ウルキアが、扉を蹴け破やぶる、と身み振ぶりで言う。

　カナギは首を横にふり、エル＝ウルキアたちを少し下がらせた。

　剣に手をかけ、瞬まばたきの数分の一の速さで抜ぬき放はなつ。一いつ瞬しゆんほとばしった壮そう絶ぜつな殺気に、エル＝ウルキアたちが目をぎらつかせる。

　ひとを斬きったような、重い音がした。

　エル＝ウルキアたちが見守る中、カナギの剣は半ばまで分厚い木の扉に食いこんでいた。

　そればかりではない、剣は扉のいくらかを押し切って止まっているのだ。

　それこそ魔法のように、カナギはすんなりと剣を扉から引き抜く。

　足で軽く扉を押すと、つっかえ棒が、からん、と音を立てて向こうに倒たおれる音がした。

　──カナギは扉ごと、扉の向こうのつっかい棒をも断たち切ったのである。

　軽いきしみを立てて、扉は台所側へと開いた。台所はひどく暗い。

　木製の煤すすけた食しよく卓たくがあり、隅すみにはパン焼き竃かまど、兼、暖だん炉ろがある。

　石で組まれた暖炉の上が魔ま導どう師しの寝ね床どこだったが、今はもぬけの殻からなのが気配でわかった。

　カナギとエル＝ウルキアたちは速やかに台所の裏口へと集まり、扉を薄く開けた。

　冷気がすっと忍しのびこんでくる。外では闇やみにちらちらと雪が降り出していた。荒こう涼りようとした野は世の果てを思わせた。魔導師はねじくれて立つ瘦やせた木の傍かたわらで、熱心に教会裏の崖がけの上を見つめていた。外がい套とう姿で、結構な荷物を背負っている。右手には赤々と燃える角かく灯とう。

　魔導師は崖の上へ向かって、角灯で何度も円を描えがいて見せていた。

「──追っ手への合図だ」

　カナギがつぶやくのとほとんど同時に、エル＝ウルキアの男が魔導師に短たん剣けんを投げる。

　背の中央に短剣を受け、魔導師はうめいて倒れる。

　崖の上で獣けもののいななきが響ひびく。

　エル＝ウルキアたちはすぐさま教会から出て身構える。

　直後、崖の上から、真っ黒な固まりが轟ごう音おんと共に落ちてきた。

　興奮した馬のものらしい鳴き声と、荒あらい吐と息いき。土を削けずり、石を打つ蹄ひづめの音。

　追っ手はほとんど垂直に切り立った崖を、馬で駆かけ下りてくる！

　カナギは剣を鞘さやに戻もどし、神経を研とぎ澄すます。

　殺気の固まりとなった人馬が、地を蹴けって怒ど濤とうのように迫せまる。もう目の前だ。

　うなりと共に振ふり下ろされる剣を、カナギは身をそらせて避よけた。同時に放つ横よこ薙なぎの一いつ閃せん。カナギは馬の前足を切り落とす。馬から転がり落ちそうになった騎き手しゆに向けて第二撃げき。

　カナギの剣は見事、下方から相手を斬り上げた。

　相手は血しぶきをあげ、南方語をつぶやいて地へと落ちる。

（こいつ──！　敵もエル＝ウルキアだ！）

　剣の癖くせと、使う言葉でわかる。カナギが跳とびすさって辺りを見渡せば、どこも壮絶な斬り合いである。これが戦せん闘とう種族、エル＝ウルキアのすさまじさであった。

　他の傭よう兵へいが同郷人と戦場で敵同士として出会おうものなら、なあなあの戦闘を繰くり広げるのが常である。しかしエル＝ウルキアはそれをしない。戦場で出会えばすべて敵。

　互たがいに全力で殺し合うのだ。

（エル＝ウルキアを傭やとうのは帝てい国こくに決まってる。皇こう帝ていの追っ手だな）

　カナギは頭の隅で考え、教会に飛びこんだ。広間を抜け、狭せまい螺ら旋せん階段を駆け上がって叫さけぶ。

「議長！　議長、追っ手です！　魔導師が裏切りました！」

　応こたえるように、すぐさま二階の部屋の扉が開く。小部屋の中では、議長とその従者が剣を片手に立っていた。すでに身み繕づくろいはすんでいる。議長が鋭するどい声を出す。

「玄げん関かんから出られるか」

「わかりません！　主な戦闘は裏口です！」

　カナギの答えにうなずき、議長は部屋の窓の板戸を開ける。

　激しい戦闘の音が飛びこんでくる。馬のいななきが聞こえる。

「──ここから下りよう。ひさしを伝えば可能だ。そして馬を確保する」

　議長の言葉に、カナギがうなずく。

「なら、俺が先に出ます」

「ばかか！　お前は自分が病弱な足手まといだとわかってないのか！　俺が行く！」

　従者が叫ぶが、カナギは窓まど枠わくに手をかけて振り向き、言った。

「しんがりのほうが名めい誉よだろう。すぐに階段からも、来るぞ」

　言われて従者は我に返り、急いで部屋の扉に駆け寄る。

　カナギは剣を議長に渡わたしてから窓の外へと体を押し出した。一度窓枠にぶらさがってからひさしに飛び降りる。半分滑すべり落ちるようにして、どうにか地上へと着地。

　二階の窓を見上げると、すぐに剣やわずかな荷物が落ちてくる。

　カナギが剣を手に取ったところで、裏口側からエル＝ウルキアの男が顔を出した。

　仲間か敵かわからず、カナギはひるむ。

　エル＝ウルキアはカナギを見つけると、ただちに飛びかかって来た。

　敵と判断し、カナギも剣けんを抜ぬく。斬きりかかる。

　エル＝ウルキアはカナギの剣をするりと避け、カナギもエル＝ウルキアの攻こう撃げきを避ける。

　少しも剣がかちあわない立ち回りが続きそうになったとき、いきなり脇わきから新たな東方剣が突つき出された。剣はエル＝ウルキアの脇に深々と突き刺ささる。議長の加勢であった。

「──馬は無事だな」

　議長は即そく死ししたエル＝ウルキアから剣を抜き、崖の際に立つ[image: ]うまやを見やった。

　従者が降りてくるのを援えん護ごしてから、カナギたちは[image: ]をのぞく。

　自分たちが乗ってきた馬はひどく興奮していたが、どうやら無事だ。

　カナギが魔導師の奇き行こうを見つけるのが少しでも遅おくれたら、逃にがされていたかもしれない。

「一気に駆け抜けましょう。──あちらが手て薄うすだ」

　馬をどうにかなだめ、カナギが突とつ破ぱ方向の見当をつける。三騎きはすぐさま駆け出した。

　飛び出した人馬に、エル＝ウルキアたちも気づく。呼び合う声がする。背後で蹄の音が響き始める。追われている。闇の中、カナギたちは蛇だ行こうした道らしきものに沿って疾しつ走そうした。

　目の前に黒々とした岩が現れては消える。化け物じみた巨きよ岩がんの向こうから、水音らしきものが響いてくる。ぱっと広い場所に出た感覚がある。──川だ。

　ただし、谷川である。

　道は崖に行き当たって途と絶だえ、少し右手方向に吊つり橋が見える。駆け寄ってみるが、馬で渡れるかは微び妙みようなところだ。カナギたち三人が無言でためらったとき、鋭い音が耳を打った。

　反射的にカナギが剣を抜く。一本の矢が、カナギの剣に両断されて宙を舞まった。

　間をおかず飛来した次の一本が、カナギの乗っていた馬の尻しりに当たる。痛みと衝しよう撃げきに声をあげ、馬は棒立ちになった。カナギは素す早ばやく馬から飛び下りる。

　矢を受けた馬は暴れながら、一目散に崖がけ沿いに逃げていく。

　振り向くと、追っ手が近づいてくるのがわかった。数は二、三騎だが、片手で使える小さな石弓を持っている。この後も追っ手は増えるかもしれなかった。

　カナギはすぐに決断し、議長たちに叫ぶ。

「行ってください、俺はここで追っ手を食い止めます！」

「我々は次のロムの町を目指す！　そこへ来い！　三日は待つ！」

　議長もまた、迷わなかった。力強く言われ、カナギはうなずく。

「はい！」

　カナギの返事を聞くと、議長は懐ふところから取り出した短たん剣けんを投げ渡してきた。

　続いて従者も、少しのためらいの後に護身用の短剣を地へ落としていく。

　カナギがそれを拾うのは見ず、議長は馬から下り、手た綱づなを引いて吊り橋に踏ふみこむ。

　議長の落ち着きが伝わるのだろうか。馬は従順に揺ゆれる橋を行く。

　カナギのもとにはなおも数本の矢が飛んできたが、すべてたたき落とすか避けることができた。追っ手たちはカナギひとりくらい、と甘く見ているのか、そのまま距きよ離りを詰つめてくる。

　一人目。充じゆう分ぶんに近づいたところを見計らい、カナギは拾った短剣を投とう擲てきした。

「ぐぅ……！」

　短剣は追っ手の肩かたに当たる。痛みの強い場所に刺さった短剣に、追っ手は悲鳴も出せず落馬する。二人目に投げた短剣は、馬の右目に刺さった。

　悲痛な叫さけびをあげて馬が暴れ、男が転がり落ちる。

　三人目は痛みにうめく仲間たちの脇まで馬を進めると、馬を下りてカナギに話しかけた。

「その腕うで、その容よう貌ぼう──お前、カナギ・サンスイだな。『あの方』と旅をしていたという」

　男の言葉はなめらかな共通語だった。エル＝ウルキアではない。帝てい国こくの人間だ。

　カナギは警けい戒かいしたまま、横目で吊り橋を確かく認にんする。議長たちは無事、橋を渡り終えている。

「……あの方、ってのは誰だ？」

　カナギが低く問うと、男はどこか酔よったような声を出す。

「あの方──白き予言者にして、名を語ることもできない方。あの方がおられる限り、皇こう帝てい陛下の栄光にかげりはない。お前たちの逃とう亡ぼう経路を言い当てたのもあの方だ」

「──なんだと？」

　殴なぐられたような衝撃を感じ、カナギは呆ぼう然ぜんと言い返した。

　白い予言者。どう考えてもソラのことだ。

　いくら皇帝に捕つかまっているとはいえ、本当にカナギたちの逃走経路を『予言』したのか？

「カナギ、投降しろ。お前だけは生かしておいてやる。あの方が会いたがるかもしれん」

　追っ手の男が言う。捕まってでもソラに再会できるなら、そこでソラを説得することができるかもしれない。だが、ここでカナギが闘たたかいやめたら議長が危あやうくなるだろう。

　カナギは剣を抜いて吊り橋を振ふり向いた。

　力をこめた一いつ閃せん──次いで、翻ひるがえる剣光。

　追っ手の男が何が起こったのかわからずにいるうちに、吊り橋全体が埃ほこりをまとい、複雑な音を立てた。カナギは吊り橋を固定していた、ひとの腕ほどもある綱つなを斬ったのだ。

　吊り橋に張られた板が互たがいに触ふれてきしむ。

　もうもうと埃を散らし、吊り橋は谷の向こう岸へと垂れ下がった。

「貴様！」

　追っ手の男が激げき昂こうする。男がカナギの背後から駆かけ寄り、斬りかかる。

　カナギは振り返りざまに相手を斬ろうとして、閃せん光こうに目を灼やかれた。

「──！」

　視界が真っ白になる。

　追っ手が光玉を地に投げつけたのだ。カナギの脳が衝撃に痺しびれ、思考が滞とどこおる。

　白い視界の中で、カナギは微笑ほほえむソラの幻げん影えいを見た気がする。

　ソラ。お前は狂くるったのか、裏切ったのか、それとも昔からそうなのか？

　答えはなく、追っ手の剣風を感じる。避よけた。

　避けた先に、地面はなかった。

（しまった、踏み外はずした──!?）

　思ったときには崖から宙に投げ出されている。落ちる、落ちる、水音がごおごおと鳴っている。そして殺人的な冷気に包まれる──かと思った瞬しゆん間かん、カナギはふと、誰かに抱だきしめられたような気がした。

　優やさしい日向ひなたの、少し甘い匂においがする。

（……ミリアン？　お前か？）

　心中で問うた直後、カナギは冷たい川の中に沈しずんだ。
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　川に落ちた後のことを、カナギはよく覚えていない。

　とにかく視界がめちゃくちゃになり、剣けんを放しては駄だ目めだ、と思うのと、そういえばウーチェレットはこうやって死んだのか、というのと、故郷まであと何日かかるのだっけ、というのと、色々な考えがとめどもなく浮うかんでは消えた。

　そしてふと気づくと、カナギは闇やみの中に光る赤い光を見ていた。

（なんだ、こりゃ）

　怪訝けげんに思ってじっくり見ると、赤い光は角かく灯とうの火であることがわかる。

　闇の中、ミリアンが角灯を持って立っている。

（ミリアン？　お前、どうしてこんなところにいるんだ？）

　問うてみるが、ミリアンは答えずにカナギを手招いた。

　ふらふらと角灯の炎ほのおが揺れ、ミリアンは先へ歩いていく。

（いや、ちょっと待て！　そんなすぐに歩けない！　だって俺、谷川に落ちたんだぞ？）

　慌あわてて叫びながら、カナギはもがく。

　体が重い。立ち上がれない。しかしミリアンの角灯は先へ行く。

　たまに振り返り、ひらひらと手招きながら、先へ。どうにか追いつきたくて、カナギは必死に体を動かそうとする。動け、動け、ただ指の一本でもいい！

　やがて他人のもののように自由にならなかった体が、ほんの少しだけ動いた。

　最初に指先が。痺れた手をゆっくりと握にぎりこむ。

　次に痙けい攣れんするまぶたをどうにか引き上げると──見えたのは闇の中の赤い光でもなく、冬空でもなく、煤すすけた木の天てん井じようだった。

「……生きてる……」

　誰かが、カナギを見て驚おどろいたようにつぶやく。

　あまりに聞き覚えのある声で、カナギの意識は一気に覚かく醒せいした。

「おま……！　ミリアン……!?」

　カナギは思わず声をあげ、勢い余って咳せきこむ。

　木造の小屋は暑いくらいに暖められていて、ひどく乾かん燥そうしていたのだ。

　カナギをのぞきこんでいた少女は、美しい顔を引きつらせて数歩後ろへ跳とびすさった。

「なっ！　なんなのじゃ、いきなり叫ぶな、瀕ひん死しのくせに！　びっくりするであろうが！」

「あ？　その口調……お前……ぅうわ……調子悪……」

　カナギは体を起こしかけて酷ひどい疲ひ労ろうと不調に負け、もう一度寝しん台だいに倒たおれた。

　横になって荒あらい息を吐はき、どうにか落ち着いてから改めて少女に視線を投げる。

　やせぎすな体にまとうのは、清潔だがひどく粗そ末まつな衣装。長い髪かみもただ背に垂らしているだけで、印象はカナギの知っている少女とはずいぶんと違ちがう。

　しかし、この薄うす黄色い髪と赤あか紫むらさき色いろの瞳ひとみは、ミリアンの双ふた子ごの姉、デクストラのものに間違いなかった。その証しよう拠こに、少女の左目にはきちんと包帯が巻かれている。

　デクストラは警けい戒かいした猫ねこのように部屋の隅すみでじっとカナギを見ていたが、好こう奇き心に負けたのか、じわじわと近寄ってきた。

「……のう、おぬし、本当に何者なのじゃ？　ここの麓ふもとの川岸に打ち上げられておったのだが、軽い凍とう傷しようにしかなっておらなんだし。山の獣けものがそなたを見つけて、我らの小屋の戸を叩たたいたのだぞ。おぬし、動物語が喋しやべれる野生児か？」

　身に覚えのない話にカナギは戸と惑まどったが、それ以上に気になるのはデクストラの態度だ。

　彼女はどうしてカナギのことを覚えていないふりをするのだろう？　しかもデクストラの瞳ひとみに偽いつわりの気配はない。それどころか、光魔ま法ほう教会本部で見たときのような神経質さもない。

（別人か？　いや、でも骨格がまったく一いつ緒しよだ。ミリアンとも同じだから間違いない）

　事情が飲みこめないまま、カナギは慎しん重ちように話しかける。

「動物の知り合いはいないけど……崖がけから落ちた覚えはある。結構高い崖だった。でも、ひどい怪け我がをした感じでもない、な」

「怪我なぞさっぱりしておらん。ふむ、野生児というよりは空飛ぶ変態か」

　くきり、と首をかしげる所作も、以前よりかなりミリアンに似ている。

　なんだか妙な気分になりそうで、カナギは視線をそらして自分の首筋を探さぐった。そこからかけていた鎖くさりは、どうやら無事だったようだ。着き替がえさせられたのか、見知らぬ衣服の下から出てきた赤い石の耳みみ飾かざりを見て、カナギは心底ほっとする。

　少し迷ってから、カナギはミリアンの耳飾りをデクストラに見せてやった。

「性せい癖へきが変なだけで空が飛べたら、色んな奴やつが変態になると思うぞ。……怪我がなかったのは、このお守りのおかげ、かもしれない。なんだか、そんな気がする」

「おぬし、それは……」

　デクストラはカナギが耳飾りを出した途と端たん、目を瞠みはって硬こう直ちよくした。ためしにカナギが首から外した耳飾りを差し出すと、ふらふらと寝台のカナギに歩み寄る。

　デクストラが耳飾りに触ふれようとしたとき、急に派手な声が飛びこんできた。

「ああっ、こら！　ユリア、ひとに素す手でで触さわっちゃ駄目だっつったろーが！」

　叫さけんで部屋にやってきた人物を見て、カナギは大いに引きつった。

「……それ……その……リュ」

「あーあーあー！　お前、久しぶりだなー！　俺だよ、ウルファだよ！」

　真っ青になってカナギの台詞せりふを遮さえぎったのは、確かにリュリュだった。

　ただし、あのばかばかしく派手なバラ色の巻き毛はない。

　髪は短く切り、着ているのもこざっぱりとした粗末な男物だ。

（男だ……普ふ通つうに男だ！）

　啞あ然ぜんとしているカナギに向かって、リュリュは必死で『黙だまっていろ』の合図を送っている。何か訳ありなのだろうが、そうでなくともカナギはあまりの衝しよう撃げきで言葉を失っていた。

　目と目で会話する男たちを目の前に、デクストラは少し不ふ機き嫌げんに言う。

「なんだ、こやつ、ウルファの知り合いなのか？」

「うん、そうそう。名前はね、えーっと」

　リュリュは適当にうなずき、居間のほうを振ふり返った。暖だん炉ろと、粗末な椅い子すと食しよく卓たくがあるだけの居間だ。リュリュはこちらへ向き直ると、カナギを指さして言う。

「イス・ト・ツクエ」

「ない！　ないだろう、絶対！」

　思わずカナギは血を吐きそうな叫びをあげ、実際数度咳きこんだ。

　リュリュは冷や汗あせをかきながらカナギへにじりより、肩かたをぽんぽん叩いて引きつり笑う。

「お前のご両親は本当に名付け感覚がおかしいひとでなあ！　でもいいひとだよな！」

「殺す……本当に殺す……！　よりによってなんで東方語……！」

「……仲がよいのだな、ウルファとイスは……」

　つぶやいたデクストラは、明らかにふてくされた様子だ。

（あれ。デクストラって、こんな顔するんだっけ？）

　あまり面識のないカナギにさえ、今のデクストラの様子は新しん鮮せんだった。

　驚おどろいているカナギの目の前で、デクストラはむっつりとした顔でリュリュの袖そでを引く。

「ウルファ。我はイスが持っているお守りを触りたいのじゃ」

「あー、はいはい。じゃあ俺が取ってやるから、待ってて。お前、素手でひとに触ると貧血になってぶっ倒れるんだからさ。絶対やめてくれよ、勝手に触るの」

　憮ぶ然ぜんとしたデクストラの前で、リュリュは懐ふところから清潔な白い手て袋ぶくろを取り出して両手にはめ、カナギが差し出したお守りを受け取った。

　デクストラは一転して表情を輝かがやかせ、美しい指先でミリアンの耳飾りをつまみあげる。

　あちこちの方向から眺ながめた末、デクストラは耳飾りを両手でくるみ、そっと耳元にあてた。

「……温かい。なんだか、懐なつかしい──」

　優しく囁ささやき、デクストラはうっとりと夢見るように目を閉じた。

（ミリアンのだってことがわかるのか？　それより……返してくれるんだろうな）

　カナギが少し不安になったとき、デクストラは赤紫色の瞳をぱっちりと開け、手の中の耳飾りを見下ろした。ふと大人おとなびた微び笑しようを浮うかべ、デクストラは耳飾りをリュリュの手に返す。

　そして改めてカナギを見上げた。

「これ、そなたのことが好きなようだぞ」

「は……あ……そう、か？」

　突とつ然ぜんと言われ、カナギはひどく決まり悪くなった。

　わけのわからない戯ざれ言ごととはいえ、ミリアンとのことを見み透すかされたような気分だ。

　掛かけ布ふの下でごそごそと耳飾りを戻もどすカナギを眺め、デクストラは意地の悪い顔になる。

「うむ。どう考えてもそなたを救ったのはこれじゃ。よかったな。大事にせ、よ……」

　デクストラはさらに言葉を継つごうとしたが、不意に青ざめた。

　彼女の細い体が揺ゆらいだのを知り、リュリュが慌あわてて抱だきとめる。

「っ、と！　危ない！　疲つかれたのか？」

　厳しい顔になって問うリュリュを見上げ、デクストラはか細くつぶやいた。

「そうかもしれぬ。少しはしゃいだのじゃ。……すまぬな」

「いいって。イスは元気そうだから、俺はお前が寝ねつくまで傍そばにいる。いいな？」

　少し強ごう引いんなリュリュの言いように、デクストラはわずかに頰ほおを赤く染めたようだった。

　啞然としているカナギの目の前で、デクストラは小さくうなずき、力の入らない指でリュリュの手袋の端はしをひっかいた。

　素手で触れられないことがもどかしい、とでも言うように。
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　デクストラを寝かしつけたリュリュが、カナギのところへ戻ってきたのは思ったより早い時間だった。もっとも、窓のない部屋からでは正確な時刻はわからない。

「やー、悪い、悪い。あのひとはもう寝ちゃったから大だい丈じよう夫ぶ。ただ、なるべく小さい声で喋しやべってくれよな。万が一聞かれると面めん倒どうだから」

　安い油を入れた明かりと、いくつかの器うつわを載のせた盆ぼんを両手に、リュリュはカナギの枕まくら元もとへ椅子を蹴けりやる。カナギは改めてリュリュの顔をじっと見上げ、訊きいた。

「リュリュ……だよな？」

「うん。そう。こんな美形は他ほかにそうそういねーだろ？　手、見せてみ。……ん。軽いもんだな、これなら大丈夫」

　リュリュは椅子に腰こしかけ、カナギの手を引きずり出して、いつの間にか巻かれていた包帯をとって中を確かく認にんした。軽い凍とう傷しようがあったとデクストラが言っていたが、カナギから見ても軽傷であった。もうむずがゆさくらいしか残っていない。

　むしろ問題は、指の先までを彩いろどっている濃のう紺こんの文様だ。

　この文様は毒が回っている証あかし。この腕うでが腐くされて落ちるのは、時間の問題だった。

　リュリュはカナギの手に脂薬を塗ぬり直して包帯を巻くと、枕元の粗そ末まつな台に置いた盆から椀わんを取り上げてカナギに押しつけた。中身は麦と野菜をわずかな肉の脂あぶらで煮にた、穏おだやかな粥かゆだ。

　カナギがわずかに体を起こして粥を受け取ると、リュリュは真顔になって訊く。

「そんで、カナギ。あんた、どーしてこんなところで相変わらず死にかけてんだ？　ここ、帝てい都とから相当遠いぜ？」

「それなら俺も訊きたい。リュリュ、なんだあのデクストラは。別人かと思ったぞ」

　食欲は、あるような、ないような微び妙みようなところだが、とにかく粥に口をつけてからカナギも聞き返す。途と端たんにリュリュは白い頰を赤く染めた。

　リュリュは座っている椅い子すの縁ふちを両手でつかみ、なんとなく揺らしながら言う。

「んー……でも、あれが本来のあのひとなんだと思う。話さなかったっけ？　デクストラ様は、しんどいことがあるとすぐに記き憶おくをなくすんだ。俺はデクストラ様が帝都脱だつ出しゆつするときに同行したんだけど、途と中ちゆうで追っ手に襲おそわれてさ。護衛で生き残ったのは俺ひとり。どうにかここまで逃にげてきたけど、意識が戻ったとき、デクストラ様は帝都のことも、自分の生おい立ちも、みんな忘れてた。もちろん俺のこともね。あれは何度やられても哀かなしいもんだなー」

　リュリュはうっすら涙なみだぐんでさえ見せるが、カナギはなんだか新鮮な気分だった。

　デクストラはリュリュのことを忘れたのに、今はずいぶんとリュリュになついている。

　おそらくは、なつかれるだけのことをリュリュがやったのだ。隠かくれ住んでるわりには、デクストラは以前より健康そうなくらいだし、粗末ながらにこざっぱりした格好をしていた。

　生活力のないデクストラと暮らすのはかなり大変だろうに、リュリュにもデクストラにも、一いつ切さい荒あれたところが見えない。

「……お前、がんばったな」

　カナギがほろりとねぎらいを零こぼすと、リュリュはものすごく決まり悪そうに顔を歪ゆがめた。

「なんだよ、突然兄貴ぶるんじゃねえ！　気色悪い！　大体俺は元旅芸人だもん。適当に金稼かせぐのは得意なんだぜ。髪かみも売った。高く売れるんだよなー、色が変わってるから」

「旅芸人？　お前、貴族出身じゃないのか？　旅芸人がどうして光魔ま導どう師しになれたんだ」

「ん、旅芸人だったんだけど、興行にお忍しのびで来てた貴族に『死んだ娘むすめに似てる』っつって拾われたんだ。ちっちゃい頃ころから女装で歌ったりしてたからさ。その貴族んとこも結局飛び出して来ちゃったけど、あの夫婦、元気かなあ。結構いいひとたちだったんだよなー」

　あっけらかんと言い、リュリュはどこか優やさしい顔で沈ちん黙もくした。

　その横顔は、以前より少しだけ大人おとなびて見える。

　デクストラを抱かかえての短い逃とう亡ぼうの日々は、リュリュを急に大人にしていた。

　リュリュはかつて、孤こ独どくなデクストラの傍かたわらにいて愛を叫さけび続けていたのだという。

　もちろん、そんなことをしてもなんにもならなかった。

　デクストラは魔ま法ほう力を酷こく使しされて静かに壊こわれていったし、リュリュはデクストラに忘れ去られる哀しみに耐たえきれず、光魔法教会を出た。

　愛では何も変わらない。

　カナギもそう思う。世界を動かしている運命みたいなものは、とても大きくて理り不ふ尽じんだ。

　命がけで愛したとしても、ひとは死ぬ。

（でも、愛で変わる運命も、少しくらいはあるのかもな。たまには）

　今のリュリュとデクストラを見ると、さすがのカナギも少しだけそんな気分になった。

　何やらしみじみとしてしまったカナギに、リュリュは急に向き直る。

「それでカナギ、お前は？　結局お前の話は聞いてねーぞ」

「俺か。俺は、東方会議議長の護衛をしながら、東方に向かってる。ソラとも──多分、東方で会う。その途中で皇こう帝てい側の傭やとったエル＝ウルキアに襲われて、議長たちとはぐれたんだ」

「そんじゃ、本当に俺たちんとこへ来たのは偶ぐう然ぜん？」

「……まあ、そうなるな」

　カナギはためらいがちにうなずく。

　自分でも納なつ得とくがいかないほどの偶然だ。偶然川に落ちたカナギが、偶然リュリュたちの潜ひそんでいる場所近くまで流されて、偶然保護された、というのはどう考えてもおかしい。

　考えられるのは、ミリアンの耳みみ飾かざりがデクストラと呼び合った、という可能性くらいである。説明しようのない事態にカナギは黙だまりこむが、リュリュは深く考えていないようだった。

「そっか、じゃあよかった！　あんた、これからまた議長たちとの合流を目指すの？」

「できればな。──ここは、ロムの町からはどれくらい離はなれてる？」

　ロムで待つ。そう言った議長の声がよみがえり、カナギは問う。リュリュは首をかしげた。

「ロムなら、馬でなら半日、山ん中歩けば三日はかかるかな。そこを目指してたわけ？」

「中ちゆう継けい地点のひとつだ」

「よーし、そんじゃ、お前がもう少し回復したら、俺が送ってってやるよ。安心しろ」

　リュリュは気楽に言って笑う。カナギは思いがけない申し出に、少しばかり戸と惑まどった。

「それはありがたいが……デクストラは？　ひとりにしていいのか」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。デクストラ様、魔法は忘れてないもん。あの方は本来、世界最強だぜ。弱いのは心だけ。──でもカナギ、あんたが光魔法教会の魔導師どもと一いつ緒しよじゃなくて本当によかった。魔導師たちのとこへ戻もどるんだったら、俺、あんたのことも殺してたかも」

　言って、リュリュの笑えみは毒を含ふくむ。彼の声に本気を感じ取り、カナギは静かに言った。

「お前じゃ無理だろ。でも、どうしてだ」

　リュリュはじっとカナギを見つめた。よく光る茶色の瞳ひとみが、今は鋭するどさを増している。

　リュリュは低く囁ささやいた。

「デクストラ様を、光魔法教会に戻したくない。戻ったら、きっと魔導師どもが記憶を取り戻させようとする」

　そしてまた、デクストラは不幸になるということか。カナギは苦く笑しようした。

　実に複雑な気分だった。カナギは粥かゆの椀わんを盆ぼんへ戻し、重い体を寝しん台だいに預けて言う。

「──大丈夫だ。光魔法教会には、ミリアンがいる」

　リュリュがはっとした気配があった。やっとリュリュも思い至ったのだ。

　デクストラがいなければ、彼女の運命はミリアンに降りかかる。リュリュはつぶやく。

「……そう、か。ごめんな」

「殺すぞ」

　掛かけ布ふの下からカナギは投げやりに言う。リュリュは半分涙なみだ声ごえで繰くり返した。

「ごめん」
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「どうしても行くのか」

「すぐ帰るから大丈夫だって。いいか、絶対に知らないひとが来ても扉とびら開けるなよ！」

　カナギが出発する朝、リュリュとデクストラは新しん婚こん夫婦なのか身寄りのない兄妹きようだいなのか、なんとも判断のつかない様子で言葉を交かわしていた。

　冷気漂ただよう早朝に改めて眺ながめてみると、リュリュたちが住んでいるのは山中の狩かり小屋なのである。山にはもう雪が降っていて、地面は所々土が見える他は真っ白だ。

「イス」

「……あ、ああ、俺のことか。なんだ？」

　振ふり向いたカナギに、デクストラは少し皮肉に笑った。

「大事にせよ」

　ひと言だけ言って、デクストラは小屋の中に引っこんでしまう。

　おそらくはカナギの持っている『お守り』のことを言っているのだろう。

　それとも、ひょっとして『お守り』を渡わたしたミリアンのことだろうか。実はデクストラは、すべてを覚えているのかもしれない──カナギはそんなことを思ったが、口には出さなかった。

　小屋を出たカナギとリュリュは徒歩で針葉樹とトゲのある灌かん木ぼくが生える山を進む。

　やがてリュリュが眉まゆをひそめた。

「妙みようだな。カナギ、こんな山ん中に野営の跡あとがあるぜ」

「確かに。人数は──おそらく、六、七人もいるな。議長たちにしちゃ数が多い」

　山中にひらけた小空間には、確かにたき火の跡がある。

　カナギは辺りの形けい跡せきから野営した者たちの人数を割り出し、考えこんだ。

　こんな裏うら街かい道どうからさらに外れたような場所を行くのだ。まともな一行とも思えない。

　カナギとリュリュは顔を見合わせ、慎しん重ちように一行の進んだらしき方向へと歩き出した。灌木を刈かり、へし折った跡が先へと続く。

　やがて遠くからひりつくような大気と、かすかな音が届いてきた。

　カナギとリュリュはどちらからともなく歩調を速める。

　雪に覆おおわれた斜しや面めんを、木々につかまりながら下りていく。やがて傾けい斜しやがゆるやかな場所に出ると、ふたりの視界が開ける。カナギたちは木々の間から歩み出て目をこらした。

　辺りは白い雪を頂く、とがった山々の連なりに変わっている。

　カナギたちの立つ斜面のさらに下には、山々の間を抜ぬける蛇だ行こうした道。

　そこを走っている騎き乗じようの一団が見えた。一団──いや、かなり遅おくれてもう一団。追う集団がいる。追っ手は皆みな黒衣で、白い雪牛に乗っているようだった。雪牛は持久力のある動物だから、長い競走をすれば大たい抵ていの動物に勝つだろう。リュリュは身を乗り出して言う。

「うわぁ、大当たり！　野営してたの、あれだよ、あれ。あれのどっちか。追ってんのはエル＝ウルキアだな。追われてんのも、そうか……？」

「議長一行だ！」

　遠目にもエル＝ウルキアとは所作の違ちがうふたりを一団の中に見つけ、カナギは叫さけぶ。

　エル＝ウルキアの追っ手に加勢がきたのだ。そうでなくては、まだ議長たちがこんなところをうろついているわけがない。カナギはすぐにも駆かけつけたかったが、下りるだけでも相当な時間がかかる。絶対に間に合わないだろう。

「ほんと？　そんじゃ一発、俺が助けてやるか。遠いけど、雪があるから大だい丈じよう夫ぶだろ」

　焦あせるカナギの横で、リュリュは気楽に言った。

　リュリュは無骨な外がい套とうの下からウズラの卵ほどもあるバラ色の魔ま法ほう石を取り出し、軽く唇くちびるに触ふれさせて呪じゆ文もんを唱える。

「天上に善き死者の群れあり。善き死者の瞳は黒く、深く、闇やみよりも明るく、永遠の光に似る。我は有限の地に宿る者、我は汝なんじに命ずる、死者の瞳、永遠の閃せん光こうよ、疾とく来よ！」

　リュリュの呪文が終わった瞬しゆん間かん、白い閃光が生まれた。

　リュリュの目の前にではない、エル＝ウルキアたちが追いかけっこを繰り広げている谷間の真ん中で、光は弾はじけたのだ。

　光は辺りの雪山に反射し、辺り一帯を白一色に塗ぬり替かえる。

　直後、カナギの視界は切り替わった。谷に広大な花はな園ぞのが生まれている。どこの宮きゆう殿でんの庭かという広大な花園である。極ごく彩さい色しきの花々が咲さき誇ほこり、いっせいに風でゆらめく。むせかえるような甘い匂においがする。花園にはあちこちに奇きっ怪かいな巨きよ像ぞうがたたずみ、すべてこけむし、ひび割れから花を咲かせている。

　どこか不安で、それ以上に美しい。それは幻げん影えいの園であった。

　カナギの視界からは、園の幻まぼろしはすぐに消え去った。追われる議長一行もそうであったのだろう。すぐに馬をかって道の先へと疾しつ走そうする。しかし、追っ手のエル＝ウルキアたちは呆ぼう然ぜんとし、あるいは乗り物から下り、必死に何かに祈いのるような所作を見せていた。

　カナギは半分呆あきれ、半分感心して、リュリュを見やる。

「また……ばかみたいにでかくて華か麗れいな幻影だったな」

「そ。俺はばかみたいに綺き麗れいなもんが大好きだ。でも、もう眩げん惑わく魔ま法ほうは使わない。多分これが最後だな。だってデクストラ様には、もう幻じゃないものを見せてやりたいからさ」

　リュリュはにっこりと笑った。そんな顔は、カナギもなかなか綺麗だと思う。

　カナギはうなずき、斜面の先の下りられそうな道を確かめた。

「恩に着る。……助かった。またな、リュリュ！」

　斜面に踏ふみこむカナギに、リュリュは笑って言った。

「じゃあな、カナギ！　多分もう一度あの小屋に来ても、俺たちはいないから。俺、デクストラ様の手を引いて、なるべく綺麗なとこにいくんだ。綺麗な景色けしきばっかり見えるとこへ！」
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「カナギ！　生きていたか」

　数日遅れではあったが、カナギと議長一行はロムの町で無事に落ち合った。

　小さな町唯ゆい一いつの酒場に、東方人種が三人集まっているのは目立つ。

　辺りの視線を集めながら、カナギは静かにうなずいた。

「どうにか、悪運だけは強いようで。……エル＝ウルキアの追っ手はまだ来ないのですか」

「途と中ちゆうで妙みような幻影を見た。魔法によるものかと思うが、エルどもは迷めい信しん深い」

　従者が渋しぶい顔で口を挟はさむ。彼としても無事生きて帰ってきたカナギには強い敵意を向けにくいようだ。一方議長は喜々として続けた。

「そうだ。奴やつらは幻影をこのうえなく不ふ吉きつな証あかしと思って引き返したらしい。護衛のエル＝ウルキアは、それでも数人が踏みとどまった。──それより、カナギ。面おも白しろい噂うわさを聞いたぞ」

「噂？」

「うむ。皇こう帝ていの東方遠えん征せいは遅れるかもしれん。ついに反乱が起きたのだ。首しゆ謀ぼう者しやは皇族の血を引く有力貴族、フェルテラ伯はくギスラン・バシュラール卿きようだとか。知っているか？」

　……カナギはもちろん、知っていた。








５　種のある奇き跡せき









　話は少しだけ巻き戻もどる。

　謀む反ほん人とされたトロイヴァス公とバシュラールのもとへは、神聖会議後ただちに討とう伐ばつ軍が向かった。

　他ほかの貴族たちはトロイヴァス公一味は亡命するか降こう伏ふくするか、どちらかを選ぶだろうと信じていたのだが、意外なことに公は最初から戦う気満々だった。

　公は会議直後から帝てい都とからトロイヴァス公領首府へ向かう要地へ兵力を展開。皇帝は東方遠征への差し支つかえがない、ぎりぎりの数を反乱討伐へ振ふり向けた。

　双そう方ほうの戦力差は五対一。当然ながら帝国軍の優勢である。

　いくら地の利があるとはいえ、皇帝側の勝利は確実に思えた、のだが。

「裏切り者がいる！　そうとしか思えぬ！」

　皇帝側の総指揮官、ボルディア伯はく爵しやくが小卓に拳こぶしを打ちつけた。

　陣じんの奥、指揮官用の天幕内では、討伐軍の士官たちがちらちらと視線を投げ合っている。

　伯爵とは親しん戚せき筋にある子し爵しやくが、ごく控ひかえめに口を出した。

「しかし、我らは皆みなが皇帝陛下に揺ゆるぎない忠誠を誓ちかった者。トロイヴァス公がいくら高貴な血を引いた方とはいえ、今いま更さら寝ね返がえる者などいるはずがありません」

　まったくもってそのとおりだ。貴族や下層に顔のきくバシュラールすらあっさり謀ぼう殺さつしてみせたモルガンに、貴族たちは完全に畏い縮しゆくしている。トロイヴァス公への恩義がある者だとて、今の状じよう況きようで公に味方するはずがない。

　戸と惑まどう士官たちを眺ながめ、伯爵は吠ほえる。

「ならば！　ならばなぜ、敵軍はまるで我らの動きを読み尽つくしたかのように動くのだ!?　一度だけではないぞ！　奇き襲しゆうはすべて見破られ、我が軍の弱点、盲もう点てん、我々が気づいておらんどんな些さ細さいなところでも突ついてくる！　おかげでこちらは相手に致ち命めい傷しようを与あたえられないどころか、じわじわと戦力を削けずられておるのだ！　裏切り者がいなければ説明がつかんぞ！」

　自分たちでも気づいていない弱点なら、裏切り者がいても報告できないだろう。

　数人はそう思ったが、さすがに口に出さなかった。代わりに、子爵がため息混じりに言う。

「とはいえ、裏切り者捜さがしは我々の結束力を弱めることになります。……まったく難なん儀ぎなことですな。この何もかも見み透すかされたような感じというのは……まるで、魔ま導どう師し相手の戦いくさのようだ」

「──それですわ」

　急に女の声がして、士官たちは顔をあげた。見れば、天幕の入り口に軍服姿の女がいる。

　女が戦に出てくるとは思っていない士官たちは、皆が怪訝けげんな顔になった。

　伯爵がいぶかしげに訊きく。

「なんだ、貴様は」

「皇帝親衛隊、ジェルトリュド・シュナル。エラン卿きようと共に元フェルテラ伯、ギスラン・バシュラール討伐軍を任されておりましたが、城じよう壁へきを破は壊かいして侵しん入にゆうしたところ、伯爵領首府はまったくのもぬけの殻からでした。よって先ほど、反乱討とう伐ばつ軍総指揮官である伯爵の部隊と合流を果たしたものであります」

　皆がぽかんとシュナルの報告を聞いていたが、すぐに伯爵が怒いかりに顔を赤くして叫さけぶ。

「エラン卿！　君がいながら、なぜ女が喋しやべっている！　君が報告しろ！」

　伯爵の言いようにシュナルは鼻白み、一歩遅おくれてやってきたエランが口を開いた。

「はい。我々は二四日前にフェルテラ伯爵領に到とう着ちやく、一五日目に首府を解放しましたが、伯爵および民たみの姿は皆かい無む。探たん索さくの結果、伯爵によって爆ばく破はされた城の地下より広大な坑こう道どうが発見されました。フェルテラ伯爵領は金鉱で栄さかえた土地。その技術を利用し、長いときをかけて非常用の坑道を掘ほっていたと思われます。住民たちもここから逃げたものと推測する次し第だいです」

「なんと卑怯な！　やはり奴の性しよう根ねは尊き血に値あたいせぬものなのだ！」

　伯爵は鼻息荒あらく言い捨てるが、シュナルは青ざめた顔で彼を見つめていた。

（卑怯も何も、いざというときの逃げ道くらい、貴族なら誰だって用意しているじゃない。大体私がエラン卿の襟えり首くびを引きずらなければ、誰も坑道があるなどと考えもせず、略りやく奪だつに必死だったというのに）

　なのに、女で平民だというだけで、この場でのシュナルの発言権はないに等しい。

　伯爵はあえてエランだけを視界に入れて言う。

「……それで。その坑道がどこへ繫つながっているのかは調査したのか？」

「残念ながら、坑道の規模があまりに大きく複雑なため、本格的な調査は断念して閣下との合流を優先しました。元より任務完かん了りよう時には合流せよとのご指示でありましたから。ときに閣下、彼女が敵軍に関して気づいたことがあるとか。発言をお許しくださいますか？」

　軽けい薄はくな美び貌ぼうをせいぜいまじめそうに整えてエランが言い、シュナルのほうを手で示す。

　伯爵はいまひとつ納なつ得とくがいかない様子だったが、結局嫌いや々いやうなずいた。

「手短に言え」

「はい、ありがとうございます！　先ほど、閣下はトロイヴァス公の異常なまでの洞どう察さつ力に苦しめられている、とのお話を聞きました。私はこれを、敵に魔導師がいるからであると考えます」

　直立不動で言うシュナルを、伯爵はうんざりといった調子で怒ど鳴なりつける。

「ばかめ、話にならん！　お前は魔導師がなんたるかを一いつ切さい理解しておらん！　いいか、魔導師の能力は良くも悪くも感覚的すぎるのだ！　戦で魔導師の遠見の法を利用しようと思ったならば、魔導師の報告を受け、その情報を的確に分ぶん析せきするだけの魔導師を抱かかえた本部が必要となる。このような体制を整え、戦で魔導師を使うことが可能なのは、広い大陸中でも光魔ま法ほう教会のみ！　ましてや戦場で冷静に報告を出せる魔導師は最低でも達人位。我らですら借り出すことができなかった達人位魔導師を、反乱軍が擁ようしているわけがない！」

「光魔導師が駄だ目めなら、闇やみ魔ま導どう師しはどうですか」

　シュナルは必死に食い下がる。伯爵は『下がれ』とでもいうようにシュナルに手を振り、卓たくへ広げた地図へ視線を向けて言った。

「闇魔導師は旧式な一いつ匹ぴき狼おおかみだ。戦には出てきたためしがないし、出てきたとしても使えん。闇やみ魔ま法ほう教会の本部は先ほど壊かい滅めつしておるしな。……いいかげん話しても無む駄だなようだ」

「では、光魔法教会の重役であった者が闇魔導師の指導に入ればどうです？　地図をご覧ください！」

　エランの心配そうな視線を振り払はらい、シュナルは卓へつかつかと歩んだ。

　青筋を浮うかせる伯爵の眼前で、シュナルは地図を指で指し示す。

「ここが帝てい都と、そしてここがトロイヴァス公領、南。我らのいる場所です。達人位魔導師の思念が届く限界は、一いつ般ぱん的に鐘かねの音が届く範はん囲いとも、馬で四日の距きよ離りとも言われています。なるほど、ここから帝都には届かない。けれど、ここならどうでしょう」

　シュナルの指は現在位置を中心にとって円を描えがいた。

　円の中はほとんどが古くからの帝てい国こく領だが、最後に指が止まったところだけが例外だった。かつては魔導師領であったが、ごく最近帝国領になった土地──カエキリアである。

　数人の士官たちがはっとする。

　確かに、カエキリアは古い伝説に守られた魔導師の城であった。最近帝国領に組みこまれたとはいえ、領主はなんらかの圧力で処しよ刑けいを免まぬかれ、代わりに派は遣けんされるべき役人も権力争いでもってうまく決まらず、宙づりになっている場所なのだ。シュナルは続ける。

「カエキリアは古き闇魔導師の土地。バシュラール卿はかつて、処刑されそうになったカエキリア領主と魔導師たちを救ったことがあります。……彼らを味方につければ、あるいは」

　言ってから見上げると、さすがの伯はく爵しやくもいささか渋しぶい顔で黙だまっていた。もう一息だ。

「坑道の掘られた方向からしても、私はバシュラール卿はカエキリアにいると考えます。実際、カエキリアへやった偵察隊はすべて消息を絶ちました。閣下、どうか我々に、カエキリアに向かう許可をお与あたえください！」

　力強く言ったシュナルを、伯爵はじっと見つめた。そしてまた、エランのほうを向く。

「君も同じ考えか、エラン卿」

「は。閣下、女というものは基本的に愚おろかで動物的であり、戦場には向きません。しかし、ときに勘かんだけは鋭するどいものです。──わたしの理性もまた、彼女の言う可能性を否定しません」

「ふむ。ならばよかろう。カエキリアへ向かえ。その前にまずは休むのだ。下がれ」

「はい、ありがとうございます！」

　エランとシュナルは礼をして下がり、見送った子爵が伯爵を振ふり返る。

「閣下。おそれながら、わたしにはいささか根こん拠きよの薄うすい話と聞こえました。兵を動かすには、もっと確実な情報が必要です」

　伯爵はいらいらと地図の上を叩たたいて答えた。

「かまわん。あのふたりはヴェルティア公のお気に入りだ。腹立たしいが、基本的には好きにさせておく。逆に恩を売る好機かもしれんしな。……よし、いくらか兵を増やしてやろう。態度の悪い傭よう兵へい隊をいくつか選んで奴やつらに押しつけろ。いいやっかい払ばらいだ。それがすんだなら、改めて裏切り者のあぶり出しにかかるぞ。この反乱が皇こう帝てい陛下の東方遠えん征せいを妨さまたげるような事態は、何があっても避さけねばならん！」
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　シュナルとエランは兵士に休息を取らせ、伯爵からの増員を編成し直すと、すぐにカエキリアへと向かった。かなり力任せの高速の進軍である。

「常々思っていたんだがね、シュナル。君のやり方は無む茶ちやだ。今回は特にまずい。今の僕らの部隊には傭兵が多いんだ。いるかどうかもわからない敵に突とつ撃げきしろと言っても、素す直なおには従わないだろう。大体敵に魔ま導どう師しがいる可能性があるなら、もっと慎しん重ちように偵てい察さつ隊を出すべきじゃなかったのか？」

　長時間の騎き乗じようにうんざりしたエランの言葉を、シュナルは一いつ笑しように付した。

「魔導師相手に半はん端ぱな偵察隊を出しても、それこそ煙けむに巻まかれるだけですわ。速度です、エラン卿きよう。全軍で速すみやかにカエキリアにたどり着くしか、奴らの化けの皮を剝はぐ方法はありません。傭兵どもの足が鈍にぶるというのなら、カエキリアでの略りやく奪だつを許可しましょう。それで少しはやる気になるのではありません？」

　シュナルの言いようにエランはあきれ顔になったが、反対はしなかった。

　カエキリアはすでに皇帝領。そこでの略奪を許すというのは無茶だ。とはいえ帝国の現状からいえば、戦果さえあがれば帳消しにできる程度のことであった。

　実際カエキリアでの略奪を許す、との通達で、兵たちの足は軽くなったのである。

　強行軍の道中、シュナルはひたすらにバシュラールのことを考えていた。

（これだけ色々と動いてくださるのだもの。きっとバシュラール様は生きている。さて、彼の望みは何かしら？　戦いの回かい避ひ？　ならば自分だけが姿を消してしまえばよかったのに、あの方は領民たちをも連れて行った。時間稼かせぎ？　ならば装備の整った自分の城に立てこもれば、しばらくはもったはず。それをあえて魔導師と組むなんて。……バシュラール様は勝つ気なのだわ。戦って、その上さらに勝つ気でいらっしゃる）

　愚か、とは思わなかった。

　絶対的な力を持つ皇帝といえど、失しつ脚きやくするときはする。しかも光魔ま法ほう教会と敵対し、西方にも喧けん嘩かを売り、貴族たちからはしぼりとって無理な戦いくさをするとなれば、現皇帝の明日は暗い。

　前世界の遺い跡せきがあるせいで忌いまれ、誰もが意識の外へと追いやっていたカエキリアだが、ごく普ふ通つうに考えれば帝都へ至る要地だ。

　バシュラールは──ひょっとすると、ひょっとして。

　次の皇帝にでもなる気なのだろうか。シュナルは思わず微笑ほほえんでしまった。

（もしもそうなったら、きっと臣下が大変ね）

　こっちにこい。

　そう言ったバシュラールの言葉がふと思い出される。

　彼の言葉に従えれば、彼のもとに行ければどんなに楽だったろう。

　どんな目にあっても、バシュラールの傍そばにさえいれば、いつだって笑っていられただろう。

　自分が選べたかもしれない、危あやうくも明るい未来を思うと死にそうに心が痛む。苦しい。早くバシュラールに会いたい。きっと彼はカエキリアにいるはずだ。シュナルは確信している。

　彼には死んでもらおう。希望などなくしてしまわなくては、絶望に生きる気力が萎なえる。

「シュナル様！　報告です！　森が現れました！」

　正規軍の部下が、シュナルの思し索さくをやぶって駆かけてきた。

　シュナルは外がい套とう姿で馬を繰あやつりながら眉まゆをひそめる。

「どこの森についたというの？　報告は正確になさい！」

「はい、いいえ……！　本当に、森が現れたのであります！」

「何を、ばか、な……!?」

　部下を叱しつ責せきしようとして、シュナルは目を瞠みはった。あり得ない光景が視界の端はしに映ったのだ。シュナルは顔をあげ、ぐるりと辺りを見み渡わたす。

　気づけば四方は森だった。

　深く古い、真っ暗な森。嫌いやな雰ふん囲い気きだ。霧きりがゆるゆると木々の間から流れだし、シュナルたちを取り巻いている。しかも、数秒前までここは見渡す限かぎりの丘きゆう陵りよう地ち帯たいだったのだ！

「進軍停止！　魔法だわ！」

　シュナルが叫さけび、命令は伝達されていく。

　しかし、止まった後に何をすればいいのだ？　相手は戦時の法に従う光魔導師ではなく、個人技に走る闇やみ魔ま導どう師しだ。何をやるかはまったくわからない。

　ある程度予測していた事態ではあったが、それでもシュナルは恐きよう怖ふに凍こおりついた。

　経験が、視覚が、五感が一気に役立たずになる恐おそろしさ。

　突とつ然ぜんのことに、兵士たちにも混乱のざわめきが走る。

　次の瞬しゆん間かん、森をすさまじい獣けものの咆ほう哮こうが貫つらぬいた！

「う……うわ、わ、わあああ！」

「魔物だ、魔物が来る！」

　恐怖を誘さそう咆哮に、兵士たちは理性を飛ばす。

　浮うき足だった兵士たちのど真ん中に、真っ黒な固まりが飛び出してきた。

　狼おおかみだ。子牛ほどもある狼が、血色の瞳ひとみを輝かがやかせて飛びこんでくる。

　途と端たんに辺りは阿あ鼻び叫きよう喚かん、兵士たちは嚙かみちぎられ、踏ふみつけられて動きをとめる戦友の姿に恐きよう慌こうを来きたした。狼から逃にげる兵士たちが波となり、士官たちの馬も押し流されかける。

「ええい、ひるむな！　こんなものは幻まぼろしだ！　親衛隊、第六、第七隊──横列！」

　シュナルは叫び、まっすぐ前方へ右手を伸のべた。

　瞳が震ふるえる。体が震える。正面の森には満天の星のような、狼の赤い瞳が光っている。

（しかし──これが私たちを脅おどすための幻ならば。一番恐ろしい方向にこそ、奴やつらの隠かくしたいものがある！）

　歯の根もあわないほどの恐怖をねじふせ、シュナルは馬上で背を伸ばす。

　その後ろに、多少は根こん性じようの据すわった親衛隊が横一列に並んで槍やりを構える。シュナルは叫んだ。

「ここより後ろに下がる者は、敵味方、関係なしに斬きり捨てよ！　進め、恐怖のもとにこそ敵はある！」

　凄せい絶ぜつな気き魄はくをこめた声に打たれ、逃げかけた兵士たちがたたらを踏む。

　ざっ、と並べられた槍の穂ほにおびえ、慌あわてて狼たちに向き直る。

　それでも狼たちが不気味な遠とお吠ぼえの声をあげると、兵士たちの顔色は死人のそれとなった。

　馬がいななき、暴れ、乗馬技術のつたない者が振ふり落とされる。

　シュナルは苦々しく舌打ちをし、弓を抱かかえて走ってきた兵士をひとり、馬上から身をかがめてひっつかまえた。

「そこ、私の言う方に矢をつがえなさい！」

　シュナルは叫び、襟えり首くびをつかまれた弓兵は、何が何やらわからないまま、言われたとおり矢をつがえる。シュナルは馬につけたもの入れから、一枚の石板を引きずり出していた。

　放射状に細かい溝みぞを刻み、周りに一六もの魔法石の欠片かけらを埋うめこんだ石板は、シュナルが光魔法教会時代に使っていた魔法力の検知器だ。大体の魔法力の出所を教えてくれる。

　このような修しゆ羅ら場ばで使ったことはないが、落ち着きさえ失わなければ役に立つはずだ。

　シュナルは必死に盤ばんを傾かたむけ、魔法力の位置を探さぐる。

　先ほどまではまったく反応していなかった検知器だが、今は法の最中さなか。いくら腕うでのいい魔ま導どう師しだとて、己おのれの魔法力を隠すことはできまい。右上の石が鈍にぶく光るのを見て、シュナルは目を見開いた。すかさずその方角を指で指し示す。

「この方向だ。撃うて！」

　指示に従い、弓兵が矢を放つ。

　しかし、動どう揺ようした兵士の矢はシュナルの指した方向を大きくはずれた。

「何をやっているの！　貸しなさい！」

　シュナルは顔色を変えて叫び、兵士から弓を取り上げる。

　検知器の指す方向を頭に叩たたきこみ、足だけで馬を繰りながら煮にえたぎった瞳で周囲を探る。

　ここを見ている魔導師がいるはずなのだ。この惨さん状じようを、安全な場所で見ている魔導師が。

（倒たおれるがいい──！）

　全神経が痛いほど研とぎ澄すまされた。その端に、何かがひっかかる。

　何かと視線があった気がする。次の呼吸で、シュナルは矢を放った。

　矢が風を切る。しばらくの間──そうして、確かな手て応ごたえを得た──ような気がする。

　シュナルは目標に向けていた視線を、どうにか検知器へ向ける。しかしその前に、辺りの霧はすっと晴れた。霧と一いつ緒しよに、幕が開くように森さえも消えていく。

　狼の咆哮も消えた。

「やった……助かった……!?」

　歓かん喜きの声をあげようとして、兵士が驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめた。

　魔ま法ほうの霧が晴れてみると、彼らはいつの間にかずいぶん移動していることがわかったのだ。辺りは真っ白な奇き岩がんに囲まれた場所である。

　天を刺さす針のごとき奇岩を従え、ひときわ高い台形の小山の上に立つのは、糸を引いて溶とけかけているかのような奇き妙みような建物。──カエキリアのもつ、前世界の遺い跡せきであった。

「遺跡、じゃないのか、あれ……遺跡っていったら、魔物が出るんじゃ……！」

　遺跡の丘おかの麓ふもとまできてしまっていた兵士たちが、囁ささやきあって青ざめる。

　そのとき、兵士たちの目の前が轟ごう音おんと共に爆ばく発はつした！

「うわぁぁああ！」

　数人が吹ふき飛ばされ、どうにか免まぬかれた者が恐怖の叫びをあげる。

　もうもうとたつ白い土つち埃ぼこりの中、兵士たちはとんでもないものを見た。

　目の前に、巨きよ大だいな柱が出現している。太さは大の男が五人も手を繫つながねば囲めないくらい、色は骨のような白だ。そしてそいつは、全身に恐おそろしく鋭するどく、長いトゲを生やしていた。

　──正しよう真しん正しよう銘めい、魔ま物ものであった。

　巨大な背骨のような魔物は、遺跡の丘から生えている。そいつが身をよじり、坂の途と中ちゆうに頭をつっこんで石を破は壊かいしたのが、まるで爆発のように思えたのだった。

　頭を固かたい地面につっこんだ魔物は、いきなり大きく体を左右に揺ゆすった。

　何人もの兵士が長大なトゲにひっかけられ、あるいは刺され、はるか遠くへ投げ飛ばされる。

　血を振りまいて飛んでいく戦友の姿に、兵士たちはやっと我に返って叫さけんだ。

「うわああああ！　魔物だ！」

「助けて、助けて！　嫌いやだぁああ！」

　後はひたすらに一方的だった。遺跡のある丘のあちこちから生えた魔物が、飛び散る血しぶきに凶きよう暴ぼう化かし、逃げる兵士たちを巻きこんでは放り出す。

　白々とした遺跡の丘がゆるゆると赤く染まる。まるで数百年前のひと対魔物の戦いが再現されたかのようなこの光景を、遺跡の中から見ている者がいた。

「おい、今日はそのへんにしといてくれ！　敵の中にシュナルがいる！」

　自作の望遠鏡で戦せん況きようを眺ながめていたバシュラールが、傍かたわらの女に声をかける。

「難しいことを言いますね、本当に……！」

　冷や汗あせを垂らしてそう返したのは、蜜みつ色の金きん髪ぱつを持つ二〇代半ばの女だ。まとうのは闇やみ魔ま導どう師しの長衣。元カエキリア領主、アドリアナ・セロフであった。

　バシュラールが帝てい都とでどうしても味方につけたかった人物こそ、彼女だ。バシュラールはシュナルの予想通り、領地を取り返すことを条件にセロフを仲間に引き入れたのだった。

　セロフは小部屋の真ん中にある祭さい壇だんへ駆かけ寄り、設置された魔法機械に手を置く。

　魔法陣じんを刻んだ石の小卓がセロフの魔法石を受け入れ、淡あわい熱を帯びる。

「──太陽に住むのは天の娘むすめ、光紡つむぎしものなり。天の娘の腰こしかけ石の欠片たる汝なんじに命ずる、太陽に代わって闇やみを照らし、悪あく霊りようを遠ざけよ。──光よ、在れ！」

　セロフの叫びと共に、遺跡の頂上で爆発的な光が生まれた。

　途と端たんに魔物たちは硬こう直ちよくし、ゆらゆらと体を揺らし始める。

　悲鳴をあげて死にものぐるいで退たい却きやくする帝てい国こく軍を眺め、バシュラールはつぶやく。

「もう少し隠かくれてたかったが……あいつが来たってんならしょうがねえ。お相手するか」


◆



　かくして敗走した帝国軍は、カエキリアの街まで退いて陣じんを張った。

　といっても、これが完全に帝国側の敗北とは言い難がたい。

「──敵を全ぜん滅めつさせられなかったのが、何より痛いですね」

　セロフが暗い声を出し、皆みなが無言で同意した。

　カエキリアの街とは目と鼻の先、カエキリア遺跡に立てこもったバシュラールたちだが、事態はまったく膠こう着ちやくしていた。

「我々はバシュラール殿どののご助力でこのカエキリア遺跡にひっそりと立てこもり、トロイヴァス公の援えん護ごをする。正体は隠してなるべく時間を稼かせぎ、皇こう帝ていが東方遠えん征せいを延期するようなら東方始め諸外国と結び、皇帝がそれでも東方遠征を強行するならば留守宅となった帝都ののど元に刃やいばを突つきつける──というのが理想だったはずですが」

　重苦しく言って沈ちん黙もくするセロフに、隣となりに座したバシュラールは肩かたをすくめて見せた。

「まあ、何事も理想通りにゃいかねぇさ。何せ相手は人間だ」

　ここはカエキリア遺跡の一角。地下に位置する窓のない部屋で、セロフを含ふくめた幹部魔ま導どう師したちと、バシュラール側の士官たちが床ゆかから生えたような備え付けの円えん卓たくを囲んでいる。

　壁かべに這はう奇妙な金属管から角かく灯とうが下がり、足りない明かりは円卓上の燭しよく台だいが補う。

　少々煙けむたい部屋の中、バシュラールは円卓上の地図を眺めて頭をかいた。

「遺跡ってぇのは誰もが忌いむ場所だ。住むだの、立てこもるだの、普ふ通つうはそういう発想にならねぇ。俺だってセロフ師たちがこの遺跡に通じてなけりゃ、そんなことは考えなかったしな。もう少し敵を欺あざむけると思ってたが、最初に押しかけてきた帝国軍の数が多すぎらぁ。あれじゃ全滅させるなんて無理だ。正直、もう少し保つと思ってたんだがな」

「──伯はく爵しやく領首府での戦いを、もう少し引き延ばせれば違ったやもしれません。『死守せよ』と、伯爵が命じてくだされば……三〇日から五〇日は守れたかと」

　バシュラールの背後に立つイエーリがつぶやく。彼は最低限の人数でバシュラールの城を守ってシュナルとエランの軍と戦い、城じよう壁へきをやぶられる寸前に領民やバシュラールの臣下たちを地下通路へと逃にがす役を受け持った。

　バシュラールは苦く笑しようまじりに頭をかく。

「そう恨うらみがましく言うんじゃねえ。俺だって甘いのはよくわかってる。とはいえ叔父おじ上うえのとこはうまくいってるし、悪いことばっかりでもねぇだろう。イエーリ、カエキリアの街に入った帝国軍の様子は？」

「魔導師相手の戦せん闘とうに帝国軍の兵士たちはおびえ気味。冬は刻々と深まっておりますが、カエキリアの民は帝国軍に非協力的です。帝国軍は資材を主に帝都から運んでいる様子。その補給部隊も魔導師たちが見つけ次し第だい幻げん影えいの森におびきよせておりますので、敵は飢うえと寒さにおびえ、満足にこの遺い跡せきまでたどり着くこともできないのが現状です」

　淡たん々たんとイエーリが語り、バシュラールはうなずく。

「とはいえ、遠からず援えん軍ぐんが来るだろうしな。ここにこもってりゃ一冬くらいは負けるこたぁねぇはずだが、勝つってわけでもないのが困ったとこだぜ」

　バシュラールのつぶやきに誰もが重苦しく黙だまりこんだとき、ひとりの魔導師が顔を出した。

「諸君、帝都より朗報だ！」

「どうなりました？」

　セロフを始め、皆が身を乗り出して訊きく。魔導師は喜々として答えた。

「東方遠征が始まったのだ！　帝都に潜せん伏ぷく中の同志によれば、皇帝は反乱には一いつ切さい援軍を送らぬそうだ。モルガン・シャイエは反乱討とう伐ばつ軍の監かん督とくのために帝都へ残るが、あの女は軍服は着ていても戦いくさのことはろくにわからん。反乱なぞ予定を乱されるほどの事件でもない、無視しておけ──そのような格好をつけたいがための暴挙だ！」

「はは、そりゃありがたい！　こうなりゃ目の前の敵をどうにかすれば道は拓ひらける──はずだが……目の前の敵はシュナルなんだよなあ」

　顎あごをなでて考えこむバシュラールに、セロフが控ひかえめに問う。

「シュナルさんというのは、あなたが以前カエキリアに連れてきた補ほ佐さの女性でしょう？　その……味方に引き入れることはできないのですか？」

「無理ですな」

　きっぱり言い切り、バシュラールはにぃ、と笑う。

「あいつは俺に惚ほれてるんです。なのに俺を殺しにここまで来ちまいやがった。こっちに味方する気が欠片かけらでもあるんなら、隙すきを見てとっくに俺のとこに飛びこんできてるはずですよ。そうしねぇんだから、あいつはどうあっても俺を殺す気だ。これは半はん端ぱな覚かく悟ごじゃねえ」

　妙みように陽気なバシュラールに、セロフは思わず批判的に眉まゆ根ねを寄せる。

「楽しそうですね。シュナルさんのお心は、あなたにとってはそんなに軽いものですか」

「あー、そう見えますか？　セロフ師。逆ですよ、逆。今の俺には、あいつの心は俺の民全部と同じくらいに重い。だから『味方になれ』なんて台詞せりふじゃ汚けがせねぇ。あいつが俺を殺す気で来るんだ、俺だって本気でやる。それ以外にゃ、ねえんです」

「……私には、わかりません」

　苦しげにつぶやくセロフに少しだけ笑って見せ、バシュラールは地図と向き合った。

「さて、相手はどうするか、ですな。こっちの資材は地下通路を使ってたっぷり持ちこんである。戦が長引いて損をするのは今のとこ、あっちです。そろそろしかけてきそうなもんだ」

　バシュラールが半分独り言めいて言ったとき、壁でちりちりと鈴すずの鳴るような音がした。

　人々がはっとして壁を見やる。金属管の這う石いし壁かべに貼はられているのは魔ま法ほうの護ご符ふだ。敵軍の襲しゆう撃げきを察知した合図である。わずかに遅おくれて、部屋の扉が開いた。

「報告します！　敵の援軍が現れました！」

「はあ!?　援軍は来ねぇって言った端はしから来やがったのか！　規模は？　場所はどこだ！」

　怒ど鳴なりつけるバシュラールに、伝令は青ざめた顔で答える。

「援軍は約三〇人の重装の騎き士し。真っ正面から現れ──我が方の魔導師を討ち取りました！」

　報告を聞き、バシュラールの顔色もすっと青ざめた。

「──魔導騎士か！」


◆



「謀む反ほん者、元フェルテラ伯はくギスラン・バシュラールとその一味に告ぐ！　神にも等しき神聖皇こう帝ていに弓引いた貴様等の罪は死によってしか償つぐなわれない！　ただし、寛かん容ようなる皇帝陛下は民の罪までは問わないと仰おおせだ！　投降せよ！」

　遺跡の立つ台形の丘おかの前で、エランが叫さけぶ。

　前世界の人間が作った丘は、どことなく無機質で不可思議だ。

　真っ白な丘の上は円形広場となっていて、奥半分を楕だ円えん形の遺跡がしめている。

　円形広場内の魔ま物ものはセロフたちがあらかじめ滅ほろぼし、広場の周囲には柵さくをめぐらせた。

　丘の傾けい斜しやはきつく、馬が登ることは不可能。唯ゆい一いつの道は丘を取り巻くゆるやかな坂一本だが、坂のあちこちには奇き怪かいな彫ちよう刻こくに似たねじれた柱が立っていた。

　これらは仮死状態になった魔物であり、セロフたちがある程度操作することができる。

　帝てい国こく兵たちは魔物を恐おそれ、これまでこの丘にはほとんど登ってこられなかった。

　しかし今、丘の下の広場に立つエランの前には、ずらりと三〇人ばかりの騎士がいる。

　すべてが最重装の魔導騎士であった。

　騎士たちの足あし下もとには、すでに血まみれの闇魔導師の骸むくろがふたつ、転がっている。

「──森の幻影を作り、敵の様子を偵てい察さつしていた者たちです」

　遺跡の塔にもうけた指揮所へ移ったバシュラールに、セロフが苦くつぶやく。

　円形の指揮所にはぐるりと細い窓がもうけられていたが、周囲の様子はセロフと側近魔導師たちが協力し、水すい盤ばんにおぼろげな映像を、傍そばに用意した砂の上に相手の軍の配置を描えがいて示すことになっている。

　バシュラールは細い窓のひとつから外をうかがってみた。

　丘の周りはすっかり兵士たちに囲まれている。

　冬の曇どん天てんの下でも、そろえられた槍やりの穂ほが鈍にぶく光っている。所々に帝国旗のはためく、きらびやかなひとの海。これはとてもまともに戦って勝てる数ではない。

　バシュラールはうなるようにセロフに答えた。

「いくら魔導師のいない東方遠えん征せいにゃいらねぇ部隊だとはいえ、魔導騎士がこんだけ帝都から出てくるってぇのは予想外だ。光魔法教会との喧けん嘩かのほうで手て一いつ杯ぱいだと思ってたが──俺の考えが甘かったな。……すまねぇ、セロフ師。正式な謝罪は、後だ」

「……わかっていますわ。これは戦です」

　震ふるえながらも、セロフは厳しい顔で指輪の魔法石を押さえる。

　覚悟の決まった態度にバシュラールは深くうなずき、指揮所の部下に指示を出した。

「地下水門、開放用意！」

　バシュラールの指示が次々と伝えられていく。地下では今いま頃ごろ、魔法機械を動かすために作られた水門に、バシュラールの領民がとりついていることだろう。

　バシュラールは領民たちのうち、戦う意思のない者は山さん岳がく地帯などに逃にがし、戦いに協力する意思のある者はすべて遺い跡せきの地下に潜ひそませている。ここにある者たちは子供から老人までがバシュラールのために戦の手助けをしているはずだ。

　外ではまだエランが叫んでいる。

「投降する者はいないか！　バシュラール、貴様が投降を禁じているのなら、わたしは貴様を心からさげすむ！　再度言う、投降すれば皇帝陛下の臣民！　元の土地と家を保証しよう」

「阿あ呆ほう。てめぇにそんな権限なんぞあるか、シャイエのばか息子むすこが」

　不ふ機き嫌げんにつぶやきながら、バシュラールは待つ。

　エランが投降を勧すすめる間も、魔導騎士たちはわずかに前へ出る。その後へ続くのは歩兵。さらに後に騎き兵へいの一団がいた。

　シュナルは騎兵の中にいる。兜かぶとをかぶらず、曇天に金きん髪ぱつをばらまいているのでよくわかる。わずかな光が当たると、不思議に金属的な赤い艶つやを帯びる髪かみなのだ。

（お前さんは、もうちょっとそのへんにいろよ）

　バシュラールは言い聞かせるように思う。シュナルはバシュラールを殺す気で来ているのだろうが、バシュラールはシュナルを生かしたかった。もちろん、できれば、だ。

（ほとんど無責任な祈いのりみてぇな思いだな、こりゃ）

　馬に乗ったエランが魔導騎士の後ろへ下がり、歩兵たちを見やった。

　エランの手が上がる。士官たちがそれを見ている。

　エランは辺りの視線を感じ、息を吸いこむ。手を下ろした。

「魔導騎士隊、歩兵第一隊、第二隊、第四隊、前進！」

　エランの叫びに応じ、地を踏ふむ音が辺りに響ひびく。

　ひとつひとつは小さな音でも、寄り集まれば地を揺ゆする。けして走らぬ兵士たちが、さざ波が打ち寄せるようにやってくる。

　先さき駆がけとなる魔導騎き士しが丘へ登る坂へとたどり着いたところで、バシュラールも叫んだ。

「水門、開け！」

　バシュラールの命を受け、ただちにセロフが壁かべの護ご符ふへ手をかざした。

　護符から送られた知らせは、瞬しゆん時じに地下水門の護符へと伝わる。

　バシュラールの命令から遅おくれること、わずかに数十秒。

　帝国軍は、地からわき出るかのような、ど、ど、ど、どど、という鈍い音を聞いた。

「なん……だ……？　地じ震しんか？　それとも──水」

　騎兵隊のあたりまで下がっていたエランが、怪訝けげんな顔で丘を振ふり向く。

　間をおかず、丘の後ろからすさまじい水流が飛び出した。

　丘を目指していた兵士たちに、凍こごえるような冷水の壁が迫せまる。

　兵士たちの一部は本能的に悲鳴をあげたが、逃げる暇ひまなどない。

　多くの兵士は目を瞠みはり、なすすべもなく暗い水に吞のまれた。冬の冷水が一いつ瞬しゆんで兵士の心臓を凍こおらせ、足を滑すべらせ、体を押し流していく。悲鳴と水音が渾こん然ぜん一体となって大気を揺らす。

　これは遺跡内の魔ま法ほう機械を動かすために、無理にせき止められていた水なのだ。

　開放されれば元の道筋を通り、厳寒の川が遺跡の前へと身を横たえる。

　水の流れをものともせずに坂道へとたどり着いたのは、意外に重装備の魔導騎士ばかりである。あわてふためいた兵士が、エランとシュナルに裏返った声で報告する。

「第一、第二、第四歩兵隊、約半数が流されました！　魔導騎士は、ほぼ無事です！」

「はっ、半数がなんだ！　それでも敵に比べれば圧あつ倒とう的優勢に違ちがいはない！」

　エランの声はうわずっていたが、シュナルは対照的に声を低くした。

「この季節に冷水をかぶって、優勢ですか。おそらくほとんどは乾かわかさねばまともに動けません。風が吹ふけば凍とう傷しようの可能性もある。歩兵の前衛は全ぜん滅めつと思うのが順当ですわ」

「──ならば、どうする。一度退ひいて、たき火でもするか？」

　シュナルの言いように、エランは一応冗じよう談だんを返したつもりらしい。

　引きつった笑え顔がおのエランに、シュナルは暗い顔で笑い返した。

「私が必死の思いでモルガン様から借り出した魔導騎士殿どのは、皆みな先へ行かれました。我々もご一いつ緒しよせねば意味がない。行きましょう。私も騎兵隊を指揮して突とつ入にゆうします」

「それは駄だ目めだ！　シュナル、さがろう。君は僕のものだ、勝手に死ぬのは許さない！」

「エラン卿きよう……冗談につきあっている暇はありませんの。特に今は」

　冷れい淡たんに言い、シュナルは馬の手た綱づなを取った。しかしエランはぎりぎりまで馬を寄せ、強ごう引いんに馬上からシュナルの手首を握にぎる。意外なばか力だった。

　片かた眉まゆをあげてシュナルが見ると、エランは緊きん張ちようのあまりか惚ほうけたように微笑ほほえんでいる。

「冗談なわけがあるか。今回、君のおもりがすんだら、僕はヴェルティア公から君をもらい受けるんだ。そういう約束になっている。今いま更さら捨てられないよ」

　捨てるの、捨てないの。そんなもの、今する話ではないだろう。

　シュナルは顔をしかめてエランの手を振り払はらおうとした。機を逃のがせば後はない。こんな理由で負けるのはごめんだ。だが、エランは引きつった顔をなお近づける。

「はは、なんだ、僕を怖こわがってるのか？　大だい丈じよう夫ぶだ、今回一緒に任務をやってよくわかっただろう？　僕はヴェルティア公より、大分優やさしい。怖がることは、ないよ」

　そこまで聞いて、限界が来た。

　シュナルは花が咲さくように笑って、エランの綺き麗れいな顔面に拳こぶしを叩たたきこんだ。

「は……が」

　衝しよう撃げきにのけぞり、血を零こぼして啞あ然ぜんとしているエランの横で、シュナルは叫さけぶ。

「騎兵隊、総員私に続け！」

　叫んで思い切り馬をかる。

　未いまだ収まらない水流が目の前に迫る。別に怖くはなかった。

　シュナルの興奮が伝でん播ぱしたのか、馬も怖がらない。

　抜ばつ剣けんし、シュナルは脳天まで凍えるような水しぶきの中に飛びこむ。

　ひりつく寒さの中で、シュナルは声を出さずに叫ぶ。

　何が怖がるだ、いいかげんにしろ！　私はエランのものじゃない、モルガンのものでもない、私は私、持っているものはすべて借り物で、命すら親類やモルガンに搦からめ捕とられて、非力で混乱しやすいただの女で、それでも私は今ここにいて生きている！
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　騎き兵へい隊の蹄ひづめの音を背後に、魔導騎士たちは坂の途と中ちゆうで魔ま物ものと対たい峙じしていた。

「ふむ、魔物か。巨きよ大だいだが、弱点は光だとわかっているのだったな」

　魔導騎士の隊長が妙みように落ち着いたつぶやきを漏もらしたとき、セロフたちに解放された魔物が体を揺らした。伸のび、縮み、敵を探すように頭をふり──体にはりつけていた長大な針を四方八方へと伸ばしたかと思うと、唐とう突とつに魔導騎士の隊長へと倒たおれかかる。

　次の瞬しゆん間かん、魔導騎士の隊長は背中の大たい剣けんを抜ぬいた。

　完全武装の騎士が自分で剣を抜くなどそれだけで神かみ業わざだが、隊長の技はそれだけではなかった。白い光がひらめき、魔物が地じ響ひびきを立てて坂の途中に頭をつっこむ。

　坂の表面を覆おおっていた白い石の層が割れ、放射状にヒビが入る。

　振しん動どうは辺り一帯に響ひびき、帝てい国こく軍の兵士がおびえて足を止める。馬たちがいななく。

　ところが、魔物は坂へ頭をつっこんだまま動かなかった。

「……なんだぁ？　魔導騎士の野や郎ろう、一体何をやりやがった？」

　何が起こったのかわからず、バシュラールは指揮所で瞳ひとみをこらす。

　魔物がびくびくとのたうっていた。魔物の頭──ともつかない先せん端たん部分に、銀色の針が通っているのが見える。──いや、あれは針ではない、魔導騎士の大剣だ！

　騎士はまさしく電光石火、大剣で硬い魔物の頭を石造りの坂へとぬいとめたのだ。

　剣には魔法機械による雷らい撃げきがまつわりつき、魔物の嫌きらう光を発して、魔物の身動きを封ふうじている。バシュラールは嫌そうにぼやく。

「ははあ、またまたびっくり人間登場か。こっちは生身だっつーのに厳しいこったな。魔物も倒せるってなると、安心なのは山ほど仕し掛かけをつけといた背後くらいなもんか。おい、魔導師さんたちよ、全軍に伝えてくれ！　戦いくさに勝つのに誰もがムキムキの戦士である必要はねえ！　焦あせるな！　走るな！　恐おそれるな！　訓練通りにやれ。そんだけで大丈夫だ。第一弓隊、構え！」

　バシュラールの命が伝えられ、弓を構えたのは遺い跡せきのひさしの上に控ひかえた弓隊だ。

　弓隊が必死に鼓こ動どうを押さえつけている間に、魔導騎士たちは坂を登る。

　次々に魔物が魔導騎士たちに襲おそいかかる。魔導騎士に魔物がぶつかるたびに閃せん光こうが走る。

　隊長以外の魔導騎士は、互たがいの連れん携けいに頼たよりつつ、それでも一匹ぴき、また一匹と魔物を丘へとぬいとめた。魔物が行動不能になると、せき止められていた歩兵の生き残りが坂を登り出す。

「撃うて！」

　すかさずバシュラールが弓兵に命を下し、数百の矢が宙を舞まう。風を切って落下する矢に、敵兵は盾たてを構える。ばらばらと豪ごう雨うのような音を立てて矢が落ち、盾に刺ささり、ときたま敵兵の鎧よろいの隙すき間まから肉を突つき刺す。いくらかの歩兵が倒れたが、魔導騎き士したちは無傷だった。

「あいつら、雨でもきっと濡ぬれねぇな。第二弓隊、用意！　撃て！」

　次の隊の矢には、バシュラール特製、衝撃で着火する炎玉が仕こまれていた。

　これも歩兵と騎兵には効くが、魔導騎士の鎧には触ふれる寸前にかき消えてしまう。

　敵の足音が迫せまる。鎧の音が迫る。坂の途中で、騎兵の誰かが突とつ撃げきの命令を出した。

　あれはシュナルの声だっただろうか。そうかもしれない。違ちがうかもしれない。

　魔導騎士を追い越こし、歩兵たちが突撃してくる。広場を囲んだ柵さくを挟はさみ、必死の攻こう防ぼうが始まる。バシュラールは窓辺から立ち上がると、しっかりと巻いて壁かべにたてかけてあった帝国旗を片手に指揮所を出ようとした。それをすかさずイエーリが制する。

「……バシュラール様、お待ちください。下は危険です」

「ええい、面めん倒どうくせぇ！　戦場に安全なとこなんかねぇだろ、俺は下で指揮を執とる！」

「では、魔導師が言いたいことがあるようですので、しばしお待ちを」

　憎にくいほど冷静にイエーリが言い、バシュラールはいらいらと指揮所に座したセロフを振ふり返った。セロフは側近魔導師たちと共に水すい盤ばんを前に瞑めい想そうしていたが、はっきりと目を開けてバシュラールに叫ぶ。

「バシュラール殿どの、新手です！　北東の岩山の上に、騎兵の姿があります」

「ははぁ。味方がくる予定はないから、敵さんか？」

　顔をしかめ、バシュラールが指揮所の窓にとりつく。

　ひどくとがった白い岩山の上に見えたのは、確かに数騎の騎兵だ。

　岩山の上で寒風に翻ひるがえる旗は帝国のもの。地は紺こんで、刺し繡しゆうと縁ふち飾かざりはすべて銀である。

「紺に銀？　なんだ、見慣れてるような、見慣れてないような……少なくとも戦じゃ見ねぇような……？　あ！　そうか、ありゃあ巡じゆん査さ庁の色か！」

　バシュラールがぽんと手をうつ。同時に丘おかの上の騎兵はぞろりと数を増やした。

　数は正確にはわからない。先頭の一騎が、旗を持った一騎と共に丘を駆かけ下ってくる。

　坂を登りきって戦せん闘とうに参加していたシュナルは、馬の駆け下りる音に振り返って目を瞠みはる。

　翻る旗は帝国旗。味方か、と思って帝国軍からまばらに歓かん声せいがあがる。

　しかし、シュナルは先頭を駆けてくる男の顔を見た。

「──敵てき襲しゆう！　歩兵隊、盾、構え！」

　シュナルは血を吐はくような勢いで丘の下へと叫さけぶ。しかし戦の中で女ひとりの声など届かない。岩山から駆け下りた騎兵の数はわずかだったが、丘の下に残っていたのは、ほとんどが川を渡わたれなかった歩兵隊だ。

　奇き襲しゆうの騎兵隊相手にすくんだ兵士たちを、騎兵は一気に刈かり取った。

　圧あつ倒とう的な速さと強さで突とつ出しゆつした数騎の先頭に立つのは、見み間ま違ちがいようもない冬空のような灰色の長ちよう髪はつ、ラングレー卿きようであった。

「後ろだ！　後ろから敵だ！　うわああ！」

　兵士たちがひきつり、叫んでは血ち飛沫しぶきをふりまいて倒れる。

　ラングレーは丘にたどり着き、遺跡の坂を駆け上った。兵士で埋うまった坂も、まるで無人の荒こう野やのごとくだ。軽装の彼に誰だれも触ふれることすらできない。どちらかというと華きや奢しやな片手剣で、兵士たちを次々になぎ倒す。

　やがて、魔導騎士が坂の途中にぬいとめた魔物がラングレーの眼前に迫った。

　魔ま物ものの脇わきをすり抜ぬける瞬しゆん間かん、ラングレーは馬の上で大きく体を横に倒たおし、坂の地面近くぎりぎりを剣けんで薙なぐ。美しい音がした。近くにいた兵士だけが真実を目もく撃げきし、衝しよう撃げきに凍こおりつく。

　魔物を地にぬいとめていた大剣が、ラングレーの一いち撃げきで断たち切られたのだ！

　解放された魔物がのろのろと体を震ふるわせ、再び空へと伸のび上がろうとする。

　そこへさらにラングレーの一いつ閃せん。

　魔物は動きを止めたかと思うと、体の半ばで完全に両断され、粘ねばっこい体液を零こぼしながら丘の下へと落ちる。

　魔物が落ちた地じ響ひびきの中、ラングレーは広場へたどり着く直前で馬を下りた。

　広場前はもはや混戦の様相を呈ていしていたが、突とつ如じよ一いち撃げきで魔物を屠ほふって見せたラングレーの登場に、兵士たちのいくらかは戦闘の手を止めてぽかんとする。

　そこへ、兵たちをかき分けてラングレーを迎むかえた男がいた。

「おお……！　どこのひょろひょろ小役人かと思えば、魔導騎士第七試験隊のグレゴワール・ラングレー卿ではないか！　久しいな。まだ生きていたとは」

　重い兜かぶとを脱ぬぎ、精せい悍かんな素す顔がおをさらしたのは魔導騎士の隊長だ。

　対するラングレーは、冷れい徹てつな表情をまったく変えずに答えた。

「久しぶりだ、第三隊のロドリグ・バリエ卿。すまんな、魔物に刺さっていた貴き殿でんの剣を折ってしまった。弾はじくだけのつもりだったのだが、意外にもろかったものでな」

　言われて、バリエ卿の顔は薄うすっぺらい笑え顔がおのまま凍りつく。明らかに気分を害していた。

　飛来した矢をなんと手で払はらいのけ、バリエは声に殺気をこめる。

「……相変わらず、自分の立場も考えずに口だけは達者なようだ。なんだ？　魔ま法ほうを使わず、魔法剣だけで魔物を倒せるというのがそんなにも自じ慢まんか？　わかっているのか、ラングレー卿。貴様のそういった物言いと不器用なだけの偽ぎ善ぜん的な態度こそが、貴様と貴様の部下の廃はい棄きという運命を呼んだのだぞ！」

　ラングレーをあからさまに侮ぶ辱じよくするバリエの言いように、ラングレーは力強く言う。

「そのとおりだ」

「……ん……？」

　完全に肯こう定ていされてしまうと、バリエもさらなる言葉を重ねづらい。沈ちん黙もくするバリエの前で、ラングレーはよどみなく言った。

「わたしを不器用などと言うのは確かに好意的にすぎる。わたしは口では理想を言うが、実のところ真の理り不ふ尽じんさには従うことができん。自分は理不尽な力に膝ひざを屈さねば生きられない人間だと知った上で、好き勝手をやって生きる阿あ呆ほうに憧あこがれ、身の程ほど知らずの任にもがき、守ってやろうとした者までも自分の不運に巻きこむ。わたしの人生は実に、生き恥はじに満ちている！」

「…………うむ」

　バリエは完全に黙だまってしまった。彼とて、そこまで言いたかったわけではない。

　しかしラングレーは自じ虐ぎやく的に混乱しているわけではなかった。片足を軽く後ろに引き、長い片手剣をまっすぐにバリエへと向ける。水色の瞳ひとみは鋭するどすぎるほどに澄すんでいる。

「しかし、わたしは己おのれの死まで恥で汚けがす気はない。今日は友のために死にに来た。つきあえ」

「……最後まで恥はずかしい男だな。早いところ、幕としてやろう！」

　バリエは引きつり笑って兜をかぶり、傍そばにいた部下から大剣を取り上げた。

　重い両手剣を高く掲かかげ、猛もう烈れつな一撃を足下へと見み舞まう。

　衝撃が辺り中に走り、坂にはられていた石が割れる。石の破は片へんが宙に浮うく。

　すかさず、バリエは豪ごう腕わんで大剣を振ふり回した。

　剣の平が石の破片に当たる。

　とがった巨きよ大だいな石は、あやまたずラングレーのほうへと弾かれた！

　避さけ難がたい速さで石が風を切る。その石を追うように、バリエもまた地を蹴けった。

（おそらく、この速さならラングレーに許されているのは一挙動。石を斬きればわたしを斬ることができず、石を避けてもわたしの剣は避けきれまい。わたしの勝ちだ！）

　瞬またたく間に思考し、バリエは動く。重装備ならば動きは鈍にぶかろう、そんな常識を破は壊かいするバリエの速度は、これも鎧よろいに仕こまれた魔法機械の数々によって生まれたものだ。

　鎧の複雑な機構を使いこなしているのは今のところ隊長であるバリエだけだが、いずれ魔導騎士は世界を席せつ巻けんする。ひとに新しい未来を拓ひらく。バリエはそう信じていた。

　勝てる！

　確信と共にバリエが剣を振りかぶったとき、ラングレーは片手剣で岩を斬り上げた。

　微び弱じやくな魔法の震えを帯びた片手剣が、するりと岩を両断する。

　両断された岩の後ろからバリエが迫せまる。ラングレーは動かない。動く時間がない。

　ただ、ラングレーの所作に連れて、彼の軍服の長い裾が翻ひるがえった。

　かつん──硬こう質しつな音がして、バリエの眼前に赤い縦線が走る。

　そして大剣も弾かれ、勢いよく宙を飛んだ。

（何……？）

　バリエはしばらく、何があったのかわからなかった。

　ただ、全身を襲おそった異様な感覚にたたらを踏ふみ、立ち止まる。

　数秒後、バリエの兜が両断され、左右に落ちた。バリエの額は薄うす皮かわ一枚分、縦一文字に切り裂さかれている。鮮せん血けつがたらりとバリエの顔を這はった。

　何が起こったのか理解できないバリエに、ラングレーは歩み寄った。軍服の裾すそが揺ゆれる。

　紺こん色いろの軍服の裏には、ちかりと魔法の光が見えた。バリエは目を瞠みはる。

　バリエの兜を割り、剣を弾いたのは、ラングレーの軍服だ。魔ま法ほう陣じんを仕こんだ軍服は、ラングレー任意の硬かたさと柔じゆう軟なんさを持つことを許されたのだ。しかしその機構の複雑さ、必要とする魔法力の大きさは、元から硬い鎧をうまく動かすことの比ではない！

「──すまんな、バリエ卿きよう。今度は鎧を壊こわしてしまったようだ。鎧さえ無事なら、中身はいくらでも替かえがきくというのに」

　手て袋ぶくろをした手をバリエの鎧の肩かたに置き、ラングレーは囁ささやく。

　次の瞬間、ラングレーの手首に埋うめた魔法石が鈍く光る。

　ラングレーの体内の気の流れに直結した魔法石から、強い魔法の振しん動どうが生まれた。

　めきり、とあり得ない音がして、バリエの肩あてにヒビが入る。魔法機械の中ちゆう枢すうとなっていた箇か所しよをつぶされ、バリエの鎧は静かにうなりやめた。

　ラングレーは特に面おも白しろくもなさそうに言う。

「我々の鎧は、我々の肉体そのものだ。貴き殿でんは知っていたはずだ、バリエ卿。おごったな」

　呆ぼう然ぜんとしたバリエの視線の先、遺い跡せきの奥で声があがる。

「魔導騎士を討うち取ったり！　おおい、味方にも魔導騎士がきやがったぜ！　もう何も怖こわいものはねぇ！　全軍奮い立て！」

　叫さけぶバシュラールはというと、弓兵がひそんでいた遺跡のひさしの上に居た。

　数人の部下を従え、ラングレーに向けて嬉うれしそうに手を振っている。

「こんなときまで軽々しい男だな」

　ラングレーは顔をしかめてつぶやき、自失していたバリエは、突とつ如じよ太い声で叫んだ。

「……第二隊！　突とつ撃げき開始！」

　バリエの鎧の魔法回路は完全に壊されていたが、バリエの声を聞いた部下が伝達を行う。

　自らの部下を直ちにバリエの部下との戦せん闘とうに入らせ、ラングレーは叫んだ。

「バシュラール！　魔導師には感知できん別働隊がいるぞ！」

「別働隊だ？　見み渡わたす限りはいなかったみてぇだが……あ、ひょっとして、裏？」

　ふと思いついて、バシュラールは背後を振り返った。

　途と端たんに轟ごう音おんがとどろき、ぱっと辺りが明るくなる。

　遺跡の背後で大きな爆ばく発はつが起こったのだ。金色の火花を散らし、四方へと炎ほのおが広がる。

　ばらばらと火の粉や小石の雨が降り、バシュラールは首をすくめた。

　小石のひとつが部下に持たせていた旗に当たり、旗をまとめていた紐ひもを切る。

　爆ばく風ふうに、皇こう帝てい旗が鮮あざやかに翻った。

　白地に金銀の刺し繡しゆう。描えがかれるのは鳥の止まり木たる帝都、そしてそれを守るひとの盾たて。

　おお、と兵士たちからどよめきがあがり、バシュラールはくつくつと笑った。

　この爆発は敵の攻こう撃げきによるものではない。自分がつけておいた仕し掛かけだ。

「まったく綺き麗れいな花火だぜ。裏には山ほど俺特製の仕掛けをつけといたからなぁ。卑ひ怯きようかつ基本的なのを色々混ぜた甲か斐いがあったみてぇだ。見事、ひっかかりやがった。おーい、ラングレー、お前さんの部下を何人か、裏のほうに……ん？」

　ふと、バシュラールは辺りが異常に静かなことに気づいた。

　よくよく見ると、兵士たちが動きを止めている。

　呆然と口を開け、敵も味方も、バシュラールのほうを見あげていた。

　──実のところ、曇どん天てんにあがった神こう々ごうしいまでに美しい爆発の炎と、それに照らされた皇帝旗、さらに傍かたわらに立つ余よ裕ゆう綽しやく々しやくで笑っているバシュラール──というのは、傍はた目めにとても英えい雄ゆう的な光景だったのである。

（あ、なんか期待されてる？　これってひょっとして、奇き跡せきか？）

　バシュラールは素す早ばやく自覚し、不意に鳥とり肌はだが立つのを感じた。

　そうだ、今だ。

　この戦いくさの勝ち負けは、何人殺したかで決まるわけではない。いかに印象的に勝利できるか、それだけが勝敗を決する。ならば、ときは今だった！

　バシュラールは剣けんを抜ぬき、皇帝旗を指し示す。これだけは迫はく力りよくのある声で叫ぶ。

「見よ！　神意はここにあり！　ひとを守り、盾となる者をこそ、神は神聖皇帝とならしめる！」

　奇き妙みようなまでにしんとしていた戦場に、爆発のように歓かん声せいが満ちた。


◆



　そして戦闘は、日が暮れる頃ころにはすべて終わった。

　魔導騎士を失った帝国軍は、寒さと飢うえもあって早々と戦意を喪そう失しつ。一方勢いづいたバシュラール側は、統制を欠いた敵を可能な限り討うち取ったのだ。

　バシュラールは人々が死体を片づける広場に立ち、急いで暮れていく日をぼんやり眺ながめていた。気配を感じて振り返ると、ラングレーが立っている。

　かつてなく穏おだやかな笑えみで、ラングレーは血に濡ぬれた剣の柄つかをバシュラールに向けた。

「──ずいぶんと、遅おそくなった。親衛隊内で、皇帝に不満を持つ者をできるかぎりかき集めて来たかったものでな。バシュラール卿、わたしの剣を受け取ってくれるだろうか」

　静かに差し出された剣の柄を眺め、バシュラールは瞬しばたたく。

　これは象徴的な光景だ。

　きっとあの皇帝旗の噂うわさは広がる。手っ取り早く輝かがやかしいものが好きなばかどもが、バシュラールのもとに集まる。本当の戦いはこれからだが、とりあえずは勝利だ。

　そういえば、勝利したらやろうと思っていたことがあった。

　そこまで考えて、バシュラールは目を見開く。

　そうだ、自分にはまだやることがある！

「しまった、急がねぇとやばいじゃねえか！　おい、ラングレー、それ、後でな！」

　適当に叫び、バシュラールは走り出す。ラングレーは目を丸くして叫んだ。

「……は？　おい、待て、バシュラール卿きよう！　わたしの立場は一体どうなるのだ！」

「ラングレー卿！　追って……バシュラール様を追ってください！」

　すかさず第三の声に名を呼ばれ、ラングレーは怒いかりに震ふるえつつも振ふり向く。

　見ればバシュラールの家令のイエーリだ。彼は常の無表情をかなぐり捨てて叫ぶ。

「バシュラール様はシュナル様を捜さがしに行く気です！　あの方を守ってください、どうか！」

　必死の形相のイエーリに、ラングレーはふと真しん剣けんな顔に戻もどってうなずいた。

　バシュラールは騎き兵へいの馬を奪うばい、兵士たちを振り払はらって丘を駆かけ下りていく。

　ラングレーも馬にまたがり、剣を片手にバシュラールの後へ続いた。

　バシュラールは敗残兵の逃にげていく戦場を、振り向きもせず駆けた。目に映るものはすべて惨さん状じよう、血ち溜だまりにうめく人々、とどめを刺さす騎兵、肩かたを貸しあって逃げていく兵士たち。

「シュナル！　ジェルトリュド・シュナルはどこだ！」

　つぶれかけた声で、バシュラールは叫さけぶ。

　ときたまその名に反応する者もいたが、人々の目は虚うつろだった。

　聞いたような名だ。そうか、そういえば司令官の女はそんな名だったか。

　そんな声が聞こえてきそうだ。答える声のない戦場を、バシュラールは駆けていく。

[image: ]


◆



　一方シュナルは、戦場の片隅で死体の山に埋うもれたエランを引きずり出していた。

「いた……痛、たたたた……やめて、くれ……」

「あら……ここで死ぬほうが、よろしかった？　最後まで腑ふ抜ぬけていらっしゃいますのね」

　自身も疲ひ労ろうの限界に達しながら、どうにか軽傷のみで立っているシュナルが笑う。

　引きずり出されたエランは、シュナルを見上げてぼんやりとつぶやいた。

「シュナル──君か。僕のことなど放っておけばよかったのに。嫌きらいだったんだろ？」

「ええ、大嫌い。でも、あなたにも私にも、まだ務めがありますわ。敗戦のとがめを受けるという務めがね。帰りましょう、エラン卿」

　薄うす汚よごれながらも鮮やかに笑うシュナルに、エランは答えなかった。

　シュナルに助けられ、どうにか馬上へと体を押し上げる。

　ふと、風に乗って誰かの声が聞こえたような気がした。

　エランはもうろうとした視線をさまよわせ、同じ馬の後ろへと乗ったシュナルに言う。

「君、呼ばれているよ」

「ええ、そうですわね」

　シュナルは微笑ほほえんで言い、力なく馬にしがみつくエランの後ろから手た綱づなを握にぎる。

　そして冬の曇どん天てんを見上げた。

　風が吹ふき、シュナルの髪かみをもてあそんで去っていく。確かに自分を呼んでいる声がした。

　唇くちびるがほころぶ。心がほころぶ。あのひとは生きている。生きて、まだ自分を呼んでいる。シュナルはその声がとても好きだ。本当に、好きだった。

　シュナルはすがすがしく笑って言った。

「ありがとう、愛しているわ。──さようなら」








６　この世の果て









　新歴七〇九年、冬。神聖帝てい国こくルースの東方遠えん征せい開始。

　反乱の知らせにも揺ゆるがず帝都を出た帝国軍は、歩兵、弓兵、騎兵、魔ま導どう師し、親衛隊を併あわせて一五万の大軍であった。

「帝国万歳！　神聖皇こう帝てい陛下のために、引け！」

　外がい套とうにくるまった士官が、白い息を吐はきながら声をかけた。

　雪牛たちと、何百人もの兵士がかけ声と共に綱つなを引く。

　凍こおった大地を地じ響ひびきを立てて進んでいくのは、巨きよ大だいな車輪のついた兵器である。

　木と金属で作られたのは、城しろ攻ぜめ用の投石機と見える。東方に帝国のような高い城じよう壁へきを築いた大都市はないが、それでも兵士たちは必死に綱を引き続けた。

「川がすべて凍っているうちに、東方にたどり着くのだ！　引け！」


◆



「戦いあるのみ。今いま更さら何をためらうことがあるのだ！　今こそ東方の誇ほこりを見せるとき！」

　東方の森深く、各集落の代表が集まる会議場では、最後の議論が交かわされている。

　若い東方人が声を荒あらげ、黒い木と漆しつ喰くいで造られた議場をねめつけた。

　三〇代と思われる若者は、最近勢力を強めている集落の当主、サカミだ。

　サカミの所作はいかにも帝国風なのに、彼はあえて古い東方の衣装をまとう。カナギなどと同じよう、帝国領に留学したうえで、東方の完全な独立を望む思想に至った青年だ。

　そしてサカミの傍かたわらには、東方人種とは少し違ちがった容よう貌ぼうの男が座っていた。

　白くたっぷりとした服に、凝こった飾かざり紐ひもを山ほど編みこんだ腰こし帯おびを締しめ、浅黒い肌はだに黒くろ髪かみを垂らした男。議場内の人々は誰もがそれとなく、その白い服の男から視線をそらしている。

　長卓の右みぎ隅すみに座っていた老人が甲かん高だかい声でサカミに言う。

「しかし、帝国は我らの敵ではない。長く隣りん人じんとしてつきあってきた過去がある」

「過去がなんだ、今は戦を仕し掛かけてきている！　平野での戦せん闘とうには、ヴォログの戦士が力を貸すと言っている。後は森の中に引きずりこめば、いかな大軍であろうとも無力！　騎兵は意味をなさず、魔導師すら道に迷おう。戦いのときだ、諸君！」

　調子よくサカミが声をあげ、それに賛同する声もぱらぱらとあがった。

　血の気が多いとはいえサカミは才気走った男とされていたし、若い層を中心として政治力もある。ただ、支持者が若い層に偏かたよっているのには理由があった。

　老人や壮そう年ねんの男たちは、実に苦い、もしくは怒いかりをかみつぶした顔で視界の端はしに白い服の男を映す。そこへ、ひとりの男が喜々として飛びこんできた。

「喜べ、諸君！　遅おくれてきた者がいるぞ」

　場の重苦しさも気にせず男は叫び、彼の背後からがっしりとした人物が顔を出した。

「遅おそくなったな」

　ただひと言だけ言い、男はゆっくりと笑う。

　東方会議の今期議長であり、現在の東方でもっとも栄えている集落、ホムラ・カタリの当主、イサイだ。無事、帝都から帰き還かんしたのである。

　議場にすっと新しん鮮せんな風が吹きこみ、人々の顔が明るくなる。皆みなが立ち上がって議長を迎むかえた。

　サカミの顔だけは一いつ瞬しゆんこわばったが、最初に祝いの声をあげたのはサカミだ。

「……ああ、よくぞお帰りくださいました！　あなたのご無事を心よりお祝い申し上げる！　我々はてっきり、あの帝てい国こくの残ざん酷こく非道な輩やからに殺されたかと……！」

　議長はぐるりと議場を見み渡わたし、最後にサカミを見て笑いを深めた。

　ごく落ち着いた、奇き妙みような迫はく力りよくのある笑いだった。負けるものか、とでも言いたげにサカミが視線を強くする。議長は片手に東方剣を握ったまま、サカミへと歩み寄る。

「残酷非道？　なるほどな。確かに帝国の民たみはひとを殺す。しかし、彼らの殺した東方人種の数は、まだ砂原のヴォログどもが殺した東方人種の数よりも少ないぞ？」

　議長が言い、サカミの横に立った白い服の男の顔をのぞきこんだ。

　実にぶしつけな所作だったが、そのような行動に出る理由は充じゆう分ぶんにある。

　白砂原のヴォログと言えば、東方人にとってははるか先祖から続く敵なのだ。

　サカミが連れてきたヴォログの男は、擦さつ過か音の混じる共通語をたどたどしく話す。

「──あなたは、もっと礼れい儀ぎをわきまえなければならない。我らの助けなくして、あなた方は帝国と戦えない。あなた方は、我々の家族をたくさん殺した。しかし、我々はそれでもあなた方を助けようとしている」

「戦いによって、か？」

　議長は短く訊きく。瞳ひとみは抜ぬき身の刃は物もののように光る。ヴォログの男は、薄うつすら笑った。

「他ほかに道はない。それとも、あなたは戦えもしないほどに腑ふ抜ぬけか」

　議長は答えず、代わりに剣を抜いた。誰も止められないほどに自然な所作だった。最低限の動きで、剣はヴォログの腹に突つき刺ささる。サカミが目を瞠みはって何かを言おうとする。

　しかし結局、誰も何も言えなかった。

　しん、と静まりかえった議場で、ヴォログが震ふるえ、何かぶつぶつとつぶやく。

　議長は剣をヴォログの体から抜かないまま、死にゆく男の耳元に囁ささやいた。

「お前はもっと礼儀正しくあらねばならない。剣で戦うのみが戦いくさではない。ただし、わたしはお前たち相手に、剣以外を持つ気はないがな」

　濡ぬれたヴォログの男の目が議長を見て、ふと虚うつろになった。

　議長はやっと剣を抜き、議場を睥へい睨げいする。

「我々は帝国との対話を試みる。異議はあるか？」

　返事はなかった。異議なしの合図である。

　サカミとその一派だけが怒りに白くなった顔で、死んだ男を見つめていた。


◆



「──皇こう帝ていより、返答があったぞ。明日、皇帝は自じ陣じんで我々との対話に応じるそうだ」

　喜々として言い、議長は小屋の中へと入ってきた。

　議場のある東方の集落、ニギノ・ハヤマの城壁の外。森の中にぽつりと立つ炭焼き小屋には、甘い花の香かおりが漂ただよっている。カナギの血の臭においだった。

　一部屋しかない小屋の中で、議長の命によりカナギに付き添そっていた男女がそっと道を空ける。議長はふと厳しい顔になり、カナギの横たわる寝しん台だいの脇わきへ立った。

「……悪いのか」

「利きき手が駄だ目めです」

　寝台の横にひざまずいていた薬くす師しが、議長を振ふり返って言う。

　カナギ自身は、寝台で静かに目を閉じていた。

　穏おだやかすぎるカナギの顔に唇くちびるを嚙かみ、議長はいらいらと薬師に問う。

「腕うでを切れば、どうにかなるか？」

「……切らないよりはマシかもしれません。しかし、全身に毒が回りすぎている。腕だけ切ったところで気休めです。かえって体力を落とし、致ち命めい傷しようとなるかも」

「ならば切るな！　東方の男が利き腕を失ってはならん。しかもそやつはすばらしい手練てだれなのだ。剣も、薬もな！」

　議長は怒ど鳴なり、落ち着かない獣けもののように室内をうろうろする。

　横たわっていたカナギは、辺りの騒さわぎにぼんやりと目を開けた。

「──議長。来てくださったのですか」

「おお、目が覚めたか。聞け、カナギ。明日、わたしは皇帝と会う。どうにかして戦を回かい避ひしてみせる。それにな、皇帝はどうもあの白い男──不死者をこの遠えん征せいに連れてきているぞ。そのような噂うわさが漏もれ聞こえてきた。お前が話したがっていた相手なのだろう？」

　不死者、と聞いてカナギの瞳がゆるりと光を取り戻もどす。

　しかし起きあがろうとはしなかった。もう簡単に起きあがれないことは知っていた。

　長く魔ま物ものの毒と闘ってきたカナギには、自分がまさに瀕ひん死しの状態であることがよくわかる。カナギは瞳だけを強くして言う。

「……どうにかして、会います。あいつに、会わなきゃなりません。……議長」

「会わせてやる」

　議長に即そく答とうされて、カナギは少し困った顔になった。

「──ありがとうございます。あいつ、すごく変なんで、俺が話してやらないと──自分がどれだけひどいことをしてるのかとか、わからないと思うんです。俺が、どうにかします」

「うむ。……他には何か、望みはないか」

　見下ろしてくる議長の顔は、どこか父親じみて慈じ悲ひ深い。カナギは困って、少しだけ笑う。

「外が見たいです」

「よし。連れ出してやれ。あとは、そうだな──酒を出せ。ラクザのがいい」

　議長の命で、カナギは外した板戸に乗せられて小屋を出た。

　途と端たんに、わっと緑の匂においが押しよせてくる。むせかえるような命の匂いだ。

　水と土と緑が渾こん然ぜん一体となり、濃のう厚こうなもやとなって漂ってくる。カナギは森の大気を呼吸し、実際少し咳せきこんだ。冬だというのに、ここの大気は濃こすぎる。乱暴なまでの命を感じる。

　薄うす暗ぐらい森に出ると、様々な音が落ちてきた。

　巨きよ大だいな円えん蓋がいのごとく枝葉に覆おおわれた上方から、鳥や、羽虫や、木々の葉が立てる音が雨のように降り注ぐ。この辺りの森は独特な巨木に守られて、一年中湿っていて暖かい。カナギは目を細めて森の空を見た。

　びっしりと茂しげった葉で、ほとんど遮さえぎられてしまった空。

　葉の間でときたま青色の貴石のようにきらめいているのが、東方の空だ。

　元気に飛び交かう羽虫を追おい払い、議長はカナギを小屋の前へ下ろさせた。

「見えるか、カナギ」

　議長に訊きかれ、カナギは森の彼方かなたを見やった。

　見はるかす限り続く森。森の奥は夜のように暗いが、ぽつぽつと幽ゆう玄げんな明かりが灯ともっているのもわかる。あれは、木の幹や倒とう木ぼくや、岩にしがみついた微び発はつ光こう性のコケの光だ。

　それはまるで夜空、もしくは深海のごとき光景だった。

　慣れない者は、あの明かりを人家と勘かん違ちがいして命を落とす。

　カナギには、ふと、その明かりが死んでいったひとたちに見えた。

　──森の向こうに両親が立っている。

　シオミが立っている。

　ミズネ・タカミネの人々が立っている。

　どこまでも明かりは続く。果てなく深い森の中、命は連なって鈍にぶく光り続ける。

　カナギは小さく呼吸して、議長の渡わたしてきた酒の盃さかずきを手に取った。

　樹液を発はつ酵こうさせて作った強い酒を、わずかに身を起こしてなめる。

「よく──見えます。見えるはずのないものまで」

　静かなカナギの言いように、議長は酒を片手に苦く笑しようする。

「……何やら、本当にミギワと話しているようだな」

　唐とう突とつに父の名を出され、カナギは瞬まばたいた。

「俺は、父と似てますか」

「うむ。ここのところは特にな。だからこそ、放っておけなかったのかもしれん」

　返答に窮きゆうして酒をなめ、カナギはまた横たわった。

　どこからか水の音がする。土を伝わり、大気を伝わり、水が循じゆん環かんしているのがわかる。

　──帰ってきたのだ。

　ぼんやりと思う。帰ってくればすべてに諦あきらめがつくかと思ったが、どうもそうではないようだ。ゆっくりと森を呼吸するたびに、淡あわい執しゆう着ちやくが生まれ、じわじわと強くなっていく。

　ここは命でできている。土の一ひと粒つぶも、水のひとしずくも、失えば膨ぼう大だいな数の命が消える。

　命は善でも悪でもないが、カナギはそれを愛いとしく思う。

（この森は、焼けない）

　守らねばならなかった。そのためにも、カナギはソラと会わなければならない。

　あの、命とはなんたるかを知らない不死者と。
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　東方会議議長と、青年皇こう帝ていシギスムンドとの会談は帝国軍の天幕で行われた。

　真冬の行軍を押し通した帝国軍は、東方の古森が見える平原に見み渡わたす限かぎりの陣じんを張った。

　地平線を埋うめる天幕の群れは、まるでそこに一夜にして町が築かれたかのようだ。

　皇帝の豪ごう奢しやな天幕に、議長は他の集落の長と、従者と、贈おくり物を用意して訪おとずれた。そして議長が東方と帝国の歴史を語っている間は、皇帝はおとなしく知的な様子であったのだが。

「なんだ、結局は姑こ息そくな戦の引き延ばしか──！」

　議長が停戦のための条件を出し始めると、途端に皇帝は嚙みつくように叫さけぶ。

　その傍かたわらに座っていたソラが、音楽的な声を出した。

「……陛下。陛下の存在はあまりにも神聖なものとなりつつあります。彼らは畏おそれているのです。陛下の軍勢を見ただけで畏れのあまり動くこともできず、畏れを受け入れることができず、目をつむらせてほしいとはいつくばって願いにやってきたのです」

　あまりにも東方をばかにし、かつ皇帝をあおるような甘かん言げんに、東方の一行は思わず顔をこわばらせる。それでも、ソラの顔を見てしまうと誰もがぼんやりとし、当とう惑わくして顔を伏ふせた。

　この薄暗い天幕にあってもソラは美しい。

　あまりに何もかもが美しいので、どこに視線を据すえていいのかもわからないほどである。

　しかしその美しさには、いささかまがまがしい虚うつろが宿ってはいないだろうか？

　多くの蠟ろう燭そくを燃やす燭しよく台だいに照らされ、いつもの詩人の衣ころもをまとって玉座の足あし下もとに座るソラは、ともすると綺き麗れいなだけの死体に見える。

　このだだっ広い皇帝の天幕にいるのは、東方会議の面々以外には皇帝とソラ、あとは親衛隊の隊員が数人だけだった。護衛がもう少しいてもよさそうなものだが、おそらくは帝国軍も自分たちの皇帝と奇き妙みような白い男を恐おそれているのだろう。進んでよりつきはしない。

　モルガンと離はなれ、常にソラと共にあったこの遠えん征せいの間に、皇帝の狂きよう気きはあからさまなものと化していた。瞳ひとみにねばっこい熱を宿した皇帝は、どす黒い声で叫ぶ。

「畏れるならば素す直なおに戦って死ぬがいい！　でなくば、この地は浄じよう化かされぬのだ！」

　東方会議の議長が顔色を白くし、静かに口を開こうとする。

　先んじて、ソラが声をあげた。

「……ときに、そこにいるのはカナギですね」

　東方にとってはまがまがしい名を呼ばれ、東方人たちはぎょっとした。

　ソラはひどく透とう明めいな琥こ珀はくの瞳を、じっとひとりの東方人に注いでいる。東方の衣装の上に、天幕内でも袖そで無なし外がい套とうをしっかりと着こんでいる男。

　議長の従者は皆みなこの格好をしていたから今までは目立たなかったが、よく見ればこの男は負傷をしているようで、指先までしっかり包帯で覆おおわれている。

　議長がわずかに顔を厳しくし、カナギをかばうように言った。

「どうかなさいましたか。この男は我が友の息子むすこ。今は己おのれの息子とも思っておりますゆえ、ここへも連れて参りましたが──」

　議長の言葉に、ソラの唇くちびるは笑えみの形を刻んだ。ソラはゆるやかに立ち上がって言う。

「それはすてきですね。カナギ、君はついに新しい家族を作ったということだ。ミリアンはどうしました？　置いてきてしまったのですか。やはり東方人は東方人同士でしか信しん頼らい関係を築けない？　それにしてもカナギ、君はずっと、自分の家族はミズネ・タカミネで死んだと言っていたのに。もう、死んだ者への執着は消えましたか？」

　カナギの名と、ミズネ・タカミネの名に東方人たちは今度こそ凍こおりつく。

　議長は他ほかの面々には知らせないまま、カナギを従者として連れてきたのだ。

　そんな気き遣づかいも、ソラの言葉ですべて無む駄だになった。

　カナギはきつく唇を結んで顔をあげる。

　血の気のない顔で、灰色の瞳だけがぎらついてソラをにらみつける。

　ソラは笑っている。嫌いやな瞳で見つめる皇帝の前で、ソラはカナギに歩み寄る。

「カナギ、久しぶりですね。会えて嬉うれしく思います。体調はどうですか？　相変わらずのひどい死相ですが──ああ、血が腐くさりましたね。これはさすがにもう無理でしょう。わたしの作った墓ぼ碑ひ銘めいを、そろそろ教えておかねば」

　仮面のように薄うすっぺらい笑みを浮うかべてソラは言う。

　言っていることはいつもの軽口だが、今の彼の言葉は毒のようにカナギの心を傷いためる。

　ひざまずいたままソラを見上げるカナギのこめかみを、冷えた汗あせが這はう。

（何考えてんだ、ソラ！　お前、今、俺を使って東方人を陥おとしいれてるんだぞ!?）

　本当なら襟えり首くびをつかんで叫びたかった。だが、できない。

　微笑ほほえむソラの陰かげから、議長が必死に目配せしている。ソラに答えるな、というのだ。

　カナギとて答える気などない。他の東方人が自分を見ているのがよくわかる。

　皇帝に甘言を弄ろうするソラが、カナギと親しく喋しやべっている。

　まるきりカナギが帝国と通じていたと確信させるような光景ではないか。

　──これでは、カナギをこの対話に連れてきた議長も疑われる。

（くそ、ソラと直接話せればどうにかなると思って、無理に連れてきてもらった俺の考えが甘かった！　こいつ、やっぱり何考えてるのか全然わからん！）

「我が鳥よ。そなたがそのように話すところを初めて見たぞ。……その男、欲しいのか？」

　ひとと親しげに話すソラを初めて見て、皇こう帝ていは不ふ機き嫌げんだった。

　ソラは皇帝を振ふり返り、ごく穏おだやかに微笑む。

「はい。彼はわたしの友ですので。陛下、一時の停戦を受け入れる代わりに、彼にこの陣じん地ちに憩いこっていただくわけにはまいりませんか」

　すなわち、カナギを人ひと質じちに欲しいということだ。皇帝は鼻を鳴らす。

「憩わせる間に、葬そう式しきを出すはめにならねばいいがな。──よかろう。その男が我が陣地に残るなら、五日間の停戦を認める。逃にげる者は逃げよ。その後は浄化の時間だ」
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　人質とされたカナギは、ただちに見張りつきの天幕に放りこまれた。

「おい、お前！　ソラ！　何考えてんだ、ちょっとこっち来い、この阿あ呆ほう！」

　放りこまれ際ぎわにソラに向かって叫さけんでみたが、ソラはなんだか嬉しそうに片手をあげただけでひらりと身を翻ひるがえし、皇帝について行ってしまう。

　ソラは明らかに自身の意思で動いている。帝国軍の兵士は、ソラに普ふ通つうの口をきくカナギに引きつりながら、カナギを天幕に押しこむ。

　拘こう束そくの必要がないと思われたのは当たり前だろう。

　カナギは瀕ひん死しだったし、まともな治ち療りようなしで五日も監かん禁きんされたらそれだけで死ぬ。

（まあ、それくらいで絶望する気にもなれないけどな）

　カナギは冷えた天幕内に転がったまま考える。

　議長はなおも交こう渉しようの道を探さぐるだろうが、皇帝があの調子では搦からめ手でも使わない限りは無理だ。もしくは一戦交えてから交渉をしなおすか。実際、森での戦せん闘とうなら東方は有利である。

　帝国がいかに優すぐれた武器を持っていようと、森の中で有効な武器は限られ、馬は機動力を削そがれる。各隊の連れん絡らくは難しく、道に迷う者も多く出るだろう。

（あとは議長が、俺の一件で孤こ立りつしてなきゃいいんだけどな。あのひとは理性的だけど、基本的に東方人種は気き性しようが荒あらい。……やっぱりここは早めに脱だつ出しゆつして、ソラに説教するか）

　そう思ってみて、カナギはふと自分の利きき手を見やった。

　議長の手配した薬くす師しに強く包帯を巻いてもらった腕うでには、ほとんど感覚がない。

　元より魔ま物ものの毒の徴しるしが強く出ていた場所だ。最初に来るのだろうとは思っていたが、案の定最初に壊え死しの兆候が出た。──もう、剣けんは握にぎれない。

　胸が痛んで、カナギはわずかに顔を歪ゆがめた。剣。父親がくれたカナギの力。父はカナギの母親を死から守ることはできなかったが、代わりに色々なものを守っていたのだ。

　今ならばわかる。……今にならないとわからなかった。

　カナギが強く目を閉じたとき、天幕の入り口が開いた。

「食事だ」

「……ソラに会いたい。あの白い不死者に」

　入って来た兵士に、カナギは寝ね転ころがったまま切り出す。

　兵士は明らかに顔をこわばらせたが、平静を装って粥かゆの椀わんと堅かたいパンを床ゆかへ置いた。

「あの方は誰ともお話しにならない。あの方は皇帝陛下のものだ」

「そんなことないぞ。あいつ、普通に冗じよう談だんも言うし、酒飲んで酔よっぱらうことだってある。会わせてくれたら、お前のこと昇しよう進しんさせるように言ってやる。お前、名前は？」

　兵士は答えない。とにかく早くこの役目を終えようと、天幕内に異状がないのを確かめて出て行こうとする。カナギは兵士の背中に声を投げた。

「議長と皇帝が会ったとき、一いつ緒しよにいた奴やつに訊きいてみろ。俺とソラは友達だ」

　兵士は緊きん張ちようしたまま、無言で出て行った。手て応ごたえがあったのか、なかったのかはよくわからない。とはいえ、満足に動くこともできないカナギにとれる手段はこれくらいなものだ。

　カナギは身じろぎ、まだ自由に動く左手で胸むな元もとを探る。

　引きずり出したのは赤い耳みみ飾かざりだ。それを目にすると、少しだけ心が安らぐ。

（──こんなときばっかり、頼たよってごめんな。でも、あと少しだけ）

　耳飾りを握りしめて目を閉じた。てのひらから、じんわりと熱が伝わってくる。

　優やさしい日向ひなたの匂におい。大だい丈じよう夫ぶだよ、と言ってまっすぐに見つめてくる瞳ひとみ。

　ミリアンに関する記き憶おくは、まるで命の欠片かけらそのものだ。

　カナギは耳飾りを命いのち綱づなのように握って、どす黒い眠ねむりに落ちる。

　きちんと目覚められるように、それだけ祈いのって意識を手放す。

　暗く不ふ吉きつな眠りの中で、たったひとつの赤い光だけが道みち標しるべのように光っていた。


◆



「……おい。出ろ。……生きてるか？」

　耳元で囁ささやかれ、カナギは目を覚ました。意識が急激に戻もどってきて、ひどい寒さを感じる。

　見上げると、さっきの兵士がこれも青い顔でひざまずいていた。

「……ソラ、来たのか？」

「ばか、あんなものを俺が直じかに呼んでこれるか！　見るだけでめまいがして、近づけたもんじゃない！」

　必死に否定する兵士に、カナギは苦く笑しようして体を起こす。どうやら、まだ動ける。

「そんなに美形が好きか、お前は……」

　カナギの軽口は無視して、兵士は彼に帝国軍の袖そで無なし外がい套とうと、カナギ自身の東方剣を押しつけた。正直剣まで戻ってくるとは意外だったが、カナギはとにかく抱だきこんだ。頭に外套のフードをかぶり、剣を抱かかえて、カナギは兵士と共に天幕の入り口から外をうかがう。

　外は夜だ。交渉があった日の夜なのか、それとも何日か経たっているのかすらよくわからない。やけに静かな陣地を眺ながめてから、兵士は小声でカナギに言う。

「あの方がいるところへ案内してやる。俺の名はジニー・サルケルだ。いいか、出世はいらない。すぐに退たい役えきさせてくれるよう、頼たのんでくれ！」

（出世じゃなくて退役だ？　これじゃ、皇帝陛下も長くないな）

　内心呆あきれながら、カナギは兵士の肩かたを借りて陣地を歩く。

　それにしても異常に静かだった。真夜中とはいえもう少し見張りなどの姿がありそうなものだが、今夜は各天幕にさえ人気がないのだ。

　カナギが嫌いやな予感を覚えたとき、肩を貸してくれていた兵士が硬こう直ちよくし、いきなりカナギを放って逃にげ出した。カナギはよろめき、何事かと辺りを見み渡わたす。

　すると、視界の端はしをひらりと白いものがよぎった。

「ソラ！」

　すかさず声を潜ひそめて呼び、カナギは白い影かげの消えた天幕の裏をのぞきこむ。

　案の定、天幕の間を歩いていたソラが立ち止まり、ふわりと振ふり返った。

　ソラはいつもの長い杖つえを持ち、カナギを眺めて柔やわらかく微笑ほほえむ。

「やあ、カナギ。死の色が濃こい夜ですね。出歩かないほうがいい。死神に魅み入いられますよ」

　聞き慣れた調子で言うと、ソラはまっすぐに暗い道を歩いて行った。

　カナギも慌あわてて続くが、しばらく行くと空気が変わったことに気づいて息を吞のむ。

「おい、待て、おま……え……」

　カナギの声は途と中ちゆうで途と絶だえた。

　さっきまでしなかったひとの気配がする。いや、気配がするどころではない。ものすごい人数が集まっている。天幕の立ち並ぶ一帯を抜ぬけると、視界が開けた。

　目の前に広がるのは、宿営地から見ると少しばかり低地となった場所。そこにびっしりと兵士たちが居並んでいる。居並んでいるが、すさまじいまでの沈ちん黙もくを守っている。

　あちこちにちろちろと燃えるかがり火が、兵士たちが皆みな式典のときのような正装に身を包んでいるのを照らしている。

　きらびやかな鎧よろいをまとい、飾かざり布と帯を締しめ、羽は根ね飾かざりを飾ってなお、石のように沈黙する大軍。その所々に用意された巨きよ大だいな投石機。

　不気味な緊張に大気が震ふるえている。

　そしてカナギの目の前には、巨大な櫓やぐらが組まれていた。櫓の上はこれも赤々とかがり火で照らされ、宮きゆう廷てい装束に身を包んだ皇こう帝ていと、親衛隊たちが食しよく卓たくを囲んでいる。

　このいびつな櫓の上に、ソラは軽かろやかに登っていくのである。

　カナギはどうにか我に返り、深くフードをかぶって天幕の陰かげに隠かくれる。ソラと皇帝は櫓の上で楽しげに言葉を交わす。櫓の上での奇き妙みような食事が始まってしばらくたった頃ころ、闇やみの中にちかちかと赤い光が灯ともった。距きよ離りは遠い。しかし──

（あれは……戦いくさの炎ほのおだ！）

　カナギは直感して目を見開いた。遠くから風に乗って人馬の立てる音がかすかに届く。

　皇帝のもとへは、すぐさま兵士がやってきた。

「陛下！　レヴァノール野で、グザヴィエ卿きよう率いる隊が敵の奇き襲しゆうを受けました！　敵は二〇〇〇の騎き兵へい！」

「サカミたちだろう。深追いはするな。森の中では勝てん。森に入ってはならんと伝えよ。そして、ヴォログはなるべく殺すな。あれは協力者だ」

　皇帝は平然と言い、葡萄ぶどう酒しゆの入った黄金の杯さかずきを食卓に置いた。

　口元をきっちりと拭ふいてから立ち上がり、皇帝は自ら声をあげる。

「停戦は破は棄きされた。火を放て！」

　華か麗れいな宝ほう飾しよく品ひんで飾られた腕うでが振り下ろされた。

　命令はばらばらと伝わっていき、投石機についていた男たちが斧おのを取り上げる。

　投石機を縛いましめていた綱つなが斬きられると、巨大な木製の機械はものすごい勢いで回転した。

　風を切り、同時にいくつもの球体が夜空に舞まう。

　球体はやみくもに森の上へと投げられたようだった。東方の森は広大だ。どこに敵がいるかも見渡せない状態なのに、石など投げても威い嚇かくにもならない。

　しかし、弧こを描えがいて飛ぶ球体は、弧のてっぺん、一番高いところで小さな爆ばく発はつを起こし、無数の小さな球体となって森へ落下した。

　そして、数秒後。

　どん、と衝しよう撃げき音おんが響ひびく。ほぼ同時に落ちた無数の球体がたてた音だ。音は大地を揺ゆるがす。

　数秒遅おくれて、球体の落ちた場所からすさまじい火柱があがった。

　炎だ。まるで滝たきのような炎だ。

　巨大な炎の滝がわき上がったかのごとく、大地が、森が炎を噴ふき上げる。

「すばらしい！　すてきだ！」

　子供じみた皇帝の叫さけびが響き、兵士たちが狂くるったような喚かん声せいをあげる。

　皇帝が櫓から身を乗り出したとき、一度噴き上がった炎は矛ほこ先さきを変えた。

　これはただの火ではない。すべてがヴァーヴィムの火なのだ。何百、何千と落ちたヴァーヴィムの火から、四方八方へと炎の蛇へびが走る。

　森は瞬またたく間に網あみの目状の炎に覆おおわれ、一帯すべてがすさまじい炎で塗ぬりつぶされた。

　炎に赤々と全身を照らされ、カナギは呆ぼう然ぜんと立ちつくす。

　衝撃で満足に呼吸ができず、目の前がちかちかした。燃えていく、消えていく、あまたの命がひねりつぶされ、火の粉と共に赤黒い空へと去っていく。低くたれこめた空は炎ですっかり明るくなった、まるで邪じや悪あくな夜明けでも来たかのようだ！

　これは、いつか見た光景だろうか。いいや、違ちがう。これはまるでこの世の終わり。

　誰もがひどい不安と恐きよう怖ふを覚え、あまりの恐怖に興奮してうなり、笑い声をあげる。

　この場でただひとり正気だったのは、おそらく、最初から正気など知らないソラだけだっただろう。空を赤黒く染める業ごう火かを背景にすえ、ソラは鮮あざやかな笑え顔がおで皇帝を振り返る。

　ソラと皇帝の視線があう。皇帝からは最初の興奮が去っていた。呆然と突つっ立っていた皇帝は、炎に照らされたソラの美び貌ぼうを眺ながめると、ほろりと片目から涙なみだを零こぼした。

「ときが──来たのだな？」

「来ましたとも、陛下」

　ソラは甘い声で囁ささやいて、あまりに繊せん細さいな指を伸のべた。

　皇帝はソラの指をとる。ソラが燃える森を見やる。そのとき、一いち陣じんの風が吹いた。

　燃える森の真ん中を、清せい冽れつな風が吹き抜ぬけた。

　まるで刃やいばでも入れたかのように、炎はまっぷたつに裂さける。

　燃やすものがなくなったヴァーヴィムの火が、その一画だけ急速に鎮ちん火かしていく。

　炎の下から現れたのは、一面の石いし畳だたみであった。

　──そうだ。土すら燃やし尽つくしたヴァーヴィムの火が、焼くことができなかったもの。

『それ』はまだ燃えている周囲の火に照らされて、まるで舞ぶ台たい上の書き割りのような、薄うすっぺらい荘そう厳ごんさを醸かもし出す。

　それは、街だ。

　誰もいない街だ。

　見るがいい、土とコケの中から現れた、恐おそろしく幅はばの広い石畳の道を。

　その道の真ん中に生える、不可思議な尖せん塔とうの数々を！

　道の両側からは高いアーチ状の柱に支えられた空中回かい廊ろうが現れ、そのさらに外側からは無数の建築物が顔を出す。道は皇帝たちのいる櫓の真っ正面から始まり、果てにはあまりに左さ右ゆう対たい称しような、広大な建築物が左右に羽を広げている。

　兵士たちは言葉を失い、巨大建築のもたらすわけのわからない威い圧あつ感かんに涙をにじませた。

　ソラは手にした杖つえで森の下から現れた建築物を指し示す。振ふり向いたソラの顔はもはやひとのそれではなかった。ソラはむしろ、彼が背にした荘厳な建築物のほうに似ていた。

　書き割りのごとき虚うつろな美貌でソラは囁く。

「ようこそ。ここが神の都です。──我が王よ」
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　狂きよう気きの夜に、皇こう帝ていの軍勢は進む。

「親衛隊、前へ！　総員抜ばつ剣けん！」

　高らかに声があがり、皇帝の親衛隊は馬上で剣を抜いた。炎ほのおが無数の剣をきらめかせる。

　親衛隊は剣を胸にあてる最敬礼のまま、整然と炎の熱が残る道へと踏ふみこんだ。

　このときのために連れてきた音楽隊が、調子のよい音楽を始める。

　親衛隊の真ん中を馬で行くのは神聖皇帝シギスムンド。

　そして一五万という数の帝国軍が、目にもきらびやかな衣装で後へと続く。

　東方の森の真ん中に現れた廃都を、帝国軍は進む。一五万人の足音が、無人の都市を震ふるわせる。まだ森を燃やす炎は消えてはおらず、左右で燃える火ほ影かげが巨きよ大だい建築に映りこむ。

　影ばかりがゆらゆらと揺れる広い道を、皇帝の軍勢は進んでいく。

　皇帝の敵は東方の民たみではなかった。まったく純じゆん粋すいに、東方の森だったのだ。

　この街を隠かくしていた、東方の古森こそを焼かねばならなかった。

　皇帝の傍らで豪ごう奢しやな輿こしに揺ゆられ、ソラは言う。

「東方の民が土と森の下に隠していたもの、それがこの都。こここそ、神となるあなたが統すべるべき場所です」

「我が鳥よ──『世界の王』は、この世を見捨てようとしている狂きよう王おうは、確かにこの先にいるのだろうか」

　皇帝の視線の先にあるのはいかにも宮殿じみた建築物だ。

　しかし帝国の建築様式とはどこかが違う。用よう途と不明な金属管がツタのようにこびりつき、円柱には見知らぬ文字がびっしりと刻まれている。ソラはどこか懐なつかしげに目を細めて言う。

「はい。わたしは噓うそはつけません」

　ソラの答えに皇帝はうなずき、虚ろな行列はやがて宮殿前の円形広場にたどり着いた。

　劇場のようにすり鉢ばち状になった広場を兵士たちが埋うめる。

　各隊の隊長が厳しく兵士たちを並べる中、皇帝は馬を下りた。

　すかさず置かれた台に足を置いて広場へ降り立ち、皇帝は同じように輿から下りてきたソラの手を取って、広場から宮殿へと続く階段に足をかける。

　朽くちかけた石段はいささか登りにくかったが、興奮した皇帝には気にならなかった。

　息を切らせて階段を上りきり、振り返る。

　そこからの光景はまったくすばらしかった。

　円柱に囲まれた円形広場から、街は放射状に広がっている。どれもこれも今作れば一〇〇年はかかりそうな、いや、一〇〇年かかっても同じだけのものを造る技術はないだろう。

　すばらしく凝こった意い匠しようの街は、あまりに隅すみ々ずみまで装そう飾しよくに満ちているため、いささか悪夢じみてさえ見える。皇帝は震えて深呼吸をし、すさまじい達成感の中で叫さけぶ。

「ひとよ！　わたしに忠誠を誓ちかった者と、誓わなかった者たちよ！　わたしはどちらも等しく愛している！　わたしはお前たちを救うためにこそ、ここに来た！　我々は長く、『世界の王』と『鳥の神』こそが救世主であると信じた。しかし彼らが我々を救ったのはただの一度。二度目があるとは限らない。そう、実際に王はこの世を見捨てつつあったのだ！　わたしはこの世界を憂うれう。神が実在するものならば、実在するわたしが神になれないということがあるだろうか？　わたしは自らが神殺しとなり、狂王殺しとなって、新たな世界の救世主となることを誓う！　こここそが『神の都』！　ひとよ、新しき『世界の王』を、神を讃たたえよ！」

　静まりかえった都に皇帝の声は響ひびき、すぐさまどよめきのような歓かん声せいに吞のまれた。

　今までは皇帝の狂きよう乱らんにおびえ、その行動を疑っていた兵士たちも、実際にこのような光景を目にしては態度を変えるしかない。

　確かにここは神の都だ。

　そう信じさせるだけの迫はく力りよくと、まがまがしさと、同時に神こう々ごうしさを持った場所だった。

　感かん涙るいにまみれた歓声を受け取り、皇帝はほっとした顔で片手を上げる。

　皇帝の傍らでは、ソラが古い楽器を取り出していた。

　白い指が楽器の弦げんに触ふれると、澄すんだ音が辺りに響く。

　海鳴りに似た歓声にも負けず、清明な音は無人の街中に響き渡わたった。

　皇帝も兵士たちも顔をあげ、新たな感動に体を震わせる。

　何かすばらしいことが起きる予感がした。

　ソラは目を伏ふせ、古い歌をつま弾びく。調和のとれた和音ではなく、どこか不安で古風な旋せん律りつが広がっていく。まったく同じ旋律が、螺ら旋せんを描えがいて強くなる。

　ソラの薄うすい唇くちびるが開き、歌を零こぼす。

　ひととは思えぬ澄んだ高音──ひとにはほとんど聞こえない音に、広場全体が震えた。

　誰もがめまいを感じたのかと思って瞬しばたたく。

　──次の揺れは、叩たたきつけるかのように襲おそってきた。

　ただ一度だけの縦揺れ、後に広場の真ん中に亀き裂れつが走る。まっすぐに走った亀裂に向けて、広場に張られた石がずるずると動いていく。

　広場が、石が、土が、ひとが亀裂に吸いこまれていく……落ちる！

　放心から返った兵士たちが、口々に悲鳴をあげて亀裂から逃にげようとする。

　すぐにも広場は大混乱となった。効率よく逃げるには、彼らは密集しすぎていた。

　実戦にはまるで役に立たない、動きにくい軍装を身にまとっていた。

　誰ひとりまともに逃げられないうちに、亀裂は鈍い音をたてて放射線状に広場を覆おおった。

「わ、わ……わ！　崩くずれる！」

　兵士が叫ぶ。誰もが同じような叫びをあげて、斜ななめになる足場にしがみつき、もがくように逃のがれようとする。そこへ亀裂の底の奈な落らくから、透とう明めいな無数の糸が吐はき出された。

　糸は破は壊かいされた広場ごと兵士たちを抱かかえたかと思うと、一息に亀裂の底へと引きずりこむ。

　悲鳴と広場の崩れる音がひとかたまりになって大気を震ふるわせる中、広場は見る間に底知れぬ大穴と化していた。

　糸を吐き出す真っ黒な穴に、兵士たちはぽろぽろと零れ落ちていく。

　果てなく悲鳴が続き、皇こう帝ていは限界まで目を瞠みはって震えた。

「あ……あ……あ？　何？　なんだ？　これは……一体、一体どういうことなのだ？」

　皇帝がソラに問いを投げる。ソラは静かに歌いやめ、楽器を地に置いて微笑ほほえんだ。

「わたしの皇帝陛下、あれは魔ま物ものです。そしてここは前世界の遺い跡せきですよ。東方に魔物が少なかったのは、この遺跡の不死者がにらみをきかせていたからこそ。東方に魔導師がいなかったのは、この遺跡が厳重に古森に隠かくされていたからこそ。わたしとて、ここに来るには森を焼かねば難しかったくらいです。神の都はこの先ですよ。ここの不死者は『世界の王』との接続を保ち、神の都への門となりうるのだから」

　皇帝はソラの話をもうろうと聞いていたが、最後で反応し、必死にソラの衣ころもにすがった。

「つ……連れて行って！　わたしも、連れて行ってくれ！」

「連れて行ってあげましょう。あなたがここへ来られるのならば」

　ソラは穏おだやかに言い、皇帝は歓かん喜きに顔を輝かがやかせる。しかし、すぐさま皇帝の衣を無数の指がつかんだ。魔物に穴へと引きずりこまれかけた兵士たちである。

　まだ魔物の糸に絡からまれたまま、兵士たちは必死に皇帝にすがる。

「陛下！　陛下……神様、助けてください、助けて……！」

「うわ、なんだ、離はなれろ！　ただの人間風ふ情ぜいが！　離れろ！」

　兵士たちを怒ど鳴なり、叫び続ける皇帝を残し、ソラは身を翻ひるがえす。

「──ウゴルよ、これで満足ですか？　これしきの死で、まだひとは滅ほろびませんがね」

　薄い唇で静かにつぶやき、ソラは遺跡の宮きゆう殿でんに歩み寄った。

　前世界の文字をびっしりと刻んだ黒い金きん属ぞく扉とびらの前に立ち、ソラは軽く杖つえを掲かかげる。

　扉は淡あわい震えを帯びたかと思うと、きしみをあげてゆっくりと開いた。ぱっくりと口を開けた大扉の向こうは果ての見えない長い廊ろう下かだ。

　暗い廊下も、ソラが一歩踏ふみこめば明かりが灯ともる。

　ぽつりと灯った明かりは瞬く間に増えていき、廊下の奥へとソラを導く。

　背後の悲鳴と轟音は段々と遠くなり、ソラは軽かろやかに歩いて行った。なんの憂いもない無表情で、継つぎ目のない床ゆかを踏んで行く。

　どこかで音楽がかかった。かすかに聞こえるのは勇ゆう壮そうで優ゆう雅がな曲だ。命の気配はまったくない場所なのに、ソラを歓かん迎げいしてでもいるようだ。

　ソラは天てん井じようから大小様々な鳥かごを吊つるした吹ふき抜ぬけの広間を抜けた。奇き妙みような石像がびっしりと立ち並ぶ中庭を抜け、壁かべ一面を金属管の這はう廊下と階段を抜けた。

　死の気配のする遺跡を、ソラは地下へと下りていく。

　重い鉄てつ扉ぴがまたしてもソラの眼前で左右へ開き、よどみないソラの歩みは巨きよ大だいな円えん蓋がいを持つ地下広間で止まった。

　遺跡前の広場よりなお広い空間に、他ほかの場所のような豪ごう奢しやな装そう飾しよくはない。

　円蓋は一面、びっしりとツタか毛細血管のような金属管に覆われている。

　明かりは床の石が淡く光るだけ。

　薄うす暗ぐらい地下広間の真ん中、金属管がもっとも密集した場所に、ぽつんとひとつだけ白く浮うかび上がるものがある。──ひとの顔だった。

　金属管にからめとられ、まるで胸像のように胸あたりまでしか見ることができない人物が、円蓋の高い位置に固定されている。その顔は白く、まっすぐな髪かみもまた白い。

　ソラに似た面おも差ざしは、ミリアンが見ればすぐにその正体を知っただろう。

　不死者であった。

　遺跡の主、魔物の狩人かりうど、ひとの守護者にして『世界の王』の人形。

　ソラが硬こう質しつな足音を立てて不死者の足あし下もとへ歩み寄ると、不死者はゆっくりと目を開けた。

　奥に赤い光をにじませた透明な瞳ひとみがソラを見る。石の床が鈍にぶく光り、不死者の姿だけを奇妙に白く光らせる。不死者は鈴すずの音のような声を出した。

「おかえりなさい、不死者殺しの巡じゆん礼れい者しや。わたしを殺しに来たのですね？」

「いいえ。わたしは殺しはやめました。君よ、どうぞ神の都への道を開きたまえ」

　ソラは感情のない声で静かに言い、薄いまぶたを閉じる。途と端たんに強い風を感じた。

　まぶたの裏に鋭するどい光が走る。光は七色の門となり、次々とソラの傍かたわらを過ぎ去った。

　すべてが過ぎ去ると、草の匂においがソラを包む。

　うっすらと目を開ければ、そこは懐なつかしく果てない廃はい墟きよ──神の都だ。

　こけむした石の長なが椅い子すに、背を曲げた老人が座している。

　錬れん鉄てつの鳥かごを抱えた老人は、うつむいたままソラに話しかける。

「おかえり、わたしの鳥よ。……離れていたのは少しの間なのに、まるで長くお前を見ていなかったような気分だ。こちらへおいで」

　ソラもまったく同じ気分だった。この老人こそが『世界の王』。ソラに心を与あたえた男だ。

　ソラは激しい安あん堵どと、その他の『何か』を感じながら老人に歩み寄る。

　目の前に立ったソラを見上げ、老人はごく穏やかに笑った。

　まるで、穏やかさ以外の何ものでもない顔だった。皺しわに埋うもれた顔は仮面じみている。『笑っている』という型だけを保っている。裏には何もない、虚うつろしかない。まるで虚ろな穴のような顔だ。七〇〇年という年月が、老人からすべての感情や葛かつ藤とうや、思考そのものすら奪うばい去ってしまったかのようだ。

「やはり、お前は少し変わったね」

　世界の王が優やさしく言うと、ソラはうっすらと微笑む。

　ソラの笑いは世界の王とは対照的に、美しいが柔やわらかなものだった。

　子供のように、少し照れたようにさえ微笑んで、ソラは言う。

「この変化がいかなるものか、わたしにはわかりません。しかし変化があったのは確かなこと。我が王よ──わたしは、この世界を保とうと思います」

「世界を、保つ？　滅ぼすことなく？」

「滅ぼすことなく、裁くことなく。この世界は新たな均きん衡こうを探してあがいています。歪ゆがんで始まったものであろうとも、わたしには始まったものを終わらせることはできません。なぜなら──わたしは神などではないのですから。わたしは結局、何も生めなかったのですから」

　言い切ってしまうと、ソラの笑いはますます人間らしくなった。

　重い、身の丈たけに合わない荷を下ろしたとでもいうように笑って、ソラは世界の王の言葉を待つ。自分にとっての絶対者の言葉を待つ。世界の王は言った。

「お前はそうやって、また、ひとのふりをするのだね」

　王はくすくすと笑った。ソラはわずかに目を見開く。

　ソラの目の前で、老人は緩かん慢まんに立ち上がった。

　立ち上がると同時に、老人の像がずるりと歪む。肌はだが引きずられ、骨格が組み変わって沈しずんでいく。長かった白はく髪はつは巻き戻もどされるかのように縮み、すっかり背を伸のばして立ったとき、老人は少年の姿になっていた。

　歳でいうなら一二、三歳。白髪の少年は微笑ほほえんでソラを見上げる。

　その顔は相変わらず生気のない仮面のようであったが、薄うす茶ちや色いろの瞳だけはさっきと違ちがい、たぎるような熱情に満ちていた。

　底知れぬ引力を持つ瞳にとらえられ、ソラはわずかに唇くちびるを震ふるわせる。

「わたしは──ひとでは、ありません」

「そうかい？　でも声が震えているね。ほら、お前は心のあるふりをしてるじゃないか。いいかい、わたしの鳥よ。お前に心などないのだ。お前の人格はわたしを真似まねただけの偽にせ物ものだ。……そうだね？」

「そうです、しかし」

　しかし。言ってみてからソラは呆ぼう然ぜんとした。しかし、なんだろう？

　世界の王の言うことは本当だ。自分はただの人形なのだ。なのに『しかし』だ？

　自分は一体何を言うつもりだった？

　世界の王が無む邪じや気きに笑っている。ソラは頭に痛みを感じる。

　今の世界の王の姿は、ソラと世界の王が初めて会ったときのものだ。遠い記き憶おくもソラにとっては昨日のこと。七〇〇年前、初めて意識を持ったときの記憶がソラをゆさぶる。

　世界の王は澄すんだ声で続ける。

「逆らいたい気分か？　ずいぶんと反骨精神が旺おう盛せいな者と一いつ緒しよにいたのだね？　あの男か？　あの死に損ぞこないか？　お前はあれの真似をして、ひとになったつもりなのか？」

「わたしはひとではありません」

　ソラは必死で言う。世界の王はたたみかけるように肯こう定ていした。

「そのとおり、お前はひとではない。お前に心はない。お前は生きてもいない。お前は人形だ。お前の言葉は借り物、お前の容姿は世界の平均、お前は『何もない』」

「そうです、わたしは『何もない』」

　夢中になって繰くり返す。夢中になっていること自体がおかしいのに、ソラは気づかない。

　世界の王はソラの異常に気づいていた。

　気づいていたからこそ、世界の王の笑え顔がおはゆっくりと歪んだ。

　苦しげに震えて、世界の王は言う。

「ならば、もうわたしを苦しめないでくれ。七〇〇年だ、わたしの鳥よ。わたしの苦しみは七〇〇年続いた。お前は覚えているだろう？　かつて、七〇〇年前。わたしが世界で最後のひとりとなったとき。目の前に現れたお前に、わたしはすがった。ただひと言、心あることを言ってほしいとすがった。しかしお前はただ、わたしの言葉を繰り返すだけの人形だった」

　憎にくしみ、哀かなしみ、いとおしさ。最後に残った感情の断だん片ぺんが世界の王の上でせめぎあう。

　世界の王は泣き笑うような顔でソラに手を伸べた。

　白い少年の手がソラの衣ころもをつかむ。

　すがるような手に、ソラは呆然とした無表情で世界の王を抱だき留とめる。

　少年はソラにしっかと抱きつき、歯を食いしばった。苦い涙なみだをにじませ、世界の王は半分泣きながら訴うつたえる。

「願いなんて、本当はどうでもよかったのだ。わたしは世界がどうなろうとよかった、何も欲しくはなかった、生きていたくさえなかった、わたしはただ寂さびしくて、ひとりでいられなくて、ただお前に喋しやべって欲しかったのだ！　心を持ったお前が傍そばに居たら、それでよかった。他に何もなくとも死ぬまでは生きられた、そのはずだった！」

　ぶつけられる思いに、ソラは震えて目を伏ふせる。

　ぎこちなく腕うでをほどき、世界の王の顔を両のてのひらでそっと包む。

　少年の泣き顔を見下ろし、ソラは囁ささやく。

「……わたしの王」

　世界の王はソラを見つめ、涙のにじむ顔で笑った。

「許さないよ」

　ソラの透とう明めいな瞳ひとみが揺ゆれる。ソラは心の痛みを覚えている。ないはずの心が痛む。

　世界の王はソラの衣をつかみ、優しく笑ったままに叫さけんだ。

「今いま更さらひとのようなふりをしたとて、わたしはけしてだまされはしない。お前は結局偽物だったではないか！　お前はひとではない、神でもない、わたしは何度もお前を不死者の体に入れ、あの偽の世界へ放りこんだ。お前はいつもひとのまねがうまくなって帰ってきたね？　けれどそれだけだ、お前に心はない！　ならば心のあるふりなどするな、いずれ奪うばうものなら、わたしに希望を与あたえるな！」

　叩きつけられる言葉に、ソラは応こたえられなかった。

　少年の顔にそえた指が震える。体が震える。心は──震えないはずだ。

　そうだ、ないのだ、心は。

　心がないから応えられない。七〇〇年前、必死にすがってきた少年にソラは応えなかった。望むものは与えた、しかし、自分から何かを言ってやることはできなかった。

　七〇〇年。これは何度も繰り返してきた光景だ。

　でも今回は少しだけ違ちがう気もする。何が違うのかはわからない。

　途と方ほうに暮れて立ちつくすソラを突つき放はなし、世界の王は笑って叫ぶ。

「『鳥の神』は万ばん能のうの救世主だと？　あはは、そんなもの大おお噓うそだ！　お前にできるのは粘ねん土ど細工と殺しだけ！　さあ行け、あの世界へ戻もどれ！　まずはお前にその物言いを教えた男を殺し、次に不死者を殺して、もう一度ここへ戻っておいで。お前は最後にわたしを殺すのだ。それしかできないのだから思い切りやるがいい！　いいか、お前は神などではない、ただの破は壊かい者、そしてわたしの墓はか守もりだ！」

　叫びが完全に消える前に、ソラの眼前で閃せん光こうが弾はじけた。

　視界が戻ったときには、ソラは元の遺い跡せきにいる。

　円えん蓋がいに縛いましめられた不死者は、棒立ちになるソラを見下ろしてから物もの憂うげに瞳を閉じた。

　ソラはひとり、しばし静せい寂じやくの中にたたずんでいる。表情は浮うかばない。

　捨てられた人形そのものの様子で、ただ立っていることしかできない。

　その静寂をやぶったのは、聞き慣れた声だった。

「──ソラ！」

　名を呼ばれると、ソラの顔に感情の色が生まれた。まずは戸と惑まどい、次に微笑ほほえみ。

　ソラは衣の裾すそを翻ひるがえして振ふり向いた。

　地下広間の扉とびらにすがって、ひとりの青年が立っている。

　黒い髪かみに灰色の瞳。気き丈じようにソラを見つめてくる瞳は強い。しかしソラには見える。

　青年の体はすっかり毒にむしばまれ、もはや崩くずれる寸前であることが。

「カナギ」

　ソラは彼の名を口にした。

　途と端たんに猛もう烈れつな痛みが胸に宿った。ソラは少しだけ首をかしげる。この痛みはなんだ。

　まったく未知の、もしくは今まで無視してきたこの痛みはなんだ。

　これが自分でなければ、心の痛みだろうと言える。

　しかしソラには心がない。最初からないものは、けしてよみがえらない。

　ソラには心がない。心がないが、ひとつ確かなことがある。

　──どうも、ソラはカナギを殺せないようだ。

（わたしは本当に壊こわれてしまった）

　ソラは笑えみを深めた。

『世界の王』の命令を聞けない自分に価値はない。廃はい棄きするしかない。

　とはいえソラは自分では死ねない。世界の王に世界の墓守として設定された彼は、けして自殺できない。

　ならば誰かに殺してもらうしかなかった。

（それでは、最後の大おお芝しば居い）

　ソラは虚うつろな笑いを浮かべたまま、カナギを迎むかえ入れるよう両手を広げた。

「いらっしゃい。ここが世界の行き止まりですよ」


◆



　ヴァーヴィムの火を見た茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態から抜ぬけ出したカナギは、すぐに無我夢中でソラを追った。もはや自分が何をしているのかもわからず、ただ必死に帝てい国こく軍の後を追った。

　極度の興奮状態にあった帝国軍の兵士たちは、帝国軍の外がい套とうをまとったカナギの正体には気づかなかった。

　カナギはただ、転ばないよう、途と中ちゆうで左右を見ないようにだけ気をつけていればよかった。もしも左右を見れば、森が燃えているのが視界に入ってしまうからだ。もう取り返しがつかないほどに、滅ほろびが燃えあがるのが見えてしまうからだ。

　ひたすらにうつむいて歩いているうちに、カナギは泣いたのかもしれない。

　ひどく頭が痛んで、激げきしすぎた感情は段々と平へい坦たんになっていった。

　兵士たちの列から離はなれて廃はい墟きよにまぎれ、遺跡に登った直後。魔ま物ものに帝国軍が丸ごと食われたときも、カナギは特に何も感じなかった。心が麻ま痺ひしかけていた。

　そして──今。

　やっとたどり着いた場所で、ソラは薄うす闇やみの中に白々と立ち、微笑んでいた。

「カナギ、君、本当にひどい状態ですよ。今すぐそこにひざまずいて『助けてくれ』と望むといい。助けてあげましょう、君だけならば」

　高こう慢まんに言って微笑むソラは、本当に奇き跡せきのように美しい。

　貴石のきらめきそのものを集めて練ったかのような容姿の彼を見つめていると、カナギにも少しはまともな感情がよみがえる。

　──ソラが皇こう帝ていに捕とらわれたせいで、すべてが狂くるった。

　ソラの甘かん言げんは皇帝を東方へ導いた。

　森は燃え、そして森を燃やした帝国軍さえもが魔物に食われた。

　どれだけの死体がこの地に折り重なったのだろう。

　膨ぼう大だいな数の死を間近にしながら、ソラはまだ笑っている！

　カナギはあえいだ。尽つきようとしている命の芯しんから、最後の激情がにじみだす。

　歯を食いしばり、扉にすがっていた体を無む理り矢や理りに立たせ、ソラをにらみつける。

　その虚ろな笑いを憎にくむかのように、カナギはできうる限りの力で叫さけぶ。

「ひざまずいて望むのはお前のほうだ。今すぐそこへひざまずけ！　『助けてくれ』って言ってみろよ。いつも態度じゃ助けて助けてってうるさいくせに、一度も口には出さないで、あげくに貴様は何をやった!?」

「何を？　わたしはこの不死者を通じ、『世界の王』に会いに来ただけですよ。そのために、この遺跡の魔物を復活させたがっていたウゴルと、神になりたがっていた皇帝陛下にご協力願いましたがね。そういえば君には悪いことをしました。森が焼けましたね。でも、そうしなくてはここにたどり着けなかったのです」

　しかたがありませんでした、と、ソラはさらりと言い切った。

　ひとの死をものともしない、意識の端はしにものぼらせていない言いようだった。

　カナギは怒いかりで視界が赤くなるのを感じる。

「貴様ぁああ！」

　左手には癖くせのようにまだ剣けんを握にぎっていた。反射的にカナギは剣を抜こうとする。

　ろくに動かないはずのカナギの右手が剣に触ふれたとき、ソラはひらと片手をあげる。

　ソラの動きにつれ、部屋の金属管がいっせいに鋭するどい音を立てた。

　音は針のようにカナギの脳を貫つらぬき、すさまじい痛みとなってカナギの全身を襲おそった。

「……ッ……あ……！」

　カナギは目を見開いて立ちすくむ。

　どっと汗あせが噴ふき出し、指が震ふるえて剣を取り落とした。それでも痛みは去らない。カナギは反射的に我が身を抱き、なすすべもなく床ゆかに崩れ落ちた。

　ソラが小さく笑った声がする。

　硬こう質しつな足音が近づいてくる。カナギは転がったまま震えている。

「かわいそうに。君は無力で、本当にかわいそうだ。今、助けてあげますよ」

　カナギの傍かたわらに立って優やさしく笑い、ソラはカナギの襟えり首くびをつかんだ。

　ソラは片手で軽々とカナギを床から引きずり上げ、空いた手をカナギの心臓の位置へあてる。カナギが痛みを堪こらえようと荒あらい息を吐はく目の前で、ソラの手はずるりとカナギの体内へと潜もぐりこんだ。

　あり得ない光景に、カナギの目が見開かれる。

　ソラの手は確かに手首までカナギの体に入りこんでいる。泥どろを引っかき回すような音を立て、ソラは無造作にカナギの体内を探さぐった。カナギの肉と骨は、ソラの手を逃のがれようとずるずる変形していく。

　同時にカナギの視界はぐにゃりと歪ゆがみ、ひどい吐はき気に襲われる。

　ソラはやがてカナギの体内から何かをつかみとり、一気に引きずり出した！

「う……あ……ああああああ！」

　激痛で意識が飛びかける。

　カナギが絶ぜつ叫きようできたのはソラの手が離れてから数秒後。

　叫び続けなければ耐たえられないような痛みの中、突とつ然ぜんぶつりと意識が消える。
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　気づいたときには、カナギはまた床に転がっていた。

　あまりの衝しよう撃げきに何が何やらわからず、もはや体がここにあるのかもよくわからない。混乱したまま目も閉じられず、カナギは横たわってがたがたと震え続ける。

　頭上では、ソラがまだ綺き麗れいな声で喋しやべっている。

「少し痛かったですね。君、痛みで一いつ瞬しゆん死にましたよ、また」

　ソラの不ふ穏おんな台詞せりふにも、カナギは反応すらできない。

　そんな彼を見下ろし、ソラはカナギから引きずり出したものをぶらさげていた。

　ソラの繊せん細さいな指がつかんでいるのは、一見美しい白い珊さん瑚ごのようなもの。

　カナギにとっては見覚えのありすぎる物体──魔ま物ものだ。

「見えますか、カナギ。これが君についていた魔物ですよ。ちょうど君と同じ種類だったので、うまく一部で共生してしまったのですね。だから君はなかなか死ななかったし、魔物に呪のろわれてから少し強くなったでしょう？」

　真っ白になりかけていたカナギの頭に、ふとソラの言葉が入ってきた。

　こいつはまた、妙みような話をしている。聞きたくないような話をしている。でも聞かねばならないような気がした。カナギは不規則な呼吸の中でどうにか囁ささやく。

「何……なんの、話だ」

「昔話です、カナギ。かつて七〇〇年前、大災害によってひとは滅めつ亡ぼうしました。ただひとり──いずれ『世界の王』と呼ばれる少年を残して。少年ももちろん死にかけていたのですが、異世界から伝わってきた力が彼を救いました。異世界は常にこの世界に働きかけてきましたが、それが大災害のときに突とつ発ぱつ的に強くなった。その『力』が凝こごった存在こそがわたし」

　ソラはカナギについていた魔物を床へと落とし、無造作に踏ふみにじった。

　魔物は抵てい抗こうすらしないでぐったりとしている。ソラは透とう明めいな瞳ひとみで魔物を見下ろして続ける。

「世界の王は最初、わたしを小さな光のようなものとして認にん識しきしました。わたしの力は本来振しん動どうなのですが、光も震えるものには違ちがいありませんからね。視覚的には光に似ていたのでしょう。──世界の王はその小さな光を『小鳥』と思い、温めようとした。世界よ暖かくなれ、この小鳥が生き延びられるよう。そう願った心がわたしに働きかけ、わたしはこの世界では『願いごとを叶かなえる』存在となりました。『鳥の神』の誕生です」

　カナギは呆ぼう然ぜんと眼球を震わせた。聞き慣れた昔話の裏にある真実が、カナギに正気を呼び覚ます。

　ソラが不死者だというのは聞いていたが、あげくに『鳥の神』？

　これが神？　このいびつな子供が神なのか。自分はこれに祈いのっていたのか！

　いたたまれずに身じろぎ、カナギはふと、全身の痛みが和やわらいでいることに気づいた。

　──これなら少しは動けそうだ。

　ソラは壁かべの不死者のほうを眺ながめながら言う。

「そうして異世界の力を手に入れ、どんな願いも叶えられるようになった世界の王が望んだのは、一体なんだと思いますか？」

　カナギはこっそりと指を動かしてみる。動く。利きき手も、きちんと動く。

　ソラにさんざんかき回されたというのに、欠けた場所は少しもない。

　それどころか、魔物が引きずり出されたのと同時に腐くされた場所も治ったようだ。

　ソラの目的はカナギを痛めつけることではなかったのだろうか？

　カナギは床に転がった剣との距きよ離りを測る。そんな彼を振ふり向き、ソラはうっすらと笑う。

「世界の王は、ひとを欲ほつしたのです。彼は仲間が欲しかった。彼はまず、わたしの力でひとを一から生み出そうとした。……結果は失敗でした。できたのは心のない人形、不死者です。次に世界の王は、既き存そんの生物をひとの形に練り直すことにした。こちらは成功し、ひとの形を保ったまま数も増えた。……君たちのことですよ」

　カナギはソラをにらみ返していたが、話が進むにつれて再びこめかみに汗あせを浮うかべた。

　ソラは恐おそろしいことを言っている。

　ソラが言っているのが本当のことなら、それは──

「その、既存の生物、ってのは……」

「魔物に決まっているじゃないですか」

　ソラは軽かろやかに笑って言い切った。

　カナギは少しの間、ソラが何を言ったのかわからなかった。頭が理解するのを拒きよ否ひした。

　ソラは容よう赦しやなく喋っている。

「魔物は、君たちの天敵ではないのですよ。君たちの在るべき姿なのです。君たちは魔物を練り直しただけのもの。魔物は君たちを恐れています。君たちは、魔物にとってはひどく不自然な姿に歪んでしまった、かわいそうな同どう胞ほう──病そのもののような存在なのだから」

　カナギはソラを見つめている。視界の端はしにはまだカナギから抜き出された魔物が転がっている。カナギはあれと同種なのだと、ソラは言う。

　急に現実味をもって魔物の姿がカナギの視界に広がり、肌はだがあわ立った。吐きそうだ。

　──やめてくれ。俺はあんなしろものじゃない。

　カナギは街を吞のみこんだ魔物を思い出す。ひとを食くらい、山ほど殺していった魔物を思い出す。それを燃やし尽つくした炎ほのおを思い出す。

　──俺は違う。俺はひとだ。

　心で叫さけぶカナギは、今度は魔ま導どう師したちのことを思い出す。ここを偽いつわりの世界と断じ、魔物こそが世界の正統な主だと断じた者たち。秘密を抱かかえて沈ちん黙もくし、魔物を狩かり続ける者たち。『覚かく醒せい』して世界の真実を知った途と端たんに発はつ狂きようしたという多くの者たち。

　──違う。それでも俺は俺だ。そうだろう、誰かそう言ってくれ。

　まだソラは喋しやべろうとしている。カナギの心が叫ぶ。

　もう真実はいらない、やめてくれ！

「君たち、偽にせのひとは世界にはびこった。しかし『世界の王』はもはやこの偽いつわりに耐たえられないとおっしゃる。確かに君たちを生かすため、世界はずいぶんと歪ゆがめられているのです。そろそろ楔くさびを抜くのが世界のためでもあるでしょう。わたしは不死者を殺し、世界の王を殺し、この世を在るべき姿に戻もどすとします」

　静かに言って、ソラはカナギに微笑ほほえみかける。

「さようなら、カナギ。君にはわたしは止められない。君はあまりにも愚おろかしく、『人間』なので。友達の死より世界の滅亡を選ぶ。そうでしょう？」

　言って、ソラはカナギに無防備な背中を見せ、不死者へと近づいていく。

　止めることなどできないだろうと言いたげに。

　カナギは荒あらい息を吐はいていた。苦しい。訳がわからない。考えるのをやめたくて仕方がない。でも立たなくてはならない気がする。なんでだ。どうしてだ。もういいだろう。もうたくさんだ。聞かなくていいことを聞いた。知らなくていいことを知った。後あと戻もどりできない。苦しい。気が狂くるう。気が狂う。駄だ目めになる。狂う前に考えるのをやめろ。でも、

　その前にすることがある。

　カナギは顔をあげた。ソラの背が遠ざかっていく。

　消えかけた思考能力を必死に動かす。何かがおかしい。違い和わ感かんがある。なぜだ、考えろ！

　なぜソラはカナギに真実を告げたのだ。なぜ、魔ま物ものを抜いたのだ。

　それは多分、まだカナギにやることがあるからだ。

　カナギは淡あわく発光する床ゆかを踏ふみしめた。立てる。そうだ、立てるうちは立ち上がれ。

　カナギは立った。ひどい吐はき気けとめまいを抱えて立ち上がり、嚙かみつくように叫んだ。

「ソラ！」

　自分がつけた名で呼ぶと、白い男が振り返る。些さ細さいな所作すら奇き跡せきのような美しさ。

　悪い冗じよう談だんのような美の固まりが振り返り、カナギを見る。

　ソラの顔は人形のように笑っている。

　その顔を見て、カナギは自分がするべきことを知った。

（こいつ、悲しんでる）

　違和感の元はソラの瞳ひとみにあった。

　まったく、なんてひどい悲しみを浮かべた目なんだろう。

　最初からそうだった。この部屋で再会した最初から、そういえばカナギには見えていた。

　ソラの目がひどく悲しんでいるのが見えていた。

　ソラの上で悲しみは壮そう絶ぜつにふくらみ、彼を覆おおい尽くしている。

　こんなときなのに、ソラの悲しみを知ったカナギもまた、悲しくなった。

　もう疑うのもばかばかしい。ソラが言ったことは真実だ。ソラは神と呼ばれたものだ。ソラは魔物をひとの形に練り直した。ソラは世界の王に縛しばられている。ソラは世界を滅ほろぼそうとしている。

　──そして、それを悲しんでいる。

「……この、大ばかが！」

　力の限り怒ど鳴なりつけると、ソラは驚おどろいたように瞬しばたたいた。

　生まれたての子供のような無む垢くな表情。綺き麗れいだ。

　カナギは初めて、心からソラを綺麗だと思う。

　お前は綺麗だ、あんまりに綺麗だ。

　俺は人間だから、そんなに綺麗じゃいられない。

　そうだ。もとが何であろうと、カナギの身体からだの芯しんではじんわりと命が燃えている。目の前の相手の苦しみが哀かなしくていらだたしくて、しかしその美しさに感動しもする。この身体の奥で震ふるえているのが魂たましいだ。これがあるかぎり、今のカナギは人間だった。

　ひとであるかぎり、カナギはソラに言わねばならないことがある。

　冷や汗あせを垂らし、萎なえそうになる足でどうにか立ち、カナギは片手を突つき出した。

　てのひらを上に。招くように。

「こっちに来い、このばか！　いつもいつも哀しい、苦しいって心で怒鳴りやがって、うるさいんだよ！　放っとけなくなるだろうが！　声に出せ、歩け、こっちに来い！　殺してほしきゃそう言え！　だまそうとしなくたって殺してやるから！」

　血を吐くような叫びに、ソラは完全に呆あつ気けにとられたようだ。

　戸と惑まどいを隠かくせずに、カナギの手と顔を緩かん慢まんに見比べる。

　ソラはまだ知らない、本当の残ざん酷こくも、本当の誠実も。ならば知らせてやろう。

　与あたえられる限りのものを投げ出してやる。カナギは手を伸のべたまま叫ぶ。

「来い、俺が襟えり首くびつかんで引きずり回して、何年でも何十年でもかけて、お前がどれだけばかで阿あ呆ほうで人間くさいか思い知らせてやる！　それでお前が自分のことを人間だってわかったら、お前が今まで自分のしたことに気づいて絶望したら、そのときは俺が責任取って殺してやる！」

　言葉にしただけでカナギの胸は死にそうに痛んだ。嫌いやな役回りだ。しかし相手が死を希求するなら、自分が与えられるものが他ほかにないなら、持っていけばいい！

「俺が『世界のため』とかでお前を殺すと思ったら大おお間ま違ちがいだ！　俺は英えい雄ゆうでも正義の味方でもない、お前を人形のままでなんか死なせてやるか！」

　一気にまくしたてると、さすがに息が切れた。ソラは見事にぽかんとしている。

「……カナギ、君は」

　途と方ほうに暮れ、小さく首を傾かたむける。ミリアンと同じような無む邪じや気きな所作だ。

　ソラはなおも歯切れ悪く言う。

「親切すぎます。わたしは君にとっては、そもそも通りすがりのただの詩人で」

「黙だまれ、ばか。早く来い」

　いいかげん色々と限界を迎むかえたカナギが、剣けん吞のんなほどに低い声を出す。

　ソラはいささかよろめきながら、一歩二歩、前へ出る。カナギを見やり、ぎこちなく言う。

「……額に、透とう明めいで丸い石が入っていると思うのです、わたし。不死者はどれもそうですから。……殺すときは、その石を破は壊かいしてください。その石がわたしの本体。その石が世界の王に渡わたると、わたしは何度でもよみがえらざるを得ない。そしてまた世界を滅ぼす、はずなので」

「わかったから来いって！」

「……はい」

　なすすべもなくうなずき、ソラはカナギに歩み寄った。

　そのとき、突とつ然ぜんと周囲から拍はく手しゆの音がわきあがる。

　はっとしてソラが視線を投げる。カナギもまた視線を鋭するどくして辺りを見み渡わたす。

　拍手だ。割れんばかりのものすごい拍手。この広間にいるのはカナギとソラ、そして不死者だけだというのに、円えん蓋がいを覆った金属管が震え、前世界の技術で拍手の音を再生している。

　続いてくつくつという笑い声が起こったかと思うと、派手な哄こう笑しようが弾はじけた。

　円蓋の地下広間に笑い声と拍手が乱反射し、カナギとソラは同時に笑い声の出所を探した。

　笑っているのは不死者だ。壁かべに縛いましめられた不死者が、ひとのような顔で笑っている。

　ソラがふと表情を曇くもらせて囁ささやく。

「まさか──世界の王、あなたですか？」

　ソラの問いには答えず、拍手の音はゆるゆると小さくなった。

　壁を覆った金属管が生きているかのようにずるりと動き、不死者の上から身を避よけていく。

　金属管が垂れ下がり、あらわになった不死者の体を広間へと下ろした。

　不死者のたおやかといってもいい肩かたには羽がある。

　不死者はカナギとソラを見て、不意に笑えみ崩くずれたかと思うと、背の翼つばさを広げた。

　翼が大きく羽ばたく。

　途と端たんに広間の大気が渦うず巻まいた。

　四方からぬるい風がわきあがり、カナギに叩たたきつけられる。

「うわ……ッ！」

　なすすべもなく体が浮うき、吹ふっ飛ばされる。壁に背を打ちつけて呼吸が止まった。

　激痛に襲おそわれて地に転がり、カナギはしばらく動けない。

　それでもカナギはすぐに目を開いた。何が起こったのか見なければならない。見て、立ち上がって、そしてソラを守ってやらなければ。

　必死で体を起こそうとして、カナギは硬こう直ちよくした。

　……何が起こったのだろう。

　広間が一いつ瞬しゆんでめちゃくちゃになっているのだ。

　円形の床ゆかは中心に向かって陥かん没ぼつし、一番低くなったところに翼ある不死者が立っている。

　……ソラは？　ソラはどこへ行った？　姿が見えない。

　どくん、と心臓が音を立てる。

　視界が色を失う。

　灰色の世界で、陥没した穴の底だけがひどく赤い。

　不死者の足あし下もとが真っ赤にぬめっている。手足を赤く染め、不死者がこちらを見ている。

　嫌な顔だ。しかも笑う。

　これは不死者ではない。誰かが不死者を乗っ取っている。

「──思った以上に愉ゆ快かいな喜劇だったね。でも、もう目覚めの時間だよ」

　不死者は『世界の王』の声こわ音ねで言って、カナギに片手を差し出す。

　真っ赤なてのひらが開かれると、その上には琥こ珀はく色いろの球体が載のっていた。

　ソラの本体だ。

　ソラが自分の額に埋うまっていると言っていた、ソラの魂。これがそうだ。

　そうに決まっている。だって、その球体はソラの瞳ひとみの色そのものだ。

　カナギは動けない。

　動けない。

　心が、頭が、現実から逃にげようとする。反射的に祈いのろうとする。

　助けてくれ。たすけて、

　──神様。




　しかし、ここに神はもういない。







　あとがき







　……そんなこんなで、次巻に続いてしまうのです。こんにちは、栗原ちひろです。
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　このお話は、あくまでビーンズ小説大賞への投とう稿こう作品をもとにしたもの。どんなに改稿しようと、全体の長さが変わろうと、本質だけはけっして変えまい。着地点だけは同じところに。と、まあ、そういうことを考えました。結果がどうなるかは次を書いたときにわかるのかな、と思います。けれど少なくともここまでは、読者様や絵師さん、編集さんたちのご助力でどうにかあまり揺ゆらがずにやってこられました。恵めぐまれていたのだとつくづく思います。

　みなさんあっての私です。みなさんにお会いできてよかった。ありがとうございます。




　なんだかもう終わったようなコメントになっていますが、そこはそれ！　これはこれ。

　今回も感想のお便りには『オペラ』の掌しよう編へんつきペーパー同どう封ふうでお返事さしあげる予定です。少しお待たせしてしまうかもしれませんが、それでもよろしければぜひ、編集部気付でご感想をお聞かせください。今後の創作の糧かてにいたします。

　それでは、またお会いできる日を楽しみに。





栗原ちひろ　　







書き物仕事告知ブログ『栗原移動遊園』　http://paperarchitecture.seesaa.net/
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